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序 文 

巧巧ユ .ダ ャ入じ 曲す る 巧 涵が巧 巧して 巧 亡が •が もを れに對 する 正な なか 
巧を 轉る こ-^ はを だ 田 巧 事と されて 居る •とい ふのは、 が 巧 一部の 人を 除い 
ては、 日本人が ユダャ人 じ 直 巧 巧觸 する 巧# の 極めてな わつ たこと にもを 因 
する が、 資 はる 者の 巧巧不 せの 結果 わらで ホる とを ふ。 

か 論 日本には ユダャ 供 係の 巧 書も夕 々ホる やに 巧いて 居る が、 おらに あが 
して ホ 難み 撃の みに 終始して 居る ことは •自分と しては 巧して をを 得た もの 
と 思 ふこと がぶ 巧ない •ホづ 第一に > 化導の 歴史的 事ぞ とその 巧 巧と をつ ぶ 
さに かがして、 しわる 巧 公正なる 巧 新を 下すべき でぁる • 


ま 人 同を に 太 » の ホ b を雜ぴ 、人頓 の 一員と して 生 おする 化 等に、 巧し 巧 
違つ に ことがあ るに もせょ •之を 是 あし 之を 教濟 する のが 日本人 じる ネのお 
をでなくて はならない。 

巧して やな 等は 「ホは 東方ょ b 」 と憧 巧し、 メッャ (ホ 世 ま) の 巧 巧を 待 
巧す る ことち 千年の 巧 おへる 民で ホる。 化 等の 待ち 久しい か 世 まが 日本 じ 巧 
巧し まず ことを かり、 日の もとの 宏大 無る の皇 ぶじが し ホる 日が ホたならば、 
巧 化して 巧 泣ず る 彼 巧で ホる じ 巧 違ない。 

徒らにを の 発の みを 數 へて はならない e をの 巧な を もを めて、 か 何に して 
彼等を お 巧し、 か 何に 化 夕 を 教# すべき かを ちへ ねばならぬ 時な にを 面して 
ちる ものと 思 ふ。 - 

をのを ホに がて、 この 巧 ホは 最も 有を 巧な ものである ことを 確信す るので 


み ミ 

ミ 者は 巧 米に 巧學 する こと 十 後年、 諸 ホに みまし 而もぶ 利を おは や、 日 巧 
H 事に 奔ホ する 最も 貨 行力豊 をな 篤 學の ホで ある。 巧に ユダャ おな 巧 巧の 巧 
】 人まで ホる 事は 今を 巧々 する 主で もない •二十 年間に わた b 、 寅 巧 的に 彼 
の ホが 甘る - V ころ 必ずや この 巧 巧 じ 曲す る おしいな なをな 者に 舆 ふるものな 
b と 倚 じ、 なて 大方 巧 賢に 推 おする 巧 巧で ホる • 

巧 巧 十一 一年 十一月 末 
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一二 



せ ザの 諸 民族 中ぶ のぞ 在と してれ をはれ て 巧た ユダャ 巧 族は、 せ 巧 じ两の 
民と して 凡ゆる 化 民 巧の をぶべからざる 巧 おなが 惡 あまに 巧ぇ ぶんで 巧た が 
をの 守 巧 的では みるが 熱 巧な 信仰と、 極めて 進 ホ 的な 不 巧の 巧 力とは、 あじ 
巧 巧 文化を 巧の 無 < て はならない ホな まとしての 化 化を 巧 巧せ しめ、 父 化の 
ホへ る！！ ± の 快な 化らず して 他國 にお お 的 生活を す るら、 まは 他 民族の 主權 
まとな り、 巧は を 治、 ホ 巧 •經 # ホ のち 權を提 り、 を 世 ホの 文化的な 能を を 
の 倫に 操 « して •嘗てのを を 者を な 煩せ 巧たら しめて 居る。 

斯< の 如く、 が 等が 巧け 义 化の 巧 巧 力 的 存在と なつて 居る 今日では、 世 ホ 


中の 凡ゆる 竟 巧巧话 をな 巧す るに 當 b 、 なみを お外して は 凡を を ホない もの 
でみ る。 

ユダヤ人 巧 垣硏究 のか 要往ら をのな になる のでみ る •ユダヤ人を 公正な 立 
巧から 硏ホ する ことは •世 ホの 巧 巧に 正しい 巧！！ を 臭 ふるもので ホつ て、 か 
くと もこ の 巧 届に M し义化 人は 無 であつ ては ならない とぶ ム。 

併し •ユダヤ 民 巧は 世み ホ* に 散 巧して 居る ので •をの 巧 巧 も 事情 も ホが 
植ホ樣 で ホって、 硏巧 上の 諸 困難は 巧 像な 上の ものが ホる。 

着 ホは 巧 K 中 ユダヤ人と 规 しく 巧麟 し、 化 人的 生活の すべてを W かしに* 
义 二十 年两 にわた って， ユグヤ 人 ぶび ホ ユダヤ 人の 义か論 巧を 巧 美して 巧 
に • 

をのの— する 巧材 巧のぅ ちょら 一巧を 抽 曲して、 このを となつ たもので ホ 


る •おめ 學友巧 治 大學巧 ホ か 巧 大を呈 巧と 共 着で 大化曲 巧の 豫 をで あつたが 
大 島を はを 米國民 使節と してを にが 米した ので、 止むを得ず 、このな 論 的 一 
着を ホづ ものして、 同 おの 歸 田を 待つ ことにした。 化つ てこの 巧 巧者は 二 巧、 
一二 篇と な刊 される もので ホる。 

ま巧夕 巧の 巧巧夕 少な b とも！！ 者 諸 度の 夕考 ともな b 巧れば 幸 ひで ホる • 
お b に 曲 おを 引き受けられ たた 子が 巧の 巧 好意と、 頭 山 ホ 生、 ぶが 佐 巧 嫌 
太が 巧 下 並びに 諸 友の 巧な おとに 巧く 巧 謝する もので ホる。 

W 巧 十二 年 十二月】 日 ま ミ 




第一 ま ユダヤち 巧の 史的 巧路 ミを の現妖 


《一) 回* 敎 のま 配に 到る を ( 《 ) 

ご D 回* 致 巧 立な 時から 十八 世紀の ま 迄 (ザ) 

ご II ) 十八 世紀の 末 なが (二) 

(四) 東方 ユダ卞 人 (一！！！) 

(五) 巧濟的 文化的 H ま 的 生活に あける ユダヤ人 ：：( K ) 

(六) ユダヤ人 排斥 論 三 一) 

(セ】 ユダヤ 团な與 巧 動 (ゴロ〉 

(八】 ユダヤ人 0 化 織 (ま) 


第二 ま 化 巧 文化 巧 上の ユダヤ人 ( S ) 

(一】 政 お 的 方面 (ま) 

(二) 巧濟的 方面 (18) 

ご 云 巧檢的 方面 •こ (ミ) 

(四) 藝 街 的 方面 こさ) 

(置) 巧# 的 方面 その他 (一 关) 

き 1 章 パレスタイン 間坦 (1 S 

(こ 戰巧 上の ■巧 性を 蒋つ パレス クイン ；：：(ゴ 空) 

(二) ユダヤ人、 アラ ビヤ 人 及び トルコ 人 .三を) 

(三 ご パレス クインに 於け る 巧！ ■の 目的 (ゴ 堯) 

(四) ユグ卞 « ちま* の 熱 g (一一ーゴ】 



(五) バルフ オア 宜 In 

(巧) み 《 か® 度 か (号 0) 

(セ) ユグャ 人の 移を 率 (ゴ ミ) 

(八) アブ ピヤ 人の— w 巧 (ニ ミ) 

(尤) 不滿ち を 巧 巧 あ (妄 0) 

(十) 解か 策 三 さ) 

(十一) せ ホの ユグ 卞入阳 H (二 ま) 

(至) ヤ かま！！ ネの »H ( HIK ) 

第 四 ま 世界の ユダャ人 巧が 一 (言) 

(こ 巧 ユダ卞 人の d グャ入 Ik (ミこ 

ご 一) ユダ 卞乂自 々の 肝 言 ご 一 ま) 

(1 一一) タル AI ド坟萃 (ゴ タ】 



ダヤ 民族の 史的® 巧と その 現が 

巧 巧は、 政治的 お » としでは す 成りな 前に IS * した 0 であるが、 
に 巧る も 度は 大& るか g を 及！！ して わる • t のち 族の 政 巧 的な 寒 
ユダ卞 王 田との 滅亡 W 巧、 巧に 西暦 セ 0 年に ヴょ スパシ アヌス 
ィ ヶス ( Titg ) によって ィエ ルナ レ A が 底 巧され てな 後、 この 
r み，！ の お 運を ホ どらざる た 巧 & くさせられ たので わる 〇か < して 
今日 も 自己の 政を 上の 田 まを ホ せずにみ 巧 化 巧で、 他！！ 巧の もとに 客み として 巧 巧 はれで 
ゐ るので わるが、 しかし ユダ卞 人 ( Jude 】 とい ふち 巧は、 單に 相互に 血な M 巧の わるみ < 
わ 人* のをを 指示す る のみでな くで、 to ち 衆に 數 千年 巧、 旧 巧 & る！ 5* 的を 敎的時 巧を 



あ 示ず る もので ホる。 ユダヤ人は 今日に 巧る まで、 二 千年 力 至 U 1 干 年 曲、 IK る じと たく 
舊お聖 をを 信を ム、： W がを をす るかが をる » へ も、 モの舊 わを 巧と その 師 とその 祭司 
とを 共に 伴つて 巧く。 をた 化 巧は、 そのち 住 地 Q 音 巧を# ぶと 共に、！^ のを 書の ヘプ ラ 
ィ 巧を 巧び、 その他に 巧に ドィツの ユダヤ人 だょ つて^ された 方す をる ィデ， ホ* 巧 
《 Jidd ぞ h 】 た 巧る ところで 用 ひて ゐ る。 か < しでが 等が この 巧を 共 巧に 用 ひる ことにょ 
つて、 巧 神 的に おを された 固 お 的な 勢力を おわて ねる。^ はこの g 力の 故に、 巧 世 ホの 
巧 § におして 化 大度る が « を 及 だし 巧る ので わる。 巧に、 巧 巧々 巧の 巧果 、持 苗で 蘇 常 
なを«を巧けを4ダサ人が、 その^必に巧みされて意||的にかが巧9|的にか、 巧基餐敎 
巧と をつ たのみ をらず、 西洋の 文 巧 (すん まで もを くそれ は 基せ が 的 文明で ぁる) にがし 
て、 なち 的な 义巧 > を 加 《るを に 到つた。 マルク シズ A は ユダ卞 まなでは ない が、 もし マ 
ルクスが ユダヤ人で なかつ た をら、 彼の 唯 お 論が 生れた をが なく、 又もし レ I « ン 、スタ 
1リン、 その化のポルシょ ヴィ ーキのお巧を達がユダ卞乂でなかつたなら、 唯化論的共を 



ホ義 をち さ & れつた こと ダけ は 巧 白で わる。 じの 化に > 敎餐 ホる 日本人に とつで 、 A 
グャ巧 巧の K あと その 事資 にを ちずる t と 0 聚巧& るは 論ずる まで もたい。 

バピロ _1ア请虜からの！|巧 (紀ホか五ーニ九年) と共に、 ィスブ^ール巧なの歷ちがた巧し 
主 ダ卞巧 族の* ちが 抬 つた Q である。 かくして ィスラ H ルは 獨な 面な たる £ と fc 止 A で、 
宗敎的 集 困に た々、 他の ま 配 者 及び 化の 巧 族が、 わか & A ダ 卞人〇 « 巧的函 家の 上に ま灌 
をち り、 ヘレ* ズ A がを き ユダ卞 人の 信仰と 爭ひ 、化き 巧會的 政治的の 對 立が ユダ卞 巧 族 
を 期め る やぅに なつた ので わる。 紀元前 一世 おには、* ダャ は" 1 マホ 田の 屬巧と 度り、 
だ 巧な セ 0 年に がける エル サレ A 巧 化 及び 神 » 破！！ にょつて ユグ卞 人の 画 お 巧な はを をに 
巧 壌され るに 巧つた。 

ユグャ 入の K ちには 一二 時 巧が 巧 巧に 巧 はれで わる。 巧】 0 時期 (ホ 杞元巧 00 年 あ) に 
がでは、 その 巧む が ホダ パレスチナ 巧 ひは バピ a ン (ペルシャ 灣 巧© 居を 地) にを つた。 
第二の 時 巧 《巧ス〇〇 年 巧ょり 一 お 五 0 年を) には、 その ■むが 巧 ホから 歓 « に 移 0 た • 


H グャ巧 族は 中せ に R が 文化に 進入し、 (五 00 年より 一 000 年 碧 そのな® 生活のを 度 
時が に 達し ( 一 〇〇〇 年 ミ ー B 0 年 お)、 かくして み墨麵 時代を ち邊 した (ニー 8 . 
年より I セ 五 0 年 寒。 巧 一二 の 時 巧 ( ー セ 五 〇 年な 後) C を 了は、 裏た るの 植巧 たま 
し R 洗 あび アメリカに 巧いで、 H 巧 的に も 、 i た 文化、 經濟の « でも！ にが 宙卞 ると こ 
ろ » 大と & ゎ、 一九 00 年な 巧には、 巧び と* 擊 まれる § にを 0 ホ 0 

二】 回々 がの ち 面に 到る を 

王 ル ♦ ン *ち巧よ0乂しを24かに、 H ダヤ人は * 1 マ 巧面の巧んどをな主に^^^^ずるホ 
ぅに & つた。 政治的 故 巧を 有 ホず、 を g 的 巧 律の*^ 的た る 力に よつ て© み f された る 
ユグ ては B 巧、 巧 致 民 ミを、 化 ■人 ミで 生活す る 化 寒 人 ミミ ミ"— マ 帝 ■ 
巧に 巧 巧 サ る§ は、 紀元 1 1 1 1 一年に 口 1 マ 巧 民植た iW した 〇キ •'スト K 巧 & る ロ ー マ 
赛が煩 巧 的 度る 法律 fc 巧 ホした ち-^ か ミグ 卞 人は ホ 巧 S 巧た 享受した ので わつ ち 



4ダヤ人に#する暴巧は义そ<^が基督1^?11<!1を>巧するじとにょクて1されでわち 
.パピ B * 卞 は、 特にな 大 & る ユダヤ人の 巧 巧に « り 常 てられを 〇ネプ ヵ ドネ ザ I ルとの 
« ひの 巧虜 なる— にと つて、 t の 田は 巧 二の 故 寒で わつ たので わる。 た ガ少數 のぞの み 
が 巧 田の 權 巧を 巧 巧し、 § の 大半が パピ 《 - 卞 に 巧 巧して！* 立の 行政と 巧を 植 たちす る 
に 至つた。 又 アラ ピアは せから ネか Q A ダ卞 人を 居住 させて わた。 ピザ ン チン 巧 苗では、 

A ダ卞 人の 一巧は、 を* 自をの 罪の 故では わるが、 R ななる 巧 ホを 規の 下にまん で& 
ち 巧に 早くょ ゎ、 そ 0 1 巧が こじから 黑 巧の 化 岸、 卽ち 今日の 南 B シ卞 (甚5, Hal - 
binsel Kri 目) にを 住した。 フブン K では、 レエ A Q 會 議 ( ご ー セす ご 110 年) で 特に 
アフリヵ 及び 巧を の 田 房へまで も ユグヤ 人が 資〇 たを！ をのれ 隸及ぴ ホれ 巧の 巧ん & か 
則を R 巧した。 ユダヤ人は 巧に た 一 冗 一 葛に スペィンへ 巧 住して ねたので、 最 巧の ぇ ペィ 
ン 宗敎會 g では ユダ卞 人の 强大 たるが！ ►を 巧 街し & くでは ならた かつた。 gi 、 困 王に ょ 
つて なぜら れ たおが 巧* 一は、* 夕义 ぴ敎會 にと つて <16^ た 巧 因と をつ たので わる。 



{二) 回々 敎 巧立當 時から 十八 世が の 末を 

アブピャにがける^#^の4ダ卞人は、 因*おの51|8に*力をる^8^も义だしホ。 しかし 
.1 グ卞 人が マホメット fc 震め を かづた 時、 なみは 巧 化の 巧 f 伴 ふ あ 害 t まけを 。けれど 
も、 ユダ卞 人は 回-^ 致の M におして 常にな 巧を 巧 4 をかク そ。 アブ ピヤ 人に ょつ で ペル 
シ卞ホ ■がを 巧して な 後、. 巧 方 0 ** グ卞 人は もはやを tt 的に かなされ 气 その 巧 神 
的中、 わ K が 巧な として R 巧に をす る やぅに なつ ホので ある。 

アラ ピャ 入 (ぎ 目* a) に 倭 入され ホス ペィンでは、 ユダ卞 人の ためにが しい 祖 目が 执か 
れる おみに & つち 7 ラピ卞 文# との 接 « にょつ て、 ユグヤ ち 族め 巧 神 文化 ミつ て】 0 
最も « かしい 巧 華が をれ わ。 ぶ SSMS 的を をのが おが §に§ の* 5 害 も 及 ザさなかつた の 
み わ 4£^、 そ 0 上に 蔓は名 春 わる 地 化 にク<こ とがで ろた 0 
けれど-* ♦IWf の ♦巧と わる 地 化への 堯、 §0 蠢 かろ その 8 と 白 を ©化 


に、！ に 巧ず るみ 巧 事件 ポ止 ホなかつた •巧に、 十四せ 紀な ザ、 非常に 增 かずる に まつ 
たみ かか か 一^心 (ぎ™ ミる は 巧 巧を ミ 9、 且つ 巧む ミ"*^ の ミつ ち 入 之ユ 
ダて をぱ田 まを ぴ巧 ♦におず る 永 巧 的 & る おを 巧 在と 設 《たので、 一巧 八 〇 年に が 等を 
店 巧す るた 《 SK 巧 判が > 巧され ち 一四 九 一幸には スペイン 0 ユダヤ人は 累に 迫な 
され、 化 アブ J 力、 イタ 5 ヤ 、巧に トルコの 巧が 方に 巧を しを。 

イク— ヤ では、 事 巧が ユグ卞 人に とつて 一巧に 夕 巧で わり、 法王は しぱし ぱ霉の 巧な 
ホで あつた 〇 イク リヤの 巧 巧では > ユダヤ人は 巧 ままに おして 化 等の 金力を 用 かた。 十ス 
サ紀に & ミ かち 二、 一乏 法王 ご ダて 0 勢力を 巧 かぅ とおみた。 それな ホ、 巧 S 
運 ホは を 巧 わる やぅに なつた ので ある 0 

フブン K では、 ヵロ リンダ ル 王朝の 下で、 ユグ卞 人は 巧が & 巧 扱 ひを をけ、 力ぺ ティン 
ダル 王 巧の 下で も 同 巧に 平 巧を 生活を 巧む ことができた 。後に 化 等は 王及ぴ おちから f 化 
を がられ、 かつ 皮 おされち 十字 巧 及び；》 お徒駐 5 を、 巧 《的羣 がね つち 一一 


セ】 年に プ •ヴ (Bloi ろへの を 巧の 巧、！！ グ卞 Kg 巧の 目的の た わにを ♦傅を の 子が を 巧 
害する とい ふ 非難が 巧め でを つた。 そのを、】 云尤四 年に ヵ ー 人 巧 サボ ユダ卞 人を あみし 
たので、 その 巧ん ど卞ぺ ては ドイツへ ItiJi する 巧みと & つた* 

イギリスへは、 ノルマン 巧を な 來* ユグヤ 人が を 巧し で わた。 A グヤ巧 おに 巧す る话お 
おは、 « 子 王 9 チ* I ドーサの 巧 化 一一 八尤 年に おし、 ホづ 巧】 に 巧 巧した® ユ ドヮ ー ド 
一世は 一二 九 0 年に ユダヤ人の 不動を をを 牧 して、 客を をな した。 オリヴ， I ク B ン 
ゥ* ルは 一六 五ー ハ 年に オブン ダょり 舊 せる A グ卞人 0 み 巧 人に おしで、 を 住しで おがを- 
巧ん t と t が 可した。 ー セ五吉 年に H グヤ 人が 歸 化しうる やうに & つた 時、！！ 巧の なおな 
巧に ょつ て、 巧に 命ぜられて ゐ たこのを 令 も お 巧に させられる 0 止む & をに 巧つ た。 

ドイツへは ユダ卞 人が フブン K 及び イク >卞 から！！ tlii したので わつ たが、 ドイツでは 中 
せの 巧め、 おに ライン 巧 巧 及び 甫ド イブ、 中 巧 ドイツに ユダヤ人 集 国が 巧 在した 〇 ドイツ 
でも ホ、 A グ卞人 〇地 化が 十キ軍 tt 来 B 化する ♦う U & つた 《 ヵイ W み. ハイン—， t 田 



ホは Mos 年 0 マインツを 巧 巧 ミ ad をを*) で ユグャ 人た 巧 謹した。 It グャ 人は 4 
ホ か* クウ フ* ン 王 巧の 下では、 r 皇 々の CKaiMTUOh * Kammerlm ミ bte ) を 巧 巧 
される に 巧り、 を 巧に 巧して 特巧 & る 巧が をの 巧 ホ 及び 皇 巧への 人格^が 島が これと 結び 
ついて ゐた〇 この 巧 巧を は m ょ皇 巧から 巧 ま 及びが 巧へ 時 典と しでが けられて ねた 〇 F イ 
ツ H 力が ぶょ 巧 ルと なつた t とに ょつ て、 中世の たり 巧には、 ド イブみ 地方に がいで* グ 
卞 人の 差圳巧 巧が をを された。 ド イブ 都 巧では、 d ダ卞 人が 自み 達の 巧 苗る ザを を】 に 住 
居して ゐ た。 一巧 的 g 望 化 巧が 巧 神 的が 巧を 巧らずに 巧つた。 巧敎的 神巧敎 が無數 のな を 
をな 巧して、 致 世 ま 待 まの なをが 巧び 强大 にを つて 來てゐ た。 そのを、 十セサ 巧の たりに 
巧め て •を 理» 的 啓蒙 主義の お 響 下に わつ で、 A ダ卞 人の：^ が 巧を に 巧 g された© でた 

ろ 

オブン ダでは 十 スサ 巧の 末に、 スペイン でを 巧せ る ユグ卞 人 (MamuloB) に aWi 地た 
» へた。 スペイン なかの 化© ホ 巧れ らも aMS 者が 巧て、 A グ卞人 0 人口が 增 かした。 オブ 
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y ダろ 东敎 ホタ K ょつ で A グ卞 人へ 大自も 道 動を 责 t た？ で わつ ちみに A ダ 
ヤ人〇因巧は、 アムスチルグょでを巧を巧わた〇 ここではおホな夕来ょ》ドのお巧巧なが 
まなし で ゐた〇 ユダ卞 のをを 僧侣 (をが ザ ごが お 制 巧の 巧 力を 有し、 最も fi い 巧 巧を 下す 
ことが で* ホので わる 〇 ( 巧へ ば スピノザに おする 巧 柄の かき )0 
ポ 1 ブンドへは、 ♦ダ卞 人が 商人と して 巧に 王 世紀に を 住し、 至 一世 巧な 巧、^ ♦の 
畜力と そのが 響が » 著に をつ て & た〇ボ 》 ヲン ドは、 西 R からを はれた ユダヤ人の ための 
避 巧 巧で わり、 化 巧の 集 国は をを わる 自治 力を おして & ホ。 十々 サ おの 中 巧に ち灌 の々 虽 
な 来、 ポ ー ランドの 因會は ユダヤ人の 地 化を 度が に彻投 し、 ホいで 十 セ 世紀に、 特に ボ I 
ブンド S ゥクラィナが P シ こ 讓 巧され£ は、 ユダて に 困 巧を 爭範果 とたり、 ハ 
ンガ ，、义 び 今日 ル、 ニア S 主に & つで & る 地方へ W をす る 著が 夕< ミで、 十八 世 
BK をる f ブンド 0 か 割と 共に、 f ブ y ド ホを 0 ユダヤち 族 0 が一が さを ので 
t 。 


(三) 十八 世紀の 末な が 

この 時 巧から A ダヤ 人に とつで 巧 時代 ポ始 り、 解な のた わの 围 争と、 その 巧 お 的 & 巧 巧 
とが つづけられた 〇 々1^ •ス •メンデみ スゾ* ン ( g ミ SK 含を fo 穿) によ クて ドイ 
ッへ誘 巧され たを をを る 巧 的ホ适 、及び フランスに がける ユダ卞 人の 解 化に よ クて巧 巧 さ 
れ たる ル 的 巧 化が なぞを 化堇 であつ ち】 七 八 0 年には かま ロ ホ 田、 一とを 年には フ 
クン K 、 ー セ乂巧 年には オ ラング、 等が ユダヤ人の 市民 的 同 巧を 布吿 し、 又 ドイッ で 
は 十九 世紀 巧 巧に ユグ卞 人の 一巧を 解 巧した 〇 1 八 四 八 年に フランクフルトの 田 民 f は、 
rF イ •ブ民 庚の 憲法を 宗 汲から 巧 立と して」 と宜 すしち】 八 セ】 年の ド イク 帝 W 憲法は、 
宗 巧の 相違から 未ガ にを 立せ る ホち 植 及び 公ち 巧の 一切の 巧 遠を « 止した。 世ホ 大巧を に 
A ダ卞 人は ドイッ 民 ま 共巧函 に. ホいて なお 的 文化的に 非常に 强大 をる 權 巧を 巧 得しを ので 
ホク たけれ ども、】 化 一二 一一 一年に 因 寒せ 食 まなが を 獲を 巧 ホした 時、 じの 巧 巧は まを に巧壤 


されち す スト ラ， アで ち 一八 叟 年の 憲法 ご ダャ 人に 同權 を 與 へ、 一八 六 セ 年の 
苗 法は 皇§辖 がを « に 於いての が ル 法規を おました 。ハン ガリ I では、 一八 巧 セ 年 及び 
一八を ハ 年に をを.. が 解せ を責 施しち 又 ィタ， ヤ では、】 八 セ 0 年の？ 巧 田の 建 投と共 
に 解な が完 おした 。ィギリスでは、 ユグヤ 人が】 八 四 五 年には 巧が 巧 巧 負に、】 八 五八 年 
には 田會 § に、 一八 五 九 年には をな に 巧 巧ず る じと がが 巧 まれ、！ ユダヤ人は 玫あ及 
び 文化の K でみ 巧の 巧 化に 巧 < に 到つ ち 

"シアでは、 十九世おに*ダヤ人が非常に嚴がにホ扳はれてゐた0 ^^は 「巧巧地巧」 
に 押しを まれ、 巧 先ず 更 おされる ユグヤ 人を にょつ で 最下ぶ QW 業に 巧く や クに佈 化され 
巧つ てせ 公的には 甚ガ但 いおれ にを されて &ち六 八 0 年が に ユダて を 世に# しで、 
その 生命 おを への 最も 冨 なる 私書 (** シヤ 巧で WO 巧 0|) がか へられち この あろし 
い 巧 A が、 大參 たの ユグ卞 人を アタリ ヵへ み 住させる に 到らし めた 〇 K に A グ卞 入た しで 
虐無 ま！！ にょる ロシア 帝政のを を、 及び 世 ホ 大 中の 帝な 巧 填に 巧し、 ポル シ 1 ヴィズ A 


運のに i させる に 巧ら しめたので わる， 

中サに スペイン Q A グヤ 人が 欧が トルコへ み 住した が、'^^ は そこで 巧 人 及び 巧 巧と し 
で 著しい 活動を なけて ゐち この スペイン 乂 ( mp もを* 口) Q 】 巧が 十と サ紀 末に ユダ卞 
イスラ乂を巧 てご巧で e ®™ neh 卽ち巧{|!^】 を作ゎ、 この奈巧の乂4ポ十乂サおの 
ホに 靑年 トルコ 運 巧の 有力た るみ 巧者と なつた が、 このな 動は 一九 〇 八 年に ミな 巧 
を甸 して、 巧 神 义化的 自由主義を 企てた ので わる 〇今 日の トルコ •ユ グ卞 人は 巧して イス 
クン プル (巧ち r •ン スタン チノ I ブル、 その 人口の 百々 の 五が A グ卞 人) と アドリア ノプ 
ル ( H ダ 卞と二 巧な 上) に 住居して ゐ る。 ギリシャの 巧 巧 サロ S 力 (口 を ぞ一〇 口臣) 
の 直 巧 居な 地 (ユダヤ人 口は 百々 の 二 五) は、 世 ホ 大度な 巧 ギリシャ 中で ホ も ユグ卞 人の 
多い 巿 巧と をつ て わる 0 

化 アタリ カへは 巧に 十 セ 世紀のを 半に ユダ卞 人が 別 ■'{に 移 巧して ゐた 〇 】 セ セス 年の 巧 
ぶ 金 ザと 共に、 ユダヤ人は をを をる 同 權を巧 巧した。 十九 世紀の 巧め には、 ドイッ •ユダ 


ヤ乂が 移を したが、 十乂サ だの 末に 巧 方 A グ卞人 (わ 云ち 萬 人な 上) のが 入に よつて その 
數が ドイツ •ユダヤ人た 夕蕉 した。 今日、 合 ホ函 には わ 四、 五 百 萬 人 (サ 巧のを A ダヤ 人- 
の ち々 の二 五な 上) がち 住して ねて、 を おが 眼の みに よ 0 て お g 巧 おがが げられ てゐ るに 
a ダ & い 。巧に 束 巧の 大巧 巿 (フ ィブ デルフィ アは 人口の 百々 の】 四、 シカゴは 巧々 の 一 
一) には ユダヤ人が 辞 居して ゐる〇 

，一* il ク ホには、 二ち 萬な 上 Q A グヤ 人が 居住し、 巧ん ど そ© 人口の 一二み の 一たち 
めて & る。 ホダ 巧 化せね ユダヤ 人が*** -31 ク ホでは み W で自田 巧る を^^) を 巧し 
で义 R 巧に よつ て、！ ill せる 巧ち 巧と が 巧して & る。 その他に は^^は 西 巧 文化に かける 
がか〜 ミ 0 巧 塞 力に よつ て巧會 をへ ミし、 そのな 貪 的 權勢 によつ で 巧い が 巧を. 
及 だして わる 0 

A グ卞人 S おは € 千 六 百 力 至 干 セ 百 萬と 稱 されて ゎろ そ？ で R 拥へ巧 住せる〜 の 

が 《一千 芝を、 ミ 巧ん ど 大部分は 至 A ダて さ 昔を ろ ミミ イギ ，ス 、フ 


ブン ス、 ド イダ、 イタ リヤ 、ベル ギ J 等では その 人口に 對 ずる A ダ ヤ人〇 比 辛が 巧々 の 一 
な 下で ホり、 オランダでは 百み の 二に 化 巧して ねる。 大巧 巧では その 巧ホポ あかに 4 大し 
ア A ス チル グ A では 百々 の 10、 フランクフルト . TA * マ イン (一九 一二 一二 啤な 前) では 百 
分のセ、 又べルリン (同じく一乂三一三一年なが) では百分の五、 アントヴ1プでは百々のス 
パ 9 T では 巧みの 四、 P ン ドンでは 百 分 0 S 、 プラザ セルでは 同上、 等で わる 〇 その 中で 
僅かに め 十五 萬 人が カナダに 住んで わる。 巧 ホを 世には わ 云 十 W の ユグヤ 人が わるに 通 f 
ね。 アジアに はね 兰十« 人が ねて、 その 巧ん ど 凡てが 西 巧 アジア (パレスチナ 、トルコ 等 
•<】 に 安 巧して ゐる 、アフリカでは 五十 萬の A ダ卞 人が 巧ん ど 巧、 化が おおの ホ 中 お 地方 
になんで わる 0 

《四) 束 方 ユダヤ人 

束が 歐 がに 住む か戎 ひは がサ おに そこから 巧た A グ卞乂 が* かでは B 巧 的 A グヤ 人閒酉 


0»で第】化にわる。^^はを*ダヤ巧巧の巧三一みの二 (一干萬人な上) の數に途しでわ’ 
る 〇 C シアでは、 巧して ウクブ イナに をを し バオ デ， ♦入口の 四 割 直々 •キ ホフ ーー 1« 五々) 
ポ ー ブンドでは ガリチアに 最も 庚く》 がつ てね る (レ A ペル ク吉« 五み、 クブ 々サ ーーが 五 
み〇) 巧に 舊 B シアなる ポ I ランドに も 巧を 互つ てゐる 0( ワルプ ウ 、ロブを ょ一 二割 五々】 ル 
1 マ C ア では、 化 巧は ぺ ，サラ ピヤに 最も 夕< 居を して ゐる (義 巧に 六 供 迄】。 4 た ハン 
ダリヤのを 巧 《プタ ペスト ニ割 五々) るび オ ー スト リヤの 首 巧 (ウィン】 « 一々) にわる 二 
十 萬 W 上の ユグヤ 人の 中の 大巧み は、 束 方 ユダヤ人で わる 〇 t れ にだしで チユ ，ュス ロバ 
♦卞 のを 巧プブ ー グ には 今では 人口 百み の 五 a 一一 萬 五 千 人) の ユグヤ 人し か 住んで ねない 
けれども、 文化を 上では】 の 最も ■巧なる a — 口， パ •ユ グヤ 人の 集 国と たつで ゐ て、 そ 
Q 中の 一巧々 のみが 東方 ユダ卞 人で わる。 巧は ix 西 敵 及び アメリカの 义 化と K 密 に接觸 
する やぅに なつて ねない 束 方 ユダヤ人の 請 神を 巧は、 § のを 敎及ぴ クル* 1 F の々！！ に 
基痛づけられて&る。 著しい增大の巧果、 あ4^^巧的文化のために**まホられた4グ卞 


敎に とつて > がい はげ 巧 ホ ホに & つで ねる 0 である •を 敎的圓 巧 的 生 巧の 巧 公は、 モ 
を ユグ卞 K ♦堂 CDer Oh をを で わる • は の 巧 儉巧的 巧 族 巧に 巧 化 まれて 
わ サ、 § は その 巧 族的特 巧を を »、 义 化、 言 巧 (Jiddisch) Q 中に 巧 巧し よぅとし でゐ 
るが、 しかしを 敎的 にも、 巧 ♦的る び 文化的に も 同種 Q «< を お 巧して ゐ ない。 § は、 
を K 的に み g し、 化 ♦的に K をされ、 その 夕< は 政治に 興 ホを 巧せ 木、 かづ 《 い ィデ オ a 
ザ ー と 現實に M ずる 誤 » に ま 配され で わると t ろの、 情 神 的靈的 & る A グ ヤ^ 的氣 R 
(Gh を tojud 呂 torn) の もとに わる。 數 百年 抽に 互る み 年の 迫# 0 ために、 § は 一方では 
巧* 巧に & ぇ 他方では が 等の 生 巧 w 巧に 粘 ばり 巧く* 911 して ゐ るので わる。 巧 巧らず 巧 
歌洲に 居を する ユグ卞 人の なを 的目栖 は、 巧ち 的に々 おなり とおめら れる ことに わる 。だ 
が 化# は ソヴィ H I 卜 . b シアを かくを 束 g な！！！ で H 巧 的 义化的 且つな 治 的 だ 115 的 巧 由 か 
ら > 4 た 之 巧の 理由よりも 巧 か ダが を 敎的巧 因から、 多 かれ かかれ、 だ ユダヤ ま 義的壓 迫 
©てに わる • 

•一 ♦ 


(を) 巧 巧 的 文化的 国家的 生活に 於れ る ユダヤ ク 

夏に 於け i ダての 巧 SS で ホち 植へ〇 巧 ホを 制 堅る ことち 8 たしで ま 
のぅちで も膀に 重— る 含 巧 方を にないで 熱中させる やぅに した。 ユグ卞 人 解せなち も 

をる 奏上 Qi 巧へ S ダ ヤ房爱 比率が ミず SKf 、 ； ては が 《爱巧 
爭 巧な s か S してち お—— 畏努を 巧して ゐるミ わる。 田**6^ 受び寫 

望では、 攀 はお 巧 的で わ ゎ、 巧 働に ょつ て蹇 してね る 入口の 廣巧函 が、 資本 ま義的 
H グヤ おおに 左を を ミミ 巧 業 0 審と 同# に、 自由な S 的 巧 巧、 ミぱ S 女 夏 
ヴ ■肺 もち ユダヤ人が Is でを、 巧に 大巧 巧では ミ蓄 0 巧 力を 化を ち々 てね 
る •じれに 反して 西 R にがけ る 手 i におず る 比 萬 子 興が 甚》 し < 僅少に & つて ミ、 

A グ卞 人の 巧 人 及ぴ巧 璧が此 巧では 巧 S して わる。 ず義 美に 巧して 

&樣ミミ が5 5仏無 (を、 爱、 香、 ミ、 援) £ミ、 ''グヤ入が 


法 かに 夕 おの 代を 者を 巧して ゐる Q この 巧を、 巧のに 巧の ない ユダヤ人が 人口を をし 乍ら 
も 特に 人* のをを を おちして ゐ るので わる 0 これ 等の 自由 まを 的 ユダヤ人が ホら ゆる 輿當 
的 ま 巧を よ 有し、 县 つがぶ に 巧 かにを 傳 して ゐる ことから 生ずる § ょりも、 巧 的 ホ 巧 ホ 
びに 積な 的なる ぶせ が 世み 巧に 助ず る 彼等の 巧 巧 的な、 巧に また 不正に して 且つ 夕 くは 化 
るに み 巧 的なる 姪 萬的批 お振りは、 現代 文化に 勤して を かに 危 をを 加へ る もの & りと 言つ 
でょ い* 

A ダヤ 人が 巧な されて な來、 f は 田 お 生活に 活 巧なる 助 巧を した。 十尤 世紀な 來 、ユ 
グ卞 人は、 ィギ 9 ス 、フランス、 ィ タリ I 、 を ホ M にがいて 指導 的 困を 的 地 化に 立つ じと 
はが 巧では をく、 をポ ドィツでは 巧 ま 的 共 巧 苗 ( I 九 一九^! — I ホ ーニ ーー 幸) の 時代に が 
いての みお 巧 的が 化に 巧いて ゐを〇 巧に 西欧、 や » •並びに アタリ ヵには、 巧洽的 且つ 义 
化 的を る 自由 主 黄の ユダヤ 的 指 薄を、 巧 中、 左 巧 自由 ま おの 巧 iw 、 巧に わら ゆるな 左 的 
ホ 命の 指 かネ數 なる。 ユグ卞 入が マみ ク •ス 社を まなの 倒 i でぁり、 且つ 巧を ま義政 

】 ホ 


一一 0 

黨 のみ 巧の 巧— でぁる。 最後に 共產— 及び ポル'： スズ* のま お 的 地 かにが ミが‘ 
巧の 曼は t い。 とは まへ、 マルク シズ i ボル ミスズ A は、 一の ユダヤ 的 覆 
と稱 する こと 4! できを い 。 かしき 巧 香を— をを) をを ひ ホめ る 現世 的 巧 ■への 巧 
力は、 ち ki かかる g が 反 キリスト 敎的巧 《を ホ 《ると ころの その 巧 力ろ す ふを でもな く 

巧 ミグ ヤ 的で を S 由空爹 1 C を 5 を お 塞 賞 SS 爱得 にが 

ふわけ で ミ。 ユダヤ 巧に して 奠 & る 巧 5 な 治ま ディ こ 9 ちは、 巧に】 

八 留年に、 革命的 碧に 巧して ユダヤ人が 巧 力に 活動的に 覆す るで わらぅ、 といん こ 
とを お筑 した。 奏 、皮 ぁ 家と してち ま i 的 自宙ま S 蓋に 立ち、 田 お 的！ のま 
つた 偉大 ミ ドイツ か 家 ナオ ドル • t ゾン f を S ぎ*^ をは、 ユダヤ人を S 
ほの 巧- € - C - Elint ぎ けを日 言 fs 卽 ちか 巧 Nif 巧—^^®'^ と 巧 
し ミち か、 こ S をに をれ てたら ぬ §、 せ會的 且つ 文化的に み 解 作用た な军 ユグ卞 
な ミ 相 f ず 人 9 と」 て 2 グヤ人 夏 穿 S 2 ミ、 彼等 S 君 基づいで のせ 


でない こと、 义ホ ザに §0 正敎を 巧ず る* グ卞 れ會が 巧な & るみ 雜な卜 is いで 化から 一* 
則され ると をん t と 等で ぁる。 

巧に 巧 極 的 意な を 巧す る t とは、 巧 巧 性の 巧 唐に おする ユダ卞 人の 巧】 的 をらざる 巧 巧 
でぁる 〇 彼等が 持化 的を る宗な 的 且つ 肚舍 的の お 合を お 巧す ると ころでは (巧 ホ ユダヤ人 
パレスチナ)、 化 等は ユダヤ 民族的 お ホを 强く力 巧して ゐる〇 これに 反しで 西欧み びア メリ 
力の 巧 因のぅ ちに 同化せ る ユダヤ. 人は、 巧 等の 人種的 もしくは 因 民 的の が 巧を をけ ずに 巧 
價 される ことを 里 巧廣 する 〇 巧 ち、 § に とつで ユダ卞 民族とは、】 の 宗敎的 田 « に 巧 f 
をい ので わる 0 

で ハ) ユダヤ人 排斥 論 

世み 金權 を 治 並 ぴに化 ホれ を まなと 世み 巧 ホ 主義に おして 非常にが 巧 力の 大度る ユダ卞 
巧 巧の 巧 化は、 十九 世紀な 巧 31; パ も アメリヵ でも 巧に 巧を 反 ユグ卞 的 巧 おを 唤 おさ 


ニニ 

♦ると ホに、 ユグ卞 巧 族の なお 的 及び ミ 的を 展た巧 字る ホ 《の 運動を おを ホし 《ち 
巧* は ユグヤ 人辖斥 論を ホ 0 一岳 向に 馬す る t とがで をる。 そ S 一 0 巧 族 的 葛は 單 
に 人 巧 的 s つ 民 養 Q 相を 0 化 芒 ダ 卞鬟と 5 も® でを、？® 夏 的忆畜 づけ 
をた る 巧 向は、 同一 田 お Q 人民® 巧 雪 A ダて 住ち® みけが が 法 かに 强く 且つち 香な 
K?》— をを だず せに 田 ふ もので をる。 じのを 一の 巧 巧が、 A ダヤ 人の 人 苗 性 及び 巧 巧を の お. 
巧を ば その 有隹 且つ 巧 巧 & る》 •のな 因と ずる 皮り、 これ も ホ 巧 一の 巧 巧に 泉して わる。 

ユダヤ人 揉 巧 Q 巧； 向は、* <阳 とそ Q 巧爲 と® 故で 度< して、 そ® 養が 他人 窗 & る 
故 6 ふと 夏ので わる かちこれ は R 人 f 反する ことで わり、 非人な 的で わる。 又 じ 
の 傾拘 は、 神に ょつ でかつ て爱ぱ をる ユグ卞 ちちのを おとの 巧 的 曲 かの が*^ ら がが 的に 
を ♦おの K 巧に あなずる (「アリ アン 的. プル マ ン 的」— の f のかし 一 \ を 一一 爲 が、 
一が S ダブ 巧 度 《お 巧 巧 《、政 黛 化な、 巧 巧映畫 、お扣 み、 巧ち 藝巧 等への が 響 
へ 的つ て、 寡 基つ 法# 的 方法 K ょつ て 5 場合 K は、 C れ C 宙ち K 人 ms 據 からが 


される も？ わる •そ Q 巧 桑と しては、 人道的 精神に ょつ でな 會生 巧を ぶな f むる に 
わり、 その 大半が 进お望 望 巧に ちつて ゐる 「同化 ユダて」 におして、 A ダ 卞房 巧の 

巧 巧 的なる お 巧 的 信仰的 巧 因を 强 化する にぁる。 

を t が會 はお まれる を督が 的 巧が 及び 巧 巧 上の 巧 巧ょり 生ずる 資巧 的を る ユグヤ 人抹斥 
S しで、 せから 1ー ダヤ 人を 保 巧して 巧た。 豐に 於いてを を 食は、 § 上 及び 巧 神 上 
に 巧け る ユダヤ 巧 嵌の 不を にして 巧# をる》 春 S して、 IMB-fc 巧 《る ことに 着手し 且つ 

これを 支巧」 系た。 まミ叟 R 及び 史誇寒 S」 ミ 庚れ sa 幫 基づく 現け 0 
A グ卞人 排斥— ち 基 ♦敎 をは 否認して わる。 かくして—、 f 神 望 ♦な 的 教ホ道 
に 巧 1? る 「選 巧」 (ABSr^ 良 まィ C6 として、 ユグヤ 主義を < 現しなくて は ミぬ と 
いふを 巧なる 巧 « を 巧 巧 する ことに 巧ら ぅとして ゐる〇 

• 88 巧な 食 ま 《0 巧 利 (一 垄 ニー 牵 V は、 ドィツ 巧 田に がける A グ甚 お〇签 にと つて 
巧 切 ミ まを 巧す るに 巧つ ち ts 巧は， そのを 達との S 巧た 《つて 數 巧年來 •故鄕 


&を巧 K と & つた A ダ卞 人が •文化 角を 的に 巧く じと を 中止した といん ことを 結 おする o A 
ダ卞 人は わら ゆる 巧 族の 度ち 的 巧 巧の 中に わりて、 巧 田 人のぅ ちで ずら 化と 大巧と から 0 
ホ 巧を 化し 且ク それにょ つてが 夕 Q 上 S を > すと ころ 0 解雙 巧を る ことを お示しち 
ii グ卞 人が 巧 g 巧 素*# る ことは、 巧に 十九 世紀 0 A ダ卞人 巧せ な 巧 巧ら かにされ た 〇 to 
巧 本な 則から、 田 巧 肚會ま tt が ユダャ 人に 對 して 历爭 し、 t の 巧 則 上に 巧 互 帝 g の規 巧が 
立てられて わて、 それ 化に t の規 巧が 巧 則 的には 個人と しての ユダャ人に 巧して 荫 けられ 
る t とでな < 、むしろ A ダ卞巧 おその〜 のに 對 し、 が もを が 田 おとして でた < て、 人 « と 
して S グ卞 民族 £ して 迫 麻され て わ fQ & Q でぁる。 

《ち ユダャ 酉な 巧 巧 動因 0 日が i 

(シオン 0 山、 もし < は エル サレ A の 町が その 巧 巧) 

卽ち パンシ チナに 於け る li グ卞巧 族 0 ため 0 公衆 的 1 法律 的に 巧 B された る 故 寒 送 K 


に»ナ る A ダ 卞巧族 巧 巧の 围 巧な 巧 運動は、 永年の 旧 一 w の* ダ ヤ的巧 w によつ てま へら 
れて わるの みで ぁつたが •» が 大度 巧 •巧 田 政 度よ クて强 力に 農され るに 巧つ ちか 
やぅをあおはユグヤ人み巧の時代な巧、^^に巧隨してゐたものでわり、一八八0年巧そで 
は 右の ユダヤ 因窠 i のぅちで ま K 的で ホつ たのは、 巧 神 的 もしくはを K 的 — 一^化的 
の 巧 巧の もので わつた ので ぁる 0 ゥィンの ユダヤ人 、ヘンツ ル (曲® g ド^®®®— Ms たが】 
八 九 ス 年に 初めて、 この 運動を 政治的に 基 巧 づけた 〇 巧 ちを を 的 1 巧 主 的 手 巧 ( A グヤ 
因 ま】 による ユダ卞 人 巧 枉〇巧 次を をて たので わる。 か 郁 的 反 おと 內が的 巧 & 及び その 困 
度に よつ で ホ 巧から 巧 かされて、 シオ ュズ A は 巧夕の M を巧逊 したので わるが、 これは 
非 政治的に してを 软的 且つ か サま的 立脚地に き ユダヤ人ち をが 的な 力に 乏しいた 《自 
巧に この 巧 拍の巧 おから 巧 ざ かる 同化 ユダヤ人との 巧の 文化的 對 立に よつて、 をに この 巧 
» はおを されな かつた ので わる 〇世 ホ大 « の 巧 巧 中、 ィギリスが パレスチナ にを 巧を 面い 
たち tQ 巧のは 力 巧い 則 かたを けち】 ホ ー セ 年 王を ちの バルフ ォアを 甘 (ミぎ— 


ur-DedRatig) によ ク で" 故 巧 建 巧の 目的の ための パレスチナに 致す る ユグ卞 ち 度の 巧 
ホが 正當と 霞めら たこれ は 一九ニ ニ 年に 西 おが 巧に 乏で 保を された。 アメリヵ 蓉西 
巧の 資本力を る ユダ卞 人の 資 をに 化されて、】 尤 一八 年な 巧 ユダ卞 人の パレスチナ 巧 住が 
非常にみ 大 する やぅに なつち； 110 年れ 忆 は、 特に 多数 Q 東方 ユダヤ人が 整し、 世 
ホ お巧危 巧の 巧 i にはちに 他の 方面から ユダ卞 人が § し、 一九 年な 巧は その他に 
ドイッ Q ユダヤ人が W 巧す るに 到 S。 ご スチナ に 於け を やぅな ユダヤ人 增 かに おし 
て、 そ の受7 ラ ピヤ 民 巧 Q み & らず 、更に 益ょ 强化サ るを 7 ラビ 卞扣な S 的が なめから 
巧が しつづけた 。アラ ピヤ 人との ホ 血の 巧 争が 一九 一二 0 年に イギリス 人を して、 パル フォ 
ア宜 すの 制限を か 儀な < させる に 到らし めた 〇 けれども イギリスは ホガ に、 宗教が 面 巧 的 
巧び た 巧 的なる 巧 張^を 巧 停す る ことに 巧 巧して わるものでは & い〇今 年中 アラ ビヤ 人 
の 暴動に よつ てる 起された かかる K 巧！ の 尖 巧 化は、 パレスチナを ぱ ユダヤ 田と ブラピ 
ヤ— とに々— ずる ホ查に M ずる 見 娜を 嗅を まサ るに 到つ た。 今日では 人* は、 ユダヤ人の 


面た たば ィザ リスに ょる 巧を^ に® かぅ として ゐ る。 

ご K チナ にがけ る. ーグ て Q 所有地は、 一八 芙 年には 二窒 千へ クタ— ル、】 九】 
一一 年には 四 萬 四千へ タク 1 ル、 一 尤ニセ 年 K を 巧へ タク 1 ル C ま」、 一九 一一 面 年には を 
閒巧惡 一 南に 及んで &る 。一を 置 年には ユダヤ人 ミ累 ユル サ ごに 開を 卞フ 
ア ( Jafa ) の 近 < にはが 巧な ユダヤ人 巧なる テル •アて ヴ鲁一 が建投 さた 
お 化合 お 巧 Q 下に 巧が 巧 美ポ 寡され るに 到つ ち 大器 0 パい ス ナナに がける A ダて 
のな お ボわ乂 W 人で ゎつ たのが、 一九 一二 四 年には 二十 巧 人 (を 人口 0 一高な 上) に 增大し 

ち 

《八) ユダヤ人 のな « 

一方に 於いで ユダヤ人 抹巧 論の 巧 巧の ホ 《ち 4 た 他方では ユダヤ人 の巧 巧を を 巧 巧す 
るた 《に、 更 5 1 面長いて を 世 ホ 2 H ダ ヤ人0 たを、 彼等 《財 巧 雙び巧 神め の 


巧 力に 巧な する 地 化を 巧り、 もし < はこれ たお 化ず るかを 大田 おが 規を されて わる® その 
ぅちで 最も § な ものは、 一八 六 0 年に パレスチナで 結 巧され そる 「萬 田 ユダヤ人 巧 巧」 
(Alliance Isra^lif univeraeu*) サわる。 そ0**巧は 「巧と平巧」 a>ros を paix) 
とを づ けられ、 そのな 本 的 立場が 同化 的で あり、 主義 上の H 巧 巧が 著し <フ ブンス 的の 方 
巧へ 巧 けられて ねる。 I 九 一々 年に 建 巧され ホる 「アメリカ .ユダヤ人 塞 員會」 を S 口 
を wish committee) はを 巧で 壓迫 されて ゐるユ グ卞乂 を 巧 巧して わる。 一八 セー 年に P 
ン ドンに 投 けられた る 「巧 H 人 巧 ユダヤ人 $1111」 0^ を〇ジ 1 昏备 なき) は 特に* 
お 巧 代表を とのな 巧 にょって、 み 巧の ユグ卞 人を 巧 巧して 同權 を巧歷 しょぅと し、 舊世巧 
Qd グ卞乂 におず る アメリカ • A ダヤ 人の 巧 巧の ために 巧め てね る 〇 】 セ 六 〇 年に 校を さ 
れ をる 巧 因 人 系 A ダ卞人 Q r 代 まを 員 貪」 (Board of Depu を*】 はお 則と して、 大巧 帝 
田 Q A グ卞人 0 ためにの み巧來 たもので わる けれども、 しかし f お 的には その 巧 » を 他！！ 
へ i でも 讀 巧して ゐ る。 I 八些二 年に 化 $ 衆函 にげ S まれた、 巧 巧 巧を 制度と 巧 巧の 


rBS Brias Q 巧 立 姐 合」 づ p タタ 塞では ド 0 •タタ) 巧ち 同 幕 巧は サ界觀 
的义化 的？^ わる。 C れは 非常 K 相を せる 政治 暮つ をな 的 窝® ユダて が、 视巧 にお 巧 
的た る巧理 の もとに 巧 合される ことた 目的と してね る もので わる* 


so 

第一 一章 世界 文化 線 上の ユダャ人 

• I ダャ巧 巧が 巧け 文化に 貫 巧した ホ« を おめ ない をは、 ょも やわる をい が 併し その 巧 時 
に 在つ ては、 i がか 巧しても 巧 見せねば ならを い 巧 住の 地と 幸 巧と を ホめ て、 不安を な 
ホな の 旅を 巧け、 參神お 徒で をる 異民 巧から、 巧ぇず まが 的 お ま 力 至は 凡ゆるが 惡侮 巧を 
をけ 乍ら も、 なれなる 神の 法 巧と しで、 その » くべき あがと 巧ん ど 執 巧に 近い タカと にょ 
つて、 化 巧 族に 見る やぅな 试 亡から 巧れ 巧た こと も考 へわぱ をらない。 

.換ぞ すれば、— を おを せを したを 書 的 同時代の 巧 巧は 洩 たし、— のみ 巧り 現な し、 
化ち お B 寒 巧に 不 思な & 巧ち 國 寒 巧 巧を お ホして、 サ ホを！ SHtK しづ、 わる ことを な 在 もの 
である。 


それに も 巧 はらず、 その 智的生 巧に 於では、 商業 やを 誰 ホの 巧 力を 巧 ホに 化しで、 僅か 
に iWe 巧 書と ク み A 1 F CTalm 口を と稱 せらる る ユダヤを 典 QW 巧に 抵られ 、さ 巧 的に 
わたつて 文化み 上に 巧 a しを かつた ホ* を 巧る ものでぁる 〇巧論 とれは お隹 をい お 果でホ 
つて、 お ホ 巧なる がせでは をかつた。 それと いふのは、 一た び— が パ篇 HE で 解 
なされる と、 その 天窠的 才能は 他 巧 巧のを まに 化で、 あちに して 巧た 文化の' 巧を 的 地 化に 
± で 進出した のを 見ても をる に 首肯 化 巧る とじろ で わる 0 
十セ世巧ながに於ては、 f がお隹なく巧ぉ的に居住しで居たィタリーその他のお都巿 
の ダ， トオ ( Gh を t ろと おせらる 、特別 巧に 巧ぢ 込められて、 制限され たキ 巧な 巧； 5 にが 
事し、 全く キリスト 文化と 巧 あのが 態に ぁつたのを 見た 人々 は、 彼 巧が こ 0 巧 巧な 巧 巧ょ 
b 巧び はして、 が 巧の 地下 洽巧的 生 巧から おれて、 文化 建設の ため 公が と キリスト i と 
共同の 働を をな し 巧る ものとは 夢にも おはを かつ ホに 巧を をい 0 
前 巧 ご云 にを •へた やぅに、 A ダャ 人の 巧 鼓と 化 巧の 巧 巧 時代は 十八 世紀末な 巧 0 こと 

ミ ー 



II ミ 

で わつ て ♦ 1 》 K •タン デ ルス ゾ—ン ^Moses Mendelssohn) が ー セ些二 年、 ペル， 

ンに 巧で レ， シング (Qotthold Ephrai 目 I^essing. 17 这 一 81 .ま V、 g 曲 おにし でぶ 

つ巧碎 きのぶ とを り、 史書を ドィッ 巧に S し、 ぉ 冊の！， 上の 直 巧 著述 「獲 蒙ぶ 巧に 
巧 献サる も Q、 併し 化 Q 夏は 巧 巧 Q わつ た ヵン ふ お S 少〜 みろ 同時 化 Q クリス チ 
卞ごヴ * ルフ (Christian Wo 昆 1679-17 罢の亞 ホを ホむ と 巧せ を さを をした こと 
に 巧つて、 ュグヤ 人の 肚舍的 力ま 文化的 a 進を M ねした ものと 見られる 0 
夕 時の ま 巧と 巧 業の 巧 巧は 化 人 ま！！ 的 巧 本 主！！ まに ょり、 中世に がける 巧た ■の 巧が を 
历し 、おに キリスト 敎 徒と ユダヤ人 とを 巧觸サ しむる やぅに をつ た 0 

それ 巧に、 巧 時の ti ダ卞 人が 只巧資 巧れ の 信用の みたま 持して、 巧 巧 巧 0^ に i で— 
巧した Q で わつ た夕 今や 巧に をを をの 信用を もま 巧し、 に 資本を ホむ る の 促 
お 的 地 化にまで 巧 化し •今日に がける ホ ホの 大 資本た】 手に 担る 基礎を かつた わけで わる 0 
夕 のかを d ダ卞覆 sgs 濟的 20愛 化は、 夏に、 を Q お 會2 化に も f と 


•化を 及げ したので ゎクホ • 

十八 サ紀 後半に がける フランスの 哲§ 等は 「人 阳〇ヤ 等 Egalite d8 HoleiJ を 
ますして 居た。 巧 都合な ことには 、じの 巧な がを 巧 上に* 現されて 來 たおみ、，, グャ 人の 
自由は 一 » 搜大 a 化されて 巧つ ホ • 

そのぅちに、 ■» »， パに於ては、 ^8|1|||と巧業がな*里巧巧を帶びるやぅに&>、 また 
巧 巧 巧な が & 巧り で 案外 晒 巧け 度责度 巧 巧の jii 臺 义 して 巧 < たびに、 ユダ卞 人の 
な 合 的 巧 化は ホ 巧に 高められて 巧つ わ 0 

巧 < て、 ♦リスト 致 巧と ユグャ 入と を、 みい 胡！ 8離 させて 居た ななの は 巧み 巧り か 
かれ、 ♦リスト 敎 巧との 巧 人的 巧 巧を 巧 じて、 ユグ卞 入の 巧 巧は 今迄 キリストな 徒の 巧境 
巧と されて ちた 思る ホに S で 押し 摘 げられ て 巧つた。 

讓的 ユダャ人が ml |一> パ 中の 文 かを かつ 巧から； jg 讀 して ミみ 巧ち ホ ♦しい もの 
と & ク てち 現して 巧た • 



て巧た |ー デ オ • ジ 王 ル マ y ( Judeo - GennIWO や K パ -1 ♦ ル イ， シ A 
(化れ る スペイン ff spanousoh ) の 卞 ルゴ ン &R Jggo 口】 を ホで で、 巧が A の 正 il 
なる ■» た 使用し、 且つが 來の twe 的 巧 白 がち 巧を 改めて、 居 の それにな しみ、 
货巧 得る 皮り キ 》 K 卜敎 おへの 接 巧を かク た。 

巧ぅ した 午 9 スト 敎あ IHK 化への 巧 巧は、 tws を 巧り 來ウホ A ダャ swe 神のを 的 
巧棄 Q 1 ホ 乎 前にまで 立たされ るに まつた 0 

ガが 巧し、 化 時代の あなの サホ はフブ y ス及ヴ F イブの 自®® 5 な 巧ヴ オル チ — A <?*•- 
u^oiB 民を * Awmei, 1084 -1778 •本せ は アル In にして ヴオみ チ III は •{を) •♦ルバ y 
へ (Paul Heinriob IHetric 》 ミ ロ田 olblioh, 1723 — 89 】 •ミ メット 91 (Juli さ offr^y 
を La Mettrie, 17r9— 61) • ディ デ * 《 De 白 in Didero ザ 1713 — S 4)》 ヴ ォみフ 、レツ 
シング、 ブイ マルス (口 onnann Samuel Keimarus, 1694 — 17 爱) 等© もので、 そ © 無 神 
> •隹 II な 巧 £41、 理せ的 巧ち、 萬 わに 對 する 觀巧お 的 おがの 巧陪 、巧學 におす る § 及 


ぴお而 上み とす ぺ ての 巧證を わと におす る 反 おを ち この 時代の ユダ卞 が 巧 神とは をく が 
化 的な 巧に 在つ ホ。 

それち 夕< の A ダ卞 人は、 このな 巧 時代には、 その ネち堯 の 巧な に 巧 巧を しん》 W 
ポ 巧され て 居る。 

勿論、 このを 蒙を 說 は、 元 ホ、 キリスト がに 巧して 香 生した もので あつたが、 A グヤお 
の 受けた 打撃の モがキ 9 スト おの それよりも ぞろ大 を かつた。 

巧に して、 キ 9 スト 巧 徒は、 キリ K 卜巧 のが 巧が 巧理 的には 羹で をる ことを 巧 信して 
居た が、 巧 も 化が キリスト 敎を である ことを 巧め なかつ た。 ところが、 ユダヤ人の 巧を は 
さぅ はいかを かつた。 がち、 ユダヤ人は ユダヤ おのな 巧、 おな をな か賴 しても 尙は 且〇ユ 
グ卞お 巧た b 巧を かつを 0 で、 彼等は 自 々を 巧對 自由にを くた めには、 巧を による ま 面 的 
巧 巧を 履けす るよりか はを かつた。 

おりに、 それ ポ 表面的 巧爲 であつ たと しても、 この 方法を 利用した 巧を ある ユダヤ人は 


3 六 

その お 巧に 巧て « 巧 かの 巧みを 巧 巧した ので わつた 0 
當時 "ペル 9 ンは ユダ卞 人が 蒙の 中む となつて 居た ので、 が 巧 特異な 寡 的 風 箸 巧 
言語、 致ち 宗敎を 固持して、 抽借的 他 巧 巧の 苗 中に 宛が 則 巧を 一 國をお 巧して 居る かの 
巧を 典へ で 居た ペル リンの ユダ卞 人が 化 等の 特 巧を 窠 てて キリスト 文化に 調合して 巧つた 
ことは、 か < ともな 其に 化ず る ことで あつて、 文化 建投 にな 力參 がした 巧 まは 巧が 
巧 自の因 民 性を さへ 巧 失した やぅに 見ぇた ことは 則 段不あ 巧な ことでは 無 かつた 0 

この 因 巧を 巧々 的な 合の おみは、 その. 巧 巧の 巧は 別と して、 ユダヤ 软 徒を 备巧の 文化 括 
巧に々 巧せ しめた 〇而 して 遂に キリスト 敎 徒の 巧な 文化を 建巧サ しめた おみ、 自巧 巧の 巧 
々なかの 挂前 上' 多 かこの 巧が « 巧を 巧 止し やぅと したお W も おいでは & い 0 
巧し、 な 等は « を 見る こと 宙 《て g にしで、 かがを るが 巧 もな 等の 巧 力には 解 ホし & い 
ものと では おか クた〇 今日、 が 等が 凡ぺ での 角度から、 きら 血を らサ して ち 巧を よ 
めつ、 わるのは、 を 時から K にみ 巧の 地 巧を 築き おめ ホ〜 ので、 資 になけ 目の 無い、 かを 


がせない 蒋 在であつた ので わる 0 

勿論 ユグヤ 巧 おのを 巧が さぅ でを 0 たと ちム のでは おい、 少 くと もが 巧は ユグ卞 神政な 

古と 世惡肤 S 巧的夕 をに、 萬 f 排 し、 藉 をる窒 も 巧し を. f、 手段 塞の おりを 

巧し で、 目的 貧 化の ためを 力を をし つ、 わる ことは 爭 はれを い 事 巧で ある 0 
その 唐 左は 則 巧で 巧 かに 巧べ る ことにして、 巧 もち 現在は 攀 ユダヤ 養 中、 文 袋 
上に 在る をは 暮でで •他 Q 干 一音 受上 Q ぎは 巧蔓 化と Q 香を 巧ばず、 巧が 巧自 
の iws 的を 巧を 旧 おしつ、 ある セ 百 五十 萬 人と、 巧れ 文化の が 響を 蒙む る も、 巧然 ユグ卞 
jWS 神た 遵奉す る ま 五 百 萬 人で、 前 まは！* シア、 ボ ，シアの ユダヤ人の 大巧み •モ 》 ッコ • 
アジア、 ml ; パ •卜 ご± ミ ユダて に ホく、 後を は英西 又は 7メ， 力に 移住せ る 
a シア 巧 ユグ卞 入、 ガリ シア 巧ユ グ卞乂 、アルジェリア 义びキ 9 スト 技を 奉ずる バルカン 
巧 巧の ユグ て、 オランダ ホ 住の 下 5 グ卞 人、 す スト， ア 、《ン •力， 1、 東 ホ ド ィブ 
及び ア ルサス • PI レンの ルな 巿ユ ダ卞人 巧に 夕< 、共に その 巧を ホは 巧め て 巧い ので わ 

U1 た 



るが、 文^?||上の巧||はホななに馬卞るものでゎる0 
文化み 上 0 巧ち 萬ん ぉ、 一二ち 萬 人 Q A ダヤ 人は 巧 庙&責 業 タタく、 ド ィブ、 巧 因 义ぴそ 
のな 巧 地、 ィタ， 1、 フランス、 オランダ、 才 I スト リア、 ハン ガ， ，及び 化 ホ 合 衆 因の 
大都 巧に あける 巧 謂 ュダ卞 や 流せ 貪の もので、 他の 百 巧 人は 世 ホを R の. 大巧 巧に がける み 
グ卞 人畜 表み びを サ ホの 大 ♦か 巧を 受けた る A ダ卞 人まで ある。 

A ダ卞な 法の 同化 巧 巧の 起り ち 古くは 紀元前】 一世紀ょり 紀元 一せ 紀に 王る ヘレ* ズ A 
を lleni 曼時蔓 び 紀元 八 世紀ょ 车二 世紀に 至る 7 ラ ビヤ 時代に がても 间 一の 事 巧 
を訟 むる も Q で ゎるが、 こ罕八 サ紀な 後の キ ，スト 巧との 同化 お 動 のかを ち ユグヤ 巧 
扶 にと つては 正にが ち ホ 曾 あの〜 のでを つた ガ けに •その 變ぞの 巧 笛 も 庚 < 、化ち おに 巧 
へた 巧 巧 も かして 少< はを かつた 〇化 つて その 衝動は やがてを 巧を ♦ぴ 、ユダヤ 賴を さへ 
叫ばし わるに ま 0 た。 

巧に 巧、 化を は 短日月に して、 サ ホ 的に ちを となれ る 巧 多の がわを 生み、 人巧义 化生 巧 


の 巧 一な にな 进的地 ホを 巧 ホし つ、 わる • 

今日 ユダヤ人 である ことをから ずして、 その 巧 巧を 巧へ つ、 あるを ホし で おくは ある ま 
い* 左に 巧ぐ る おおのみ ダ卞 人を 見て、 おで も 巧かざる を 巧ないで あらぅ。 

《一) 政治的 方面 

巧サ のせ# ホ 田に 哲 つたす ホの 巧には 必ら ず* グヤ 人の 暗理を 見る が、 が も 公が みち 巧 
《ユダヤ人は 異巧 巧を ぱま をの 息の ユダ卞 巧で ゴ ー イ を-とげんで 居さ 姑に 在て、 そ 
のな 巧 0 里 巧なる ホ 化に たち、 或を は 王 まと 化綠拥 係を おび、 f は賣 巧に 巧 せらる- •等 
がるべからざる 巧 力を 巧 持し つ、 ある。 去忙 巧ぐ るを はみ 固の I ホな 洽巧 とされで 居る* 
グヤ 人で わる • 

シャフ ツ ベリ — 巧 (Antho 白 y Ashley Cooper Earl of Shaftesbury, 一き 一 — 1 683) 巧 

代 おな ヴィクトリア 女王 時代の 巧を 巧、 ナ卞 1 ルズ I 世の 巧 a になして は 巧め 王 重、】 六 

2 * 



四 四 年な 後！ Ni 軍に 入り •元 抑に 任せられ ク •ンゥ エル (Oliver orogwell 一巧 f 1658) 
に •したが ニ ハ 五 四 年、 マン ク (George Monk, Duke of Albemarle, 1608 —70) を 巧 
けて 王政な 古に 大巧を 立て、 ナ卞 I ルズ ニ世に せへ て ニ ハス 九 年、 ヵパル (ca ぶ 一) Q I 
ちとを り、 一六 セニ 年乂 法官に 任ぜられ 伯 巧 おを か抬 、翌年 巧ぜら る、 や 王 黨に反 おしだ 
ミ 運動に か 西* 一六 セ 五 年 巧 逆 巧に 閒 はれ、 兰年曲 P ン ドン 巧に 巧 財され、 ニ ハ 八 I 年 
モンマス (James Doke of Monmouth, 164&->86 チ卞 1 ルズ ニサの お 子) の お 巧に 加婚 

R 巧し でォ クンダに をれ、 TA ステ ル ダ A に 客 巧す。 

1二代目シャフブべ—1化 (同お) 167111713 はがおの巧に當り、 なホに乂ゎて後、 巧 
おのか (巧 A) をな て ナポリに を tg 巧し 乍ら、 か理 、ち 巧、 宗 おに M する 巧 巧を & し、 
巧 的 あ CK た 巧へ、 大 苗の g ホに 多大の が 響を 與 へた。 

セ 代 目 シャフ ッべ J1 伯 (巧 あ) 1801— 86 一八 一三 ハ 年、 卜 としで 下院に 入り， 
上ち K 入って 巧は 工場 0 巧 著、 敎 ♦1 ♦に 盡 力した • 


ピ —aAK フ 4—AK 伯 (Benjamin DisrMU， Earl of BeaoonsAeld, 1804— 81】 は 

ユ グ卞乂 商人の モ として 生 i れ 、ア A K チ 失 ダ A にで 敎靑 をを け、 » 田 後 二 化の 時 集と セ 
篤の お篇わ 巧を 香いて 文 f » せた アイサ I ク •ディ ス レリ I Osaao Disnieli 1766— 
1848】 の 子と して B ン ドンに 生 4 れ 、十 セ歲 にして キリスト なに 改 を、 十ぶ 巧 w を お 庭に 
で！！#、 I 八 三年ょ と I 牵阳辯 R 壬 事な 巧に かを、. I ン ドン 上 ホれ 交 ホに 巧 入し、 一八 
二 六 年、 ル肤 Vivian 巧 ey を 著して、 父 譲りの 文 ネを巧 はれた 〇不 きにしで 當 時が 巧膀 
れ ずして ぶ ひ 化 づる隹 のが 巧に 巧し み、 文 ♦をぶ として 日を をり、 一八 一二 一年な 巧 巧め て 
巧治ホにホり巧した〇 1 八=1セ年トーリ|||^としで下おに巧巧され、 同黨の巧巧ま義を巧 
じ 巧 時れ には 巧 f、 巧ち 每の巧 巧を お廣 しては をらぬ ことを 力ち！ 巧 f を 巧 巧し、 
卜 I 夕民 ま々 義を巧 巧して、 一八 四 四 年には 00 巨 ingsby を 又 翌年 Sybil をを した 〇 J 
八 四 六 年、 巧 か 法度 止に 巧し で、 巧 f る ま！！ を おへて ピ I ルの 政策を 抗擊 し、 卜 —リ黨 
たみ巧サしゎ、 サィブグ重の勢力を增大し、 地ま§0まおた冉て、ピールをホ脚せしゎ、 

■ I 



两二 

巧々 黛の 一# 巧と たる •ダ I ピ內拍 巧 一み (一八 さ 一年) 巧び を 一 亥一 八 五八一五 九 年) 
©な 相と をり、 一八 六 五 年頃 巧巧黨 のま 巧に おされ、 I 八 さ ハ 年の ラブ セル 巧 柏が 巧舉巧 
改正案に がれて あを、 第 S ホダ ー ピ內曲 化 巧る やちび 篇 巧に 巧 任、 時勢の 扣を をる 巧し， 且 
〇舆 巧の 下 おに 於て 多 巧を 制し 巧ざる を 巧り、 一八 六と 年 八ろ 自ら 巧舉 改正 法 窠を巧 巧 
して 巧 おを 巧 巧せ しめ、 苗 內を平 器に した 〇を年 ダ ー ピに 代りを 巧と たる。 爲 に 黨巧 のな 
まを 失 ひたる も あち 快 巧して、 再び I 八 お 四 年ょり 一八 八 0 年まで 首 巧の 巧な を 巧び、 巧 
巧黨ま 巧を なて 巧 働 巧な の 爲 の 立法を 巧 ひ •一八 セ 丑年には ス H ズ運巧 おに 巧 巧 • 
一八 セ セ 年には インドを 東インド 會 巧から お責 共に 女王の 手に をし、 バルカンに おしては 
トルコを がけて、 P シアを 巧へ、 あ 年の ベル 9 ン俞篇 にはを 權 として 巧 巧、" シア 〇を灌 
ゴルチャコフを 巧へ て面滿 巧に 會 巧を 裝 らした 〇 】 八と ス 年、 S 巧に ょり ピ In y ス フイ. 
- ルド 伯せ におされ、 一八 八 〇 年の なち 擧に 度れ で！！ をした。 

ツ K スト— > 《'wiluam Ewwrt な Udsto ミ，！ 800— 8^ 


—ヴ 7 プ— ルの ユダヤ人 巧 おにを をる o 】 八 SI 年、 オブク スフ オド大 ijHf 桑、 至 JH * 
巧 巧 ホぶ 巧な めての 選 ♦に卜 19 黨に 巧して 當 遺、 巧 巧を ピ ー ルに かられて、】 八 =1 四 年 
より 至 年 4 で 大巧み 官 、巧ち ホ官 、一八 四 I 年には 巧が ホ官 兼を 雅 局ち、. 一八 四 二 年、 枯 
巧の 巧 正に 力を ましが 巧 的 手 おを 示した 。巧 年には 巧巧大 居と なり、 又 その お 年忙は 植民 
大臣と & り、】 八 四 六 年い 自由 貿るま おで ピ ー ル 汲に 层 しな#、 同年より 五一 一年に 至る 在 
巧 巧れ ホ 巧に き 由 まなに 巧を •一八 五一 一年より 五 五 年まで ア パディ ー ン巧 用の 藏 巧と をり， 
やが ま gQ な# から クん ミヤ 駐爭に 反 おしてな 巧した 《】 八置乂 年から 巧 巧 年* で、 パ ー 
マ K トン 巧 曲の 藏巧 、をが 巧す や 自由 黨の 下院 跨 巧み 巧を 兼ち】 八 ご ハ 年には 巧 相ラッ 
♦ルを « けで 選 ♦を 改正 まを 化しで々 ななな •化 巧よ f 巧 巧 黨のデ イス レリ ー とおぶ して， 
宜由巧 巧用黨 の 巧 互巧拍 時代と を ク た。 

なの 巧 織した 內枯は 巧】 ホ ー八 六 八 年から と 四 年 i で、 此 時は 巧 巧 兼ち き ー ホは 一八 八 
0 年から 巧 八 五 年まで、 化 時 も 巧々 巧 巧みを、 萃ニ ホは 一八 八 巧 年 二月から セ 月 i で、 化 

曰 一二 



R 囚 

時は ■■か 書 兼任、 巧 四 ホは 一八 九 一幸から 同 九 四 年で、 化 時 も 因！！ か ホ 兼 巧で ぁつち 
アイルランド ■软 B 止 法案 (一八 巧 九 年) アイルランド 主 巧 法 ま (一八 セ 0 年】！！ 育 
W 度® 巧 •宜 軍る び 大巧の な 革、 文を 巧 用 令 改正を 巧 過 せしめ、 ぞ さも 參 巧を り、 やか ま 
義 を* かする ち 由 ま義玫 治まと してせ 巧に なられて 居る。 

レ— デイ A ヴ巧 (ぎを ■ D 吕 i を IBaaoa, M ち qui of Readi 口 g, 1860 1 ) 

I 八 八 セ 年 巧 巧 女、 I 八 九 八 年 ホ 王 附化師 、一 乂〇四 年 自由！ ¢1¢ として 代！！ ± 巧 港 > 一 
九 一 0 年み 事を とを ぇみで 檢巧 巧を として 抬 《て 入 曲の 妍を閒 いち】 九 ここ 年、 ユグ 
てと して 巧 ち 於け る 最初 Q 大囊 S と& り、 I 九 一二 年ょり 国 I 六 年 迄 インドな ♦、 
一九 I 巧 年 巧 巧、 一九二 六 年 g おして 巧！！； とを つた 〇 I 九 S I 年、 マ y ク •トナ 心 ドを す 巧 
とずる »H I を 巧 曲に 一時 自由 黨を 代まして かな 大臣と をつ た。 

レ x ♦伯， A フ (Simon を Montfort, Earlof Leiat ミ， 1206 — 66 一 
* ンフオ — 1 ^ •，モ 1 ， 牛 お (si 白 on, Conte de Monfort r Amaury U60— 1218 ) 度 


る 巧が 名な き ユダヤ人 フランス 資 巧を 父と し、 イギリスの ホを を 巧と する 巧团 貴族、 ヘン 
リ斗吉 世の 巧を 巧て 王 妹を をり •レ スタ 伯に 巧 せらる 0 後 王の 不興を 蒙む る や I 二 置 八 年の 
まと 貴 巧との 爭 ひに、 おされて 資巧 のま 巧と をり •王に おゎて、 巧 謂巧〇 えを og of を— 
をを を ホ認サ しろ 巧に® つて 王を 捕虜に した。 化は 巧 二 灵五年 田を を 召 巧した (ち g 
下 おの おり) 曲 もな < 皇太子 エド ヮ I ド (後の ュドヮ I ド 1 世) とイ ー ヴシュ A ( Evea - 
haln ) に戰 つてが 冗す 0 

モ A ♦¥ ユ I CEdwi 口 Samuel Montague, 1879—1924】 

一九 〇 六 年 自由化 藻 員と して 下 おに 入り、】 九 一 0 年ょり 同】 四 年まで インド 事 巧 ホ 
を、 I 乂ーセ 年ょり 同一 一二 年まで インド まな 大臣と して、 インド 巧 ホ チュル A スフ オ I ド 

(Fre を 日 0 Joh 口 Napier Theaig さ- Visoo 目 t Chelmsford, 1888 — 】 と 巧し、 巧 人 巧ら 

の 巧吿 香を 發 表した (これが】 九 一九 年の インド お 法の 巧 案と をつた) 併し 彼の 巧げ 的 態 
巧は 巧 田の 巧 因 お まの 非 巧す ると ころと を b お 巧 0 




田み 

へ A ダ— ッ A ( Arthg 田 さ dion , 1863— ) グラス ゴ I に 生まれた 巧 恥- エ、 勞か 化合 
の^^^巧とをり、 1 九〇一一一年、 グ —リントシ巧ち及び下巧費 に巧ばれ、 な來巧働<<^袖と 
して 巧 巧 I 乂〇八 年より 巧 1 0 年を 及び 一 义 一巧 年よ々 巧 十 わ 年までの 一丸 一 
五 年の 舉 か 一を 巧 巧に 文相と して 入 柏、 一九 一々 年が 任が 大芭 > 】乂 ー セ 年、 訪露 wg を 
見の 巧を により 辭 巧、 一九二 四 年 一月から 十一月に まる 第ー ホ 巧 働 巧 用の 內 巧、 一允 二乂 
年の 巧 二み！^ 巧 巧の か 巧、 がるに ィギリス をが のがな 巧れ 巧の ホめ 葛 マ， ク •トナ ルド 
が舉困 一を 內 聞を 巧沒 し、 失 お 保 おを ほ 下して 局面 冉 巧を 計らん とする に 反 おし、 一九 S 
1 年辭巧し巧因巧曲にだ對する巧化黨〇誓巧となゎ、 一 をニニ年は军^&^*ちとして， 
ジ A ネ I ヴに巧 曲、 同年 十月 巧 か 黛 首を 辭 し、 み 後 た々。 

，ムプ y\(sir Miles Wedderbum Lampson. 1 塞 r) 】 ホ 0 ミ 年 か巧サ とを#、 7 
ジアみ 巧に な 在、 一丸 一 H ハ 年な 巧な ま 公 巧と 众り • I を 二 一年から 国 云 一年 i で 巧 wwlr 
上な 事變に 巧！！ す。 


Ky — ザ > ( Fhmp を ow を 口‘ 1864-) 一九 〇 巧 年な 巧 下院に 入り、 一九二 四 年、 巧 
I 夫 ♦鉛 巧 曲の なが K なち をを ttefii を ♦ゐて 巧 ミ 政 巧に； 11^ し、 自由 巧との 巧 巧に 巧 
» ち 一を ー セ 年 巧 立 勞^|< からみ！！ し、 一を 一乂年 五月 再びを 芙勞 Sim 庭の ながと 
同年 《—グ に 於け る 巧が ♦» にへ ング I ッン と共に ィギ —スれ まとして 巧 巧し ホ 0 
一九 |>|0 年の 大巧 巧 因を 法に 备 H が阳 おかおを 巧め 0、 あるに 鑑み、 巧 H 巧に 4 巧 獲 X み 
を 巧 ふを 巧 わりとの 謹に 巧し、！ 自由 « る 巧を なつて これに 巧 おした •一乂 一二 一年の 
巧 立 巧 巧に な 巧、 ホで 苗 & 尙 をと をり 、巧 巧を おけらる。 

«AK (Mond) 巧 巧 W 巧。 

シム プ VA (wertmBIienow Si 目 pson, 1877119 80) 

ち 巧© なま お閒 ま、 ま 巧 大巧が 巧 治 巧 巧を 巧 巧> 巧 弟 巧 巧に！* する 巧 わり、 巧 ホに で ま 
巧乂巧 客に が 技 さる。 

♦4 ユエ * (sir Herbert Louia siu を，！ 870— 】 . 



一允 0 二 年、 目 由 f として 下 持に 乂>> I 尤〇五 年 巧な ホを、 一九 〇尤 年、 ブン 々 K 
夕 I 公 巧 かち 一九 10 年より】 九】 四 年まで 巧 巧、】 九 一 五 年 斯立巧 曲の 遍 巧、 巧】 時 
內巧となつたが、 一 九 ニハ年末アスクゥイスと共に巧載、大|¥^ぺルギーの教巧に巧力し、 
一を 10 ち パレスタインの 最* を 員と & つたち 國 自由 黨巧 柏。 

サイ モ*\ (sir ^olm Allsehrook Simon , 1878 — 】 

一 尤〇六 年よ 6 巧 一八 年及ぴ ニニ 年な 巧 自由 黨 巧* 下 お 費、 一义 一 0 年より 巧 I ご牵 
i で檢 事み ちと & り 、 Sir Q 巧な たを く、】 九 ニー ー年より 巧】 五 年まで 檢 ♦!!« としで 入 
曲 > I 乂一五 年 巧 巧 巧 年 《おを にだ お,^ て辭 職、】 を ー セ 年 サイモンを 負會 ちに 巧 ザら 
れ た. こ 九 一九 年の インド 念 巧に かける 十 年後に 自治を 巧ん べしとの ねまに 化 ひ、 この 憲 
をの 巧 正にる られ 、その 巧玄 のた め 用 お— 中から 巧 員が 巧 命され た)、 一九 S 】 年、 マ* 
ク ドナみ fQ ♦一！】 を 巧 曲に 白由黨 をれ 表して か 巧と して 乂巧 
K，，>K (ぎ J 旨 ミ Erio Drummond , 一巧 6 — 】 


ル 巧 巧に 入り、- 乂 1 1 1 年アス キス 伯のを 巧 巧を となり •一九】 五 年 巧び かみな に 巧り、 

一丸 一丸 年 函おか 巧の 巧ぶ と共に 初代の 聯班 ま務汾 ちとして 今日に 至る 0 
右は 巧 面 巧 •ー ダヤ 人© 一巧で わるが、 ホに アメリヵに 眼を 貨 ずる ことにする 0 
アメ — 力が 代 大巧 巧は その 夕< は ユダ卞 人の 巧を 者を 持つて 居を。 を も なられて 居る を 
としては R が 大度 平が ミ 巧 巧を たりし ウイルソン (Thomas Woodrow Wiko 口，！ 866 
1192 4】 大巧 巧に がける パラディ (waladi) のかき がそれ で、 ユダヤ人との 血な 閲 なの お 
い ホは K グ卞の 巧 巧 おお マ》 ッン S が巧ネ でを つたこと が 巧 巧され て 居ろ ウイルソン 
の 熱 か 度 W 究 をが 化の 戶籍 上に ユダ卞 人の 血の ホれ をを 見した と、 巧まして をる が、 その . 
§ は 華ぎ Q なる.； 0 ミで & いから 之を 茜け るが、 二十 尤け 大巧 領ハ ，デ ィング 9 ミロ 
Gamariel Harding, 1%5— 1923) は ユダ卞 巧で ぁる C とが 證 せられて 居る 〇 今の 大^ 

ルー ズ ダ* ルト I A グヤ 乂巧阳 の 包 苗のぅ ちに# かれて おる ことを 忘れて はなら をい 0 
スト ブ ウス (stri) 米 固 巧の 巧が 巧 • 



s 

♦ み ダン y 1 CMOrgenselwl) 米！ 一大 m-K 良 • 

ゴム パ — 文 ’ (Samuel Go 扫 per 夕 1860 —1924) 

ロンド》 に 畫れ 、一笑 一二 年が ホし、 蒙 H 巧 合た 整、 一八- < 1 ち：， 力 系 

巧 合 巧 合 (American Federatio 口 of ジー >0な のが 立 巧 哲人と な ゎ、 至 年 巧 巧 R 
ま！！ を W て 巧を をを 夏に g 大ほ 化しち 文筆に も おしろ 一を 面 年に 著は した ぞ？ 
口巧 years of 巨 《 itnd lAboM が 巧に みられて 居る。 

# 夕 | (W 邑 iam Edgar worah, 1865— ) 

I id 八 九 年 巧 度- Htw #、 】 ホ 〇 セ 年な 巧 アイダホ 巧 巧の 共 巧 巧の 農®®^ で® か 巧を 
員 巧と & ゎ、 大« 中 ウイル ブンの ルタを 巧擊 した 〇大货 後 押 化した ドイツ人の 巧 巧が 巧の 

巧 通た ま 巧し、 畫 、ケ； グ 0 奮した 不 R 義 S 立に お 力し ち 又 持 

日の ち 頭と して なられて 巧る 0 
スト， ウス ( sfi ) 巧 生大 >• 


フエ， 七ンデ ( F まま 白を) 上 お エ巧局 Ro 

シン プッン ( simpBOP ) 巧 ま 公 ぉ 

プラン デス ( w § ds 】 化 審衆田 ホ* 法院 セな を 0 I 人*. 

ぺ ルン ( wem ) ホ 田 がをお 0 

ベルナルド •バルシ ュ (wemard warsoh ) ホ H が 政 お 0 

イエ， シユ •イシ ド ー ル •スタ ウス (ド Ig 芭 OS さ ミ K か 大巧 • 

プリ， 卜 ( W . C . W 巨を】 を ソ 大巧® - 
モルデヵイ . H ゼ キエ ル ( M . Ezeki を】 米 困 農務を# ぶちを • 

ア L キサ ン ダ！ サ I クス (と exand さ sarkus ) N るん 巧 持を® 

々シヵ •シユ ナイ ダ ー マ ウン (夕 穿！！ 一一た を Hmaon ) N る ふ 巧 巧 間 巧 唐、 巧 長 0 
シド II ! ヒルマ ヌ I ( Sid 扫 ey Hilbnanu ) N るふ 巧 化巧齒 J おがち 0 
サミュエル • a J ゼン マ ウン (Samuel Rosenina 巨 】 N •及 ふを 員會を 碧を 負受〇 



五 11 

チャ 1 ルス •イ！ ヴ ィザ ンス キイ (charle® E. vizanski) N るん を巧賴 巧。 

ジ H 1 AK •ワル ペル グ (Ja 目 es walberg) 因 犀 巧 問。 

ハ ー バ ー ト .フ y イス (巧.： Peis ろ！！^ 準備 銀 巧を 巧 局が 計を 0 
サミ* エル •ゴ* ■■ル デン ワイ ザ ー (Samuel Goldenwi ま r) 同 巧 か官〇 
ナ サン •ア ー ル •マ ルゴ ー ル (Nathan E. Malgaul) 內 おを 巧 問* 

ラ •グ アデア (IA chladia) ■ * I 3 1 ク巧長 0 

八— バ—卜 •レ— マ A (H. ILehmax 一口】 C ュ lal ク州知 ホ。 

フ ブンス にがては、 フランス ぞ命 前後に 夕おの ユダヤ人 がな 治 的 巧 巧を したが、 をり ま 
面には W& かつた。 がな し 巧 乂もフ ブンス ホ 命 巧を 巧く まは がに 巧つた ユダヤ人を 見を し 
ては 赶 らたい。 

がの ナボレ オン (Bonaparte Napol か on 一一 769— 1821) 】 世の かき も、 A ダ卞 人に 巧 
ら され、 化 巧 同族の 巧 巧され つ、 わる •シア 巧征 まで させられ たで はないれ 。サン イド ブ 


ycAHQ かを 暨は 別項 § 細に 巧く つもりで をを、 巧 も 角、 7 ランス 系 ユダて は 
巧當 & 地 化を 得 0 、 あると とは まふまで もを い 0 
そのぅち 巧 おを 政洽 まとして は 1 

《レ i — flsaao £を を® ミを^^、 与 ま ム馨) 

I ル 兰〇年 パ，， で 巧 法ち I 八 四 八 年 お 共 愛 巧 法 巧 ルィ •ナポレオン 〇ク ，デ 
ク •に 巧」 蠢さミ I 八 セ 0 年 再び 蓋、 一八 セ羣 上院 寶 とを る。 

ミタ \ (bidre Hliie Mmi み 186 て 初 《謹ち 奮 jg を f な ホと 

し、 一八 八 五ち sis が这 丈と をぇ I 八查牵 、ヴィ て： ( E ^ かづを 香 
塞 E 舅】 と 共ち 肇巧 社を ■黨 0 資巧 「小 共 かさ 《 P をを gp&f 一を 秦 

て 一 八尤乂 年ょり； 〇一 幸* で、 ヴ ルー； ク •ル* ッ ，內器 巧 巧と して 入 0、 がた 
右！ r 的と ミ。； 0 五 年、 を R を 扶助 法を 通過せ し 《た。 一 さ 九 年ょ b 同 こ 年まで 

• ue ® とを、； 10 年 K は蹇！ 貝 0 眉を 塞し、； 三年な ホ寫 とし ミ 



五 H 

R 遂 巧に 巧 力、 ジ ■ * フルが 巧 (Josep ザ Jacques を sire JTolfre. 1862— 1 さ 一 ) と共に 
議會の 軍 R 監 巧に 巧 巧して 一九】 五 年 十月な 巧、 一丸】 九 年 S 月より 巧 二 0 年 一月を で、 
ア ルサス • al レン 巧れ を 員、 同年】 方より 九月まで 首が 兼 か 巧と して ドィッを お 迫ず • 
一九 110 年 九月 大巧 煩に 遵擧 され、 傳 巧を 巧つ でな ホ 表面に 巧屏 し： ホアン ヵレ ー ( py - 
mo 口 d Nicolas Landry Foinca も，！ 800— ) を扶 けて、 ドィッに なを ま 持を 巧 巧し、 ル| 
ルを よ 巧し、 又內巧 にがおし たので、 左 i をの 大反對 を 貢つて 任 巧の 中を 一九二 四 年ムハ 
月 大巧 巧な 巧を 餘巧 なくされた。 ホ 後 元を 院に 入り 右が の 巧 袖と して 活動す。 

》> ぺツ ♦ (L40n Mioh を G 旨 betts, 1838— 82) 

巧時隻化巧失、 一八五乂年パリ巧巧古クブプ畜、 一八巧ホ年マ*^*ィユ-ブルヴィル 
巧の 代 ま 寶と をる。 進 ホ 的 自由 思な おで わる。 ナポレオン S せ 七 ダン 巧 化に 巧し】 八 セ 
〇 年 共巧宜 首に かは り 田が 政府の 巧 巧と 度る。 HI ち 巧に て パリ ー お 巧 大いに 奔ま當 時 五 
巧 曲フ ブンス の 巧を 權を 巧る 0 


其 後 パリ I タルに なず るるな ホに 巧 巧 
パ > ルべ— (Paul Painle も. 1863 — ) 

.本 巧 か 摩を で、 一八 九 五 年な 來 ソルボン ヌ 並に エコ— ル •ポ 9 チ ク* ，クの 蹇 、ブィ 
卜 (Wilbur Wright, 1 爱 7|1さ2) の 巧 巧 巧を を 獲し、 一九 一四 年來 軍事が を ち 
一九 I 0 年 お 食 共 巧黨に « し 代 發± とを り、 一九 一 五 年より 同ー セ 年まで 这 巧、 同年 九月 
よゎ 壬 一月まで 首 巧兼茵 巧 一を 一一ち 左壽 合を ザち 一を 面ち 下な 巧ち、 ホで • 
き卖 こを ミ 年 四月より 十月を で) 第三 灵 (同年 十月より 十一月 ま ミの 巧 命 內閣を 
化な をした。 其 後 巧度挂 巧に 巧 任、 巧 寒、 が 空、 巧 治に 助す るを さ多數 あり 0 
ク B ブク (CJrocq) 前满 巧り 
ア プノ ー ル (Abnord) 田 |^巧 ホな 巧を。 

< 1K (Has) 固な 斯盟 交通 巧 巧に して、 ま 巧な 巧 交通 巧 聞* ’ 
レ ー 考 (Lose) プリ' アン (AriBtide wria 口 d, 1862 — 1932) のが ホを • , 

ミ 



ミ 

モン フオ— ル •ブ モリ 伯 ( siln , Co 白 te de Montfort rAmaury, 1160 — 12 一巧は j 
一九 o 年から 十 年間 十宇军 にを か、 一二 0 八 年な 巧 アル ビジ® ア 波の 異巧 をが 巧し、 ツ ー 
ル ー ズ伯レ ー モン ニ世 CRaymond 日， 〇〇 目 を de Toulog 夕 1222 巧】 を j ニ ニニ 年 •ミ 

ユラに 巧る** 

K レフ ュ乂 (Alfwd Dreyfg , 186&-) 

ア ルサス 0 ミ A ル ハウゼン 巧の な 裕を鬟 巧 おを のモ 、一八を こ 年、 巧み 大 おみ 謀 本巧附 
〇ち 因巧巧巧文香をドイツに巧ザ0嫌巧で巧巧されたドレフ*< スネ件の本人、 軍を含 
の お 巧、 I 八 九 四 年、. イ—ル •デ A . ディア I プル (惡 放岛) にが 身を 卸と をつた 0 お 巧 世 
をおがサたこの事件も幾巧巧して解巧し、 ュダ卞大を豪。 スナ卞イル，卜の巧|||;|}<;1たるル1 
ベ (Emiles Loube グ 1833— 1939) 大巧 巧と をる や 彼は なされて こ 乂〇巧 年) 少 化に 
巧 < られ 、且つ ワルプ ブク •ルツ ツ I 巧 苗の 大臣に 巧 巧され た〇 をし 彼の 罪が は、 同じ A 
ダ卞 人なる ドイツ 肚會 黨ぞ g 々—ル • J プ クネヒト 自らよ く 度 育 甘る ところで わる。 


ォ IX 卜—ア 文び 《ンガ — I では 

:| レ >♦1* 巧 (Aloys, Graf Lexa イ〇白 Aahranthal, 1864— 1912 一 

I 八 セ 七 かを と & り、 一八 九 五 年に プカ レスト、】 八 九九 年には ぺテ ルス プル グに 
な 在、 一 尤〇セ 年 か 巧と なる • P シア ル 巧 イス ヴォ ルス キイとの プ フラウ.^ のめち をが 
田して、】 乂〇八 年、 ポ K - ア •ヘル ブ* ゴヴ イナ 併合を を 行 (はが 大巧ち をの 巧义 をと 
さへ 巧され て 居る】" シアとの お 善を 巧 巧と して セル ピアを 巧 おした 〇 j 九 1 二 年、 イク 
5 ア をが けて、 X ルカン® 役の 巧 巧に お < セル ピアの アドリア お 持 お 巧に 干渉し、 遂に 之 
を概壓 しで セル ピアの 排 巧ぶ 情を 巧 巧せ しめた。 

ぺ —9 •ク I A (W か！ a Khun , 1886— ) 

《ンガ >1 の 共 まま 巧者、 クラウ タン プル グ の 巧が ぎ 巧 巧 互 巧を 事務員と なり、 ミ 通信 
貝と なつた 〇 R が 大巧に 巧 巧と して 巧征 し、 B シアの 捕 巧と をり、 ホ 痛 軍の 讓 まとなる 
•■巧 一文 I 尤年 II 万、 み產ま 義义傳 の 廉でを 巧され たが、 《ンガ ，，巧 おを 安 員 含の R 



な 巧な と共に かなと 、皮な 0 中 かた & ず •同年 八月 政な 冗 » と共に 才 I スト 9 ァに a 
れ更に*|シァにをを、 】 乂二 一年までクリミ卞の巧政巧委員とをゎ、 な後巧1|1インクーナ 
シ .ナルの g 巧を 員會 の】 員と なつた • 

イク リ 1 では 

♦ツ ァ》 ♦イ (Luigi Luz さ ミ、 1841 1 192 7】 は、 バ トヴァ、 マ 等 Q 画 法學敎 巧よ 
り玫 ホに 入る。 一八 セ 0 年、 下院に 入り、 f のがな 通と してを あ々、 I 八 九 一年より 巧 
年 i で、 又】 八 ホス 年より 同 八 年まで、 大巧 大臣と をり、 一八 九 八 年、 か伊阳 のを 巧^ 
に 田ず る 巧篇を おへた •一八 九九ち パリ ー 巧 古 お 貪に ま ぱれち 

一九 Q1I 年から 五 年まで、 巧 ぴ巧巧 一九 一 0 年から 巧 年までを 巧と & つち イタ-' ァ 
のち ホ 間 題に » する ホく のを 述 がわる《 

ツ aiii"nir ( Sidney , warone Soimino , 1847 1 1 922】 はか 夕官 として ヴィ ー ン 、イ 
み— ン— 等に を 巧、 一八 セ ー年 » しで、 圓お學 に H ずる 研 巧に お 頭、 】 八 八 0 年下 巧 f と 


なり、 を 巧 クリスピの 下にな 巧と して イク リ— のが 巧な 巧に g 巧した •一九 o 々年より 同 
尤年 4 でに 二回 首 巧と なり、 一九 一一 年より 同ー ホ 年 4 でかが として 一一 一田 同 巧を 裏 巧って 
<8® 苗 « に夕 かし、 オ ー スト リア、 ド イブに 宜 晒した 〇】 ホ ニ 〇 年 巧ち お® に 任ぜられ* 
マに 巧す。 

等が わり 〇裔興 チ* ス コ •ス ロヴよ ンスク では、 前大統領 マ サリ， ク 博 ± ♦現 ま 雲 ベネ 
か* が 在る。 

マサ U 》 ク 《Thomas Garrigue Masaryk, 1850 — 一 送 7 】 

一八 八 二 年 ブラ ー グ 大巧 巧 巧 巧ち】 八 九 一年 巧 年 チ H 》 ク黨の 後 巧に よ b 現責黨 のな 
« としで 代 § に入ク たが、 巧 年 チ H ブク黨 との 提巧 はれて 一八 ホ ーニ 年 政み 引を、 一九 〇 
0 年 チ* ック 人民 黨 のを 巧と なり* お 的 平等 權 をを 巧と しで、 ド イブ 人との 巧 田に 巧 力し 
た®】 九 〇 セ 年 巧び 窝員 とを々、 ドイツ人 にも 巧が された 〇世 ホ 大 なお 發 をか团 にを を 巧 
■獨立に^*021走し、 一尤一八年チ； 3 • スロヴ7 キア^の大巧巧となり一垄一〇年 

ミ 



夏び 一を ー セ 年 巧 a された • 

ぺ ♦シ ジユ (EdId wen を； 1884— ) 

一 尤〇八 年プブ J グ 大巧 因ち 巧 濟单教 お、 一 尤一五 年、 チ エ>ク 巧 立の ため、 スイス、 
フブン スタに 在 クて活 巧て I 丸 I 八ち 巧 巧 立 田の かがと をえ】 さ 二 年より 盈年ま 
で 首 巧を 巧攝肤 が ルタ ホを 母！！、 マ サリ， クの後 巧を となる。 

目下 田！^ 巧に 巧 a する スペイン 化 表 マ グリア ふ 含 adarioga) や 街 生な 長に して ま 
巧 政 巧 街を 巧閒ボ I ブンドの ライヒマン (Eeiohma 目) や 十九 ヶ固委 貝 含 銭 長に して 白日 
か 表 ホる イ— マン K (Paul 田 ymag , 1865— ) 等を ユダ卞 人で ある •ホに B シブる び ド イ 
ブの ユグて 政治 おで ホる： &、 巧 巧 Q 巧 食 管み 巧に SC とに する。 

がに も 巧べ みやぅ に、 ド イブは ユグ卞 人を 巧の 芝地で あつた》 けに、 他の 巧れ の 田よ 
ゎ も、 多くの々 も « れホ ユグ卞 人を し、 丈 化な 上の み 方面に 巧ぶ 巧 固を 巧 おを かると 


♦みはまは ず もが &、 を 活的巧 巧を 巧に 左右して、 サ ホの な 治 巧が に大 をを 歪みを 巧へ 
た^わ 0 み ♦的 かを ままは ド イブの ユダヤ人 マルクスの 生む ところで わつた ぱ かりで を < 
を 巧© 自由 ま « 的 思 巧との 問に 曲 巧た 混血 おは、 巧* おぇて、 今日 人 巧の 巧と し も 忌 
む Y> 共を ま義 のな 床と なり、 その 固爭 手段と しでの ホ命逛 のの だ 巧は その 巧 現への 機み 
を 巧* 典へ て、 かをるを のか 巧を 寒から しめて 來た〇 

時れ みみの 政み に 及 だすが がの 置 且つ 大で をる ことは 今更 まふを でもを いが、 あ 世 時代 
思 巧の 巧 巧 巧が ド イブで ぁり、 その 頭 略が ドイツ 在住の インテリ ユダ卞 人で わつ たことは 
い在資 でぁらう。 

巧 も CQ ドイツ 巧 ユダ卞 人に ょつて 生み出された 近世 時代 おがの まがは 人類 生活を 巧 巧 
化サ しめ、 をな 也を 巧り、 巧が を敕 へ、 自由に お 巧して せがに 陷 らしめ、 が厢サ るぎ 樂 の 
迷路に を ひ をんで、 反識 のぶおを 巧 ひ、 焦な とネ 盾に 人 巧を だ ひ 死 させ やうと しで 居る。 

斯うした 方面の おがは 則 巧 にがてな 說す るから、 ここでは 差しを へ、 ドイツ 系ユ ダ卞乂 



OR ホ巧傳 たはべ てを やぅ 1 

も A ツ A CMartin Eduard TO 口 Siinson, 1810 — さ) は ケオ エ It ヒ •へ 心グに 生え， I た 0 
巧は 巧 生 巧の 大巧で を 巧を 學ぴ 、一八 四 八 年、 フ ブンク フルトの 田ち 15^ に 巧し、 やがて 
•1 ちに おされた 〇 1 八 四乂年 四月、 を 巧 巧 巧と しで、 プ 》 シア 王ヴィ ルへ ル A 四せ に 巧な 
を ti ? でち 絕 され > ために】 時 政 ホを 則 あした 〇 , 

一八 さ 幸な 巧、 が ♦のな にないた ゎ、 畢 問に 專 かしち I 八 五 丸 年、 プ 《 シア 下 巧に 
入り、 巧 年！！ ちと & る。 I 八 巧 セち 化 ドイツ 斯巧 fQ 泛長 となぇ】 八 七 一年】 巧、 
ヴ* ♦み サイ ユに 於け るを 帝な 巧 まに、 巧 帝 因！！ HiiQ おに 於て、 プ B シァ王 ウィルへ ル A 1 
ホに 巧 巧を！ Has 、 一八 セ 四 年まで 巧ち を 巧め、 I 八 セ セ 年 f をを め、 一八 セ 九 年ょり 同 
ろ年畫 、大壽 f して 在ち ユダて として 最初 Q 玫が的 ホい 地 化に 立つ ち 
シュ 本！ < (Hego Stinnea , 1 さ 0— 1924】 は ミ* 1 ル ハイ A に をれ bo ドイツが が 
0 大企業 おであゎ、 默 が 大度 末 巧の ドイツを 巧で わつた •一八 九 一二 年 か* ティネス ぞ良會 


化を R なした Qt 乎 巧め に、 二 1||の錶 山會 化に S がしで 之を々 § 巧した 〇サ ホ大 か 
巧に ホ じで 军誓 おな 食と & つて、 をち ホ窗 をつ <り 、ホで « 化 後 のぞ 命 巧 A をが 用して、 
ド イブを 菜の 巧ん ど あらゆる 方面、® ち お 巧、 石 お、 巧 魚、 «氣 、自働 車 H 菜 •§ 工美 • 
ijur 黃る、 對か巧巧及び錢巧その他に手た巧ぱして巧巧し" ち^|の；15^を巧みずるにま 
つた。 なお 巧 か 田の ユダヤ人 35 S と 巧 格の わつ たことは 見 巧す わけに いか AO 

一方、 I 九 二〇 來な 巧、 人ち 黨 (volispar を ご に* して！！ 員と & り、 ドイツ •アルダ マ 

イネ •ブ 7 イト •ング geutsohe AUge 目 eine zeitung ) 及び 巧エ 新曲 ( Hkndels 目 d 
Industrie zeitung 】 の 蒋 まとを つて、 ぞ論 ホに 巧 巧し、 I 時は ドイツの な ホ 及 ぴ巧濟 ホ 
た したが、 たりに も雜種 雜夕を 彼の ま おは、 遂に 內巧的 巧 巧を 巧して、 そのが がを ホ 
へる ところへ インフレ ー シ ■ン のを 巧に 嗔 坐して たつた 〇 そして 阳も をく 巧んだ が、 巧の 
ち 後 巧 巧の 巧杠 をり、 巧 坐サる ぶちし 0 R 4& 〜 一九二 五 年に 至つて まか 困 g に 
|£り> 遂に g 庶 した • 



s 

シ3 ♦ xrriedAch Jeug Stahl 1802— 61】 はミ ユ ン へ ンに生化た〇 ドイブ の巧 
が 巧を 及び R 治 f 」 て かを て f 。 襄呈 を」 たが 年月 6 奮 ミ。 一八 四 0 年べ 
ル， ン大爱 が おにを つたが、 そ Q なか 一八 一一 面 年には ユル ラン ダン 大巧 お 巧に をつ て 畳 
たおに がは 法 推を# をと して 世 ホ 的に 名を なして 居る 〇 巧ち 化の おち 法 かを W で 神 0 
世 B ^;4 I ^巧をお持するたわ Q 、 巧族ちしくは馬巧共同巧の生巧巧序でわるとホし、 巧おを义 
て 神の 巧 巧に ぶ< おな 的 共同 巧を りと し、 t の 巧が をな て沒 おを まがの お静を 巧いた 〇が 
も^ 〇提 本な 巧と ずると ころは、 ではなくて、 權 巧で わると いんので ある。 が© 地 化 
は 歷を的 法 ♦藥 巧に もへ ー ダル# がに も 巧す る ものと されて ちる • 

被の 政治的 g おは P イブ 巧 巧 黨の黨 をで わつ たこと tE したら、 略ょ 巧仅巧 巧る であ 
らミ 

:| ベ* 卜 < F 江 ® drioh Ebert , 1871— 1926) は ドイツ 共巧函 巧が の 大爱 としてが < 
S れて おる。 巧 巧< イデ ル ベルグに を またを じで 巧 堂と をつ たが、 ホで お f ミ 


々義〇 ま 矣秦气 化 璧巧裘 巧— 會ょ 地を づ くつち 一八 九 一- 牵 、ご， マ 
♦クス ブ K イト こ グ -画 巧 断历ぎ 白®" y 。 良 左 費 《) C ま笨と 
か气 .一九 0 五 年には な會 ちま 黨 のが 事ち とを ぇ】 乂 三年 同黨費 として、 巧 わて 巧 
■||#た§ ち ホ いごろ セ 年を 两黨 3 理と& り涅年 巧 理と & ミ。 CQS 巧 
貪たな^ 憂、 两年 王々 をた は； 妻 Kti ゎす 稱 とを、 巧^^ 人 巧れ まを ち 
ミを 5 としで、 r ィ > なな 豪 巧 f 雪され ち团ち ♦な i に され 、； I 
光 ザ、 寡 -Kigllcs されで 5 し、 一を ゴー 竿、 雲を の規 巧に ょゎ、 選 擧 をなず し 
でが 寞 SK 巧 f れ 、任 巧 琴を 巧ん ザ。 

もャ 4 プマ > CPh 苦を Soh かを f 目， W6r】 は 巧み 巧 エ とな 0、 1 八乂〇 年な 

後は 愛霎と ミ、 度會 巧ま黨 S 巧； 〇晕 、同 黨贊 と」 了碧審 にを、 
一九二 年 田 る 〇 I 兑一奚 、宰巧 T クス 公 巧 巧の おがが 大臣、 同年 主 巧 
まか g 衰 S 、 ：； ’S 《大 まとし 5 巧； 一峯 K はが 共み 政府の すな 



& たつた •そ 0 な、 ヴ* ル サイ の IT 署 あた 拒 fi しで、 £忠 る w 合 画〇 頸 
« K 皮 化しで M ず •一を 10 年より 一を 一 五 年まで カブた ル ( cil ) 巧ち とたり、】 
允一 一〇 年な 來 g 會 1¢¢ である 0 

9 ザ 《 Fordin 目 d Lusalle 、 182&--64 】 は プレス ブウ (wreslall) に 生 をれ、 父 
は 絹！# わなで わつた。 ft にべ ル> ン大 學巧學 中より、 <1 ダル# 巧の 左が H ± としでから 
れで 居た* 一八 四 八 年、 巧な なな 悅 たした 0 で、 時の 官憲に 巧 ヶ月の 巧 細を 申し 巧され て 
辰 巧、 一八 玄セ 年な タ ペル， ンに 居た 稱へ 、♦巧 巧 巧を すると 共に、 自由 ま A に 巧す る 
巧 な QK 巧 Q 巧 K に S をを ザ、 勞 の 巧 命を 巧 » したと 稱 さる、、 巧 働 ホ網領 
《 I>M Azbeiterprogramm) を I 八 さ 牵に公 ましち が 併し 巧の 巧 巧は 巧 9^1113 巧に 
阳 ふち 

ところが、 公が ちに 於け る 化の# 巧と 之を 印 則した 小冊子とは 化の 勢力を ホ 巧に 勞 5# 
—Kli* サ しわた 9 1 八 巧 一二 年、 普通 選 ♦を 植 巧して、 ア人 ダマ イネ •ドイッチュ .アル パ 


イク I フょ ライン (Allgiein® けさ tBot* Arbeiterverei 口) 卽ちド イダー 板 巧 化 者 化を 
を 巧 巧し、 巧び 巧働ネ にお 巧を 促した 。一八 六 四 年、 一女 巧と 〇巧受 M なから 資巧 にみ 两 
を 申し込み 、その 巧 Qg 傷が 巧 因と をつ で 遂に 巧ん ガ〇 
巧は ド イブの 肚貪 主義 運動に 巧 巧を 巧みを 巧へ たが、 化の 世 ホ 觀 はかを り 巧を 的で わり 
マルクス ミ蔓 的巧卖 神が みけで 居を 爲 に、 团夕巧 貪 ま？ 肚 ♦改窒 まとを、 巧 
がが 巧 & るリ I ドの 貧货 錶 巧に ょつ で 巧 傑を のな 巧 巧が 席を 巧 明し、 B 巧 的 巧 巧を をけ る 
勞街ネ 生ま 化合に ょつて、 貧 巧 法則の 推 g を 巧した やぅを t とは その か 巧で をる 〇 化の あ 
なは a J ド ぺ ル ブ ス (Johi Rodbertua , 180&— 7タ ブ B シ r の大地ま、 法摩おに し て 
經 WIMV) のが 導を 巧 も 多くを けて 居る と 巧され る •化には 又 巧 摩 まとしての 著さ も わる。 

マルク K (Karl Heinrich Marx, 1818-83) はみ 夕的 肚會ま 《0 銅 おを でぁり、 因 巧 
プ B レ タリア— 卜 のぞ 命 的 巧 紋两爭 論理 あび 實な巧 るの 巧 立を としてなら ざるぎ は 無い • 
化は 一八 一八 年 五月 五日、 プ a イ* ン巧ブ イン 州の 卜 9 エル Arier, Rhein, preuasen) 

iC ホ 



交 

K 化 ♦の ホな ♦げた 〇 瓣 宙壬 からみ ホ！！ 巧を と 度り、 ー ルー亩 年、 なが 六 g のが 改宗した 
父 化が なな 巧で わった。 

化は ポン大 ♦と ペル— ン大學 でを 律 及びを 军を W 堯 し、 I 八 四 一年、* ピ •ス哲 巧に M 
卞る 論文に ょり、 イ H ナ大 # か ら畢化 ミた。 夕を 時代には へ ー ダル 巧の 巧る ま g まで ぁ 
ヴ たが、 へ， ダ ホ ホ 左！！！！ の 人み と 巧 あずる ぅちち ホ 巧に み# A 的に & り、 革 ♦的顿 巧に 
« で 巧んで 巧づ た- 大 ♦ホ 業 後、 ポン 大» なおに & らぅと したが、 ぶ 人 フォイ 王 ルバ， ハ 
(Laawilf &ミ8 i ' ibaoh . 1840-夕 唯か教 巧を ま、 自由主義 刑法§ 、： Paul JO - 
llaiiii Anselm Bitter Ton 巧 ミ erbAoh Q 子】 及び パゥア I (Br 目 o wau 夕 1809^>-83 
ド イブの 誇# か！！ 荣】 が 共に な 巧の 巧 18 巧 巧に ょりお 職を ホった 事 K にち 面しで iM し、 

1 八助二年、 テ イ ン巧ホおプ ル ジ a y ジ I の5¥11巧ブ イ ンお坊 OEtheinisch ® zeitung ) Q 
iir 薄 占 &0 ホポ 、が も & くな 巧に 巧 おされ ホ。 涅年セ 年 柏 0# わ ミでぁった イエン ユイ 
《ジ目 J ミヴ tTASt 扩 i さ】 とお# しで パ ， I に ま > 、化 巧で ル I ダ ( Am を d ぎ 夕 1808 


へ J ダル ♦巧 左 « の 巧 f) * も 巧 か 年み (。き tschIFranzdsi 累 he Jahrbucll) 
を 巧 心、】 拍 で度刊 しわが、 これに 一切の 班 巧みに おする お 巧の ない あ 巧を 下した お 文を 
♦いち ホで 一八 巧の 年な ちを をな かま 巧 的を 「前雙 (vorwiirta) 誌 fc 巧 巧し ち 
巧 時 巧に 化は 巧 巧#、 フランス 巧せ 含 主義、 フランスを 命を をの 巧 巧を 進めて 居た が、 一 
八 四の 年 •エンゲル KOFriedrior Engels, 1820— 95, マルクスの 巧み 的せ ホ まな 爱 共同 
ぎ】 と 巧 ホり •なを 四十 年 巧に わたる 巧を を 同を としての 夕 並が お めら れた〇 が タニ 人は 
最もみ 也に パリ I のず 命 お团 粗に を 加し、 一八 四 五 年 一月 あに、 プ P シアを 巧の 壓迫 のた 
め パリ I をを 政され、 ペル ギ 1Q プリ H y た ルに をいた 〇此 巧で 化は 巧 巧 おれ 共 まま なま 
同 a にか® した。 そして その ま毋を 受けて •ユン ダ ルスと 共に、】 八 四 八 年、 共 產黨を ま 
(dm Koxamunisti ま he ぎを をを) をを ザ替 表した 〇 これは パ 9 1 巧 在な ホ、 巧々 の 小 
ホち 的 まなを 巧 其し、 的プ C レ タリアれ かま 義卽ち 共産 マルクス ま* の 理論と « 
巧- vog 本ぶ 巧を を 的に 表現した もので わった。 

ホ 先 



】八四八年〇1頁^0^^:てををせされ、 ドイッに於ける言^0^^、 一年扣巧ヶ 
王オルンで巧ブイン^^8を宿巧したが、 ドイッょり巧び迫せされ、 パリ—を巧で、 一八四 
九 年 a ン ドンに 巧气 愛まで 巧 巧に た ホ 生活を « けち 化は 一八 五 0 年 ミ 十年阳 > ミ 
運動を もやつ た。 ぞ杳 巧る みい 0 

《—ゼ (田 ugo Haas 夕 1863-191 さは ド イブ 巧 立れ 會巧 まなが 立夕の 一人で わるた 會 
ま！！ まで わク た。 

I 八尤セ 年な を、 社を 巧 ま 黛れ g 壬と して 同 黛 中央 渡に 馬し、 ベ 》 ペルの 巧 後は な 貪 ミ 
ま黨 の お 巧を Q 】 人と をつた 〇せ巧 大戰 には レ デブ I ル (Georg Ledebo 目，！ 860— K 
イクむ 會ま 18 お 治を】 及び カゥ ブキ I (Karl Johann Kautsliy , 1864 ― - S Jg を、 歷巧 
巧に して 胜會 主# 蹇 ぎと 共 S 時ま忆 同な」、 後平 和ま e 的襄 とを、 ホで ベル 
y み* クイン ( Eduard お *吕を ぞ 1860 -, 化 貪 ま お 者) •カゥ， ♦! ♦と 共 だ、 な會ミ 
ま*！! 共働 面た びに 巧 立せ 會 ちま 黨た « 立した • 


ー ホ I 八 年の A 1 ペルト 第】 ホ 政 巧の かなと & つた 夕 里 年 愛 圓 の w 巧 KCMI されが 巧 
まれた 0 

ヴ 4 ♦ベ ♦ A •リ —ブク ♦ヒト (Wilhelm LieUcneoh ザ！ 821119 00】 は ザ 1 ♦ンに 生 4 
れ 、學を 時代から 巧 ホ 的ち ま A * 活 でぁつ ち 一八 四 八 年の 襄運 S に f せる ち 政な 
のを おを がれで R ン F ンに t かした。 せ 巧で マみ クス 及び H ン ダル KO 精神的 脚な たまけ 
て、 巧 ♦的れ 會 ま！！ 者に たつた。 

1 八巧九年、 ぺ | ぺ ル cl'gdinand August Bebel, 1840-1918 、 た會ま義を) と巧力 
しで、 せ 貪ち ま 重た 角立し、 一八 セ 四 年、 初めて！ ■貪！ となる 0 】 八 尤〇年 W 巧、 黨 の 
フォア ヴ* アブ aor ^& rt •，前 お) のま 擎と & り f をが つた。 彼は 撤 巧が ちドィ 
ブ軍面 ま！！ にだれ した 爲に度 A 巧 巧され たが、 遂に 讓ら & か 0 た。 なは 外 g 巧％ 4 を fig 
したは どみ 田 巧に 巧 じ、 巧な 的には 理 A 巧と しでょりも 實巧運 面 おとしで みられた。 

《 1 * •リ — ブク 幸と 卜 (Karl Atumst Fsdilumd Liebknecb ザ 1871119 19 】 は父ヴ 



.さ 

ィこ： の 入を に ブイ プチ* ヒ ( Laip をで， ちを 律 及びち 巧 ♦を ミで— 
f と ミちす を ドイツ SHU 巧— Q 左 蓋に！！ し、 靑年巧 違を 覆し、 で 巧 軍 主 

- Q _ P^Eees c & A 白を m ; 重目 g ) 

を ホ述 あを しで、 巧が 反逆 巧に 前 はれ ホ 0 

一九 一四 年、 せ 契® 名を 屋 し、 巧 貪ち ま 系 篇資 ホ、 2 乂卖 しで 奪 ま 

にな 勒 ホ 巧、 S かとされ 巧 巧され た 0 

なは この 巧を スパルタ クス 函卽 ちを の ド イブ 共產黨 の惡に 巧手して ちた。 ー ホー、 
お 0 ド イダ f は f 巧ょ ク巧化 レ ホが、 妾 ホに 巧 レ、 プ 。レ クリア 巧 f 產レ て、 
E 爭を钻 わ レた 爲 、その 巧 ひとしで 、 P — ザ ： ブル グ とお K ， ヘル， シ巧 かで ミ 
された 0 

* ミ乡ミ (EO さ Luxemburg , 187111 1 ? イツ 巧 命 慕 Q ホ堯 巧者に し 

て マルクス ま 鐘 論 おとして 巧 動し、 忌 度は しい 共！ 共ぉ投 で 者で わつ た。 


狼ホは ポ I テ ン •+ 】 八义〇年、 K イ K に巧をし て 、 ポ I ブ ン F の^*|.^巧巧に 
w #5 ま 持を みへ、 巧 後 ドイツ S り、 ボ •ランド 遠霎 おで 巧 曲し ち 

1$ 五 年© ロシアす 命中、 ヴル ブ| にが 入して ホ 巧され、 ドイツに をみ されを。 ■ 
ポル》* ヴ ィキ I を ま 持して、 I 尤〇七 年 B シアせ ♦巧 ま § あ回大 貪に ポ I ランド 代 
をを して 化が、 ス チ*， ト ガルト 西辰大 かな 巧、 益ょ ボル シょ ゲィズ A に 巧 巧し、 ドイツ 
肚貪お ま f 巧に をって、 ぶの な 巧から 巧れ 地 ホ 大抵な 巧 K おを 義的 おおぶ と々 た 〇ツエ 
卜 ♦ ン ( clan ^ Zetkin , 1867—, ザ ク セ ン 生まれ Q ド イ ツ Q お人共產まをを】， メ ー リ ン グ 
(Fn Me 臣 ロタ 1846-191 タ ドイツの マルクス ま 巧者) と共に、 雜巧 インチ ルナ チ， 
ナ I レ onteitionale 苗 お) を 巧 巧、 力 I ル •リ 1 プ クネヒト と共に スパルタ クス 函を 
化 巧した 〇 巧 爭反 おで 巧 巧され た 宿、 巧 中で、 み； ス (Junius) とい ム巧 ホで 書いた 小 
ホ子 、 eKrise ds 802 £を巨 8 をぞ- は當時有をでゎ〇ち 么れは》瞭共巧黨に拥する 
者なでわるボ 1 尤 1 八年十 1 月^|!|-^、 巧ホはリ》プクネヒト，^4|!;巧して、 巧# CBote 

ホ 色 



Fahne ) た姻 JPJ 、 ホいで 同年 十二月 ド イブ 共產を 梅な し ドイツ 巧 の 共産 ま！！ 的 左 
冀をお 巧し ホ 0 

ー ホ】 九 年 一巧 革命の 巧 化で、 一月 十 立 日 カ ー ル •リ ー プ クネヒト と共にな 巧され た* 
著 香 多 巧を り。 

ク— ♦♦ウ CWalther Rathe 白 au , 1867119 22】 は 工業 お エミ I ル •ブ 1 チ ナウの 子と 
しで ベルリン にを i れた〇 

技巧と して 父の もとに « いで 居た が、 一九 一 五 年 父が 巧に、 その後を ク いで、 電ミ巧 
A . E . GQ 肚 ちと & る。 一乂 I 四 年、 プ 《 シア » 時 巧 曲の 巧 巧に 巧し、 巧 巧 おがを 肢 けて、 
かを！！ ちな « 時な 巧の 爵 巧^を 曲 巧を らしめ た 〇 】 九 二 一年、 ド イブ mg 巧舊 大臣と 度 
り、 フブン ス巧舊 大臣 ル 1 み* 1 ル (Loois Louobe 目， 187 f , フ ブンス Q 政治を、 鐵巧 
巧历、 大«に巧し長窗を獲た0 軍喬大ち 巧*443|<巧袖、 度巧地城<^|;大ち 巧巧 な巧 
等歷 きと ヴイ IK パ I プン し、 フブ； 巧康维 巧* K 巧す るみ 資 巧せ 巧し、 


一乂 ニニ 年、 か 巧と なつで、 ジ •'ネ ー ヴ巧 巧會 なに 參 おし、 同時に ラ， パ" で 》 シアの ク 
ブ ，シン (Leonid worisoTitoh Erassin , 1870 — 一巧 さと 獨巧巧 化 を した 0 

化は お 巧孜巧 並に 巧 巧に ちじ、 巧 本 ま！！ とせ 貪 まなとの 巧 巧、 又な 化せん とする 
巧 巧 生活 上の 巧 神化に 巧 力し、 I 方 政治を としで » がちを の ドイツの 巧 局 打開に 巧 ホし、 
巧函の猜巧をおけんとした時巧が化の巧一人をでゎった。 1尤二11年ル^|5大臣在巧中、 六 
さ 一十 四日 ペル， ン巧 中で® 右 波の ためお 我され た。 

々ゥツ 年— (Earl ジ hann Kautsky , 1864 — ) は 今の チェック •ス B ヴ y ク (巧 時才 1 
スト リア 巧ポ へき アのを 巧) に 生まれた。 

巧 一ー インク I ナシ ■ナルの 巧 巧的理 なおと して みられて ちろ ゥイン 大 » で歷 たみ ぴ哲 
學を 修め、* ンダ ルスの 巧を 指 巧を まけて、 マルクス ま »の 理論 おと & クた •一八 八 111 年 
ドイツ か 會巧ま 黨の巧 巧！® S なお 時代 (Die Neue Ze さを か刊 、一八 八 五 年ょり 同 八 八 
年まで、 その 巧 巧を として ぺ ルン シュタイン タ の お 正が マルクス ま なぞと 抗争して、 正 巧 


巧 マん クス ま «Qa 論 的* 5# まの 巧 化に をった • 

ビ K マ ル ク 0社かま#なが々が撤なされをををの j 八丸 5、 エ ル フ ル こ屋^^】 に 
巧を ホ ドィッな 舍巧ま 黛 乂會 のた ろ 巧を ミル フルト 塞 負 ヴ 
をを 薄した。' せ寞 度た は 巧 ■賢と して、 I 時 巧 巧を ま 持した が、 ー ホーぶ ち だ おし 
で 巧が まら か ホされ ち； 1 セち 巧 立肚會 おを 装して、 夕 おがに な 碧 だ 
致を した 0 

同年 十 I 巧 Q P シアを かにれ レ i ンの お產ぞ 巧を 静に 反を して 篇哦 し、 化合を ま. 

の 立場を 捷巧 しち 一九 一八 年 T ペルト？ ホす 命な 巧 Q か 探み をと 芝 巧 ドィを 
♦巧 ま* 《 Q 元を として、 ッヴ r 卜攻蒙 Q ホを を澤山 香い ち 
3 — ン ( Korn } 巧 ー ホ エ ー ベルト 共 巧は 巧の 巧 法 大臣 0 
ベみ ブ ヘルド (田 ミ held 】 は 同 巧を ホを 0 

ベ ♦シ シュ ♦< シ (EduarA wenw を in , 1860 — ) 化べ ル 9 ン た 生 S れ、】 < セニ 年 ド 


イツな ♦ちま 黨 にみ 入 •一八 八 一年よ b 两尤〇 年を で •巧を 「巧 會 ちま」 (ぎたら deik を) 
ま 巧と しで、 度 府を攻 擊 し V されて 一八 尤〇 年より】 年阳 、一ー ン ドンに 巧 在した。 

ホいで】 ホ 01 幸よ b 国 ハ 年 で •及び 一尤 1 1 1 年 帝！！！ 窝會に 3 W されて 致 員と なつち 
か 正！^ 看 主 IS ( ぞ viaioiiiiSiMuO Q ちかと して 巧！！ せる ため、 正巧祗 マルクス ま 巧を に 
な 巧みれ、 ー ホ ー六 年の 黨み巧 0 巧は 巧ぶ 巧に 屬 して、 巧 爭是設 の 夕が 波に 反 おした が、 
後一 义】 ホ 年多數 巧に しで、* I ヘル ト巧 一み 共 巧內閣 の 大巧 ホを とる つた 0 
«はド イブな 舍 ま！！ を 中 《 1 として 認められ 、そのを 香 も ♦巧 わる。 

プ B 4 K (Hugo Freuss , 1860— 1926) は ドイツの 法を 巧 ま及ぴ 政治を として 知られち 
一尤 CH ハち ベル， ン巧巧 大巧な 巧 寒ち となるな 渔サ 隱 巧黨 に* して、 巧 巧改巧 及び 
巧 町 巧 巧に S 巧し、 一尤 一 0 年べ ル 9 ン 巧を 審 f 、 一丸 一八 年 十】 巧 十で 日、 ホ戲 後の 
をな か 及び B ま 3 食 0 たろ 憲ホ のぞまを お ザし、 I 九 一九 年の マイ マ ー ルミ か； 衝シ がぶ 
巧を 興へ ホ •一 尤一乂 を 頁より ス 月まで 內務大 ち 一を 一一 年な 後プ P イ センが 方を を 

セ ホ 


1 



の！ IN となる 〇著香 多し • 

フ * インド ( Fr 《目ろ は ご イスが 巧み 大屋たり し 時の 巧み ホを。 巧を ちま fo 

7 ヘン ( oobe らは T ペルト 巧 I ホ 共 巧 政 巧の お访 巧ち であつ ちれ 俞 ちま ！ 0 

:ミ 7 H ルド 香. e & ld ) はプ ■ イ；？ ホ堇 政府 § 巧大ち 巧 ♦ちま K 
頁 0 

，イネ マン ( H も 口 emanp ) は！ 一— > 1 ン フェルドの ホを。 れ含民 ま！^。 

シモン ( sf らはプ a イ* ン 巧-ホず かを 巧の 大蔵大臣 とな ク た。 な ♦ちま f 。 
ヒル シ * (Hirsoh) は 巧 巧 巧大芭 にしで 化 會巧ま f 〇 
プ ，シ * (B§10 は 同じ < 文 巧大芭 にして お 貪 巧ま^。 

プラ ゥン (Brag) は 後に プ； 卞れ巧 重 巧 曲の ま 巧と & つた 夕最 巧の プ •イ古 y ホ 
命 巧 巧では！* 巧な 大芭 であつた • 

ブ 5 ( Wilhelm ぞ口 1862 - 1 §】 は ご， ンに 生た 巧 《忌學 たがろ ミ まか 


巧餐に 人り、 一九 00 年サ ♦ア A (f Sams ) か 事、】 九 こ 年には « 巧 大臣と &り* 
I ろ 八ち かな 大臣 t で 政 R 後 Q 巧ち 地 喪 をち 巧し ち 
I .丸 111 年な 巧、 国 穴 年を でな 日 ド ィク 大巧と して なられ、 义葡日 おとして 日！！ 义化 
の 交 ホに 巧夕の 巧な を 巧した 0 y 
ホに P シアで をる が、*! シアは ザて ユダヤ人を 巧 巧に を 待した ので、" シアに 在る H グ 
卞人 のみならず、 をせ ホ Q A ダ卞 人は ロシア 帝な の 巧 巧に あらゆる 手段を 弄し、 遂に 巧が 
大度 (それは かを ユダヤ 入の 工作した もので わり、 i は 信仰 上 かち 所謂 ハルマ ダ ド y 
の 度 QfHiE 巧と 見なした) に提 がの 巧 貪を 巧へ、 遂に その 目的を ました 0 

じの巧たを^|1|の化で染めた" シア大ぞ命が、 ユダ卞人指巧まの手で巧はれセことは、 
一丸 ニニ 年に あける a シア ま 配 階れ 中の 代を 賞 五 四 五を ち ユグ卞 人が 四 四 セ おを よめ 
て 居 ホ 巧* でもを るに 巧 巧す ると ころで わる。 この ユダ卞 人 まが 六十な 巧の 《 シア 共を 巧 
A を 111 ||し、 ミち 萬 0 をせ ホ 共 iSMW を 巧 方と して、！ 值二干 巧 Q ロ シア 苗 巧を ま おし、 

ミ 



ホ Q 巧 化 Kg A と L て US 巧 K を.^ 巧れ ざらん 辜 怖れ サ は 巧ら 

れ ミ。 

. A イ てと.； ブの暨 は 加 K 接 サ るの 巧ポ わる 0 で •ホ 忆巧代 巧を なは した C シア • 
ユ タヤ 入 巧を 衆 に 移る とそに する。 

レ 主： 夏 区 ジ をけ， 丰ホ Vladimit 呂— riiiinov , 187 f 1924) は ソゲ エ— 
トニみ 28 ホと. しで、 文 美 iMHS 々巧 QK 現 者と し ミ シアを 誓き を 人 聞と 
ち赛 まらを 考ミ わがろ た 存在で わつ ちな は 一を 巧 巧で わる ユダて を 父 

と L でジ シピ ♦《ク y § れた。 

义 で* みこ ク fv ド ♦•ゥ ，ヤノ 7 はぺテ ルス プル グ大舉 に在累 、ア レキ サンド ル 

sswwsilkIwlLV 、 一灵七^^^^^^系だミれち 化080をはじ0巧を 

^ えづげ * SSK とい はれ 30 化 iMtUi 十 セ« でを つた 0 
次 S ミ ザンさ k 乂夕 、さ A ま！！ 夕痛 動 K ミし、 巧ら マルクスの 資本み 美み 


に ホ • 

一八ろ ちた 貪 ま！！ ま 者と しで 致な nf まけた が •巧に ペチ ル K プル グに乂 ♦を 
lb ミれ、 ホ キ蠢 した 0 

隹な$ 中よ 气熟 公た マみ クス ま！ M ? としで 革命 Ufa に參 かし、 原 巧 共 fut 巧ち 
し 、 マ ♦ ク K ま義に 度巧する 少 ■ I i 午 ( Nurodniki ) に だ«し で 、 無^8^6&がせ會ま 
nogolllBK ミと 說 いた • 

- A を 年 > マみ タス ま！！ OIMMImw 巧网 B を 組織し で、 ペチみ K プ来グ で 巧 ■し > 
f 八乂セ 年、 クぺ ，ア < 11 幸 されち 流刑ち 三 シアに かける 資本 ま 《の 巧 
達」 < M | i ミ I 光 00 キ> 济巧滿 了と 共に 目 かにた ♦した。 

スイスでは* ブレ 《ノブ 《 Georgii Vlkleatinovitoh pleohimov 、 1867 — 1918 , P シア 
の マ* クス ま！！* 論 家、 タン か！！ ヴ イキ 巧な 治 家】 •マ* トフ CWarto ィ • 187811938 ^ •シ 
ブ ©社 會ま 等と み 沿」 (pkra) . を 巧 巧し > B シアに 巧を して マルクス 修正 ま 

A 】 




All 

義 者 及び s 濟 ま！！ ホと！！ みした • 

一尤 9 军 、こ ドンで、 "シア 班舍 ま！！ 巧 働黨こ 八 丸 八 年 巧 巧の 第二 面 大會夕 
H 個され ホが 資格の 阳 苗で、 ポル シ H ヴイキ (多數 巧) と タン シ * ヴイ午 (ル數 巧) 
と*^々巧した0 化は1を革命の資巧巧動に1^|^するをのみにが巧し、 お^6||^わのまな凤 
B をを* 巧と すべし、 とま 巧して、 ♦數巧 0— となつ た 0 
イス クブ (义 巧) は當時 メンシ * ヴ イキに 担ら れ てち たので、 tQg # なをを おして* 
一尤〇 己年、 巧し. く® B 巧 ゥぺ， * ，ド 為 巧、 tjperiod ) に據 つで、 巧 度 ま！！、 — B ま 

巧に Iti おし、 香、 資巧 S ホ 面を 巧を 舞 蒙し ち 

一乂〇 丑ち 第】 を 巧赶サ しめ、 ♦ K 3 1 に 巧 入して 夕 命を おなした が、 なれて a 
库田 ホへ 亡命し ち 其 巧、 巧な 「プ B レ タリア」、 r 肚會巧 まさ 、 r スヴ H ズダ (里) 与 fc 
資巧 し、 又、 一尤ー ニキな 巧、 曰^: 「プラゥダ ( prav ぞ W 理 とを 巧 巧した。 

パ？ では ボル シ H ヴ イキ 勞 働# 巧を 整して、— 志 養 巧に 巧ろ ■かを a シア 0 


巧 働 運動た 551 !t した。 反動 時代に、 タン シ H ヴ イキが 地下 a 巧を 巧窠 して、 ^ にょるを 
巧的淸算ま義を巧巧するや、 敢がとしで非合巧ま義と^がが巧た巧叫して、 之におが 

しち 

一ろ 四ち R が大 « 勒 巧と 共ち 才 1 スト リア 政 巧に ホ 捕され、 スイスに をな されて 
一 乂ーセ 年まで ホを しち その 枯 チン マ- ヴ ルド、 T シク-ルの 百 巧 非 R 貪 巧に 化 巧し 
g 田な 貪 ま！！ 著に 巧 巧し で、 を ニ インタ， ナシ 3 ナルの が 立を 企てち 

一 尤ーセ 年 一貢、" シア 革命 0 巧话と ホに、 ド イミり 襄 巧を をろ 密閉 列車で ペチ 
み ス プル. グへ 入りを ち プル ジ "•ア 巧 ま ホ 命を プこク ，ア 5 に 轉巧サ しむる ことに 巧 
力し、 その ホ 命 巧 論を 農民、 巧伤 者、 兵 ± の 巧に 宜傳 し、 ネ命巧 時な 巧の 度 爭« 巧に 反 お 

し、 巧 望、 農ち、 兵 まソヴ T 卜窒 を妥」 ちみいで、 同年 十一月には、 豎巧 
出 ミこ ン K 年イ巧 時な 巧を 巧し、 自らは 人民委員 g 長 S ♦され、 ブヴ T 卜累〇 
基礎を 巧 立した*. 



5 

一ろ 龙年 ■巧 會 一一の 同 お チン T ヮ ルて 辛— ンタ 1 ル 等と 巧 ミ インタ， ナシ •ナ 
なぶ • モス 31 に その 巧 I 回 - K 舍， WJK い ホ •な 來 巧々 i で、 ッヴ 王、 卜 の ミ 上の 
獨栽ホ > •シア 共 1 * インク— ナシ 》 ナル 共巧黨 の 巧 巧 まとして •» ち 的 巧 在と をつ た 0 

多 ミ 著 f • 

そ 《巧 S 」 マち 養 ミ fn 巧を 葦 I 芝 > かし、 巧 全 ミ 8 を實 現して お 
>た ♦げた#、 《〇爱 と 5 と蔓み S れさ 5 ま < siQ 花を 《かせで 唐る • 

ト ミ ♦, (^^口 本ち， Lct Dovidov Bronatein- 1877 — 】 は H ， ザべ 1 
F グブ IF の A グ卞農 巧の 子と しでを i れた • 

5 ッ ♦大 ス後 - n ブ H ブに移 > 革 命運 ttK 參 なした •ゥクライナ 巧爹丙 « 
にち し、 一八 尤八年 心 逮捕されで シ ベ， ァに 勇と & つち 一九 011 年に 晚 まし、 巧 五 
年 ミ > イス クブ S 辑 にが 事 •同年》； ロシアす 命の 巧は ぺ テル スプ入 グのソ ご一 
卜執巧 fg でぁつ たち ま U 失 ホして 捕 へられ、 ホいで をせ まを。 一 尤〇セ ザに ホ 


得意の R 走た K み ■ホ. へ t 命した ••ン ドン© れ俞 ちま 黨夫 合に 化 巧し、 ホいで ヴィンに 
移り、 レ| * ン等とプブゥ^^1*{た巧行した《 

サホ大 « 當 時は パ— 1 に潘 入し、 ナ— シエ -Ka ヴオを した 〇 1 九 ニ ハ 年、 フブ y 
K 政 巧に 巧 捕され、 スペィン にを 放 〇 1 九】 セ 年 Q S 巧 巧く »K 曲 巧た 〇 ケレン X 
キィの な 時 政 おょ々、 ボルシェ ヴ ィキ か ♦の 罪名で 窠 « ニケ 月' にな サら れホ〇 十一月 ホ 命 
にはレ| » ンと共に中むとな〇て巧巧し、 巧か巧巧後はルな人巧を員友、 

ち 等に 歷 巧、】 九 一ニ ニ 年】 巧々 脚、- 允二 五 年、 お ホ 巧巧會 議# 巧と なり、 一九二 巧 年、 
ジノ ゲィ ェフ 等と 共に お反對 波を 巧な， i て、 ism ホ 政策に 反對サ るた め、 その 地 化を 巧は 
れ 、一九ニ セ 年には 共產黨 ょり 除を され、 トル キス ダン 及び トル n へが 刑に された。 

备«をホをし&がらも、 》シア巧がに指々し、 巧ぇず巧挣巧巧の^0^巧巧ををし樓牲を 
曲して居るが、 么に|^^した化は目下メキシ コにホつて、 拥ホにみかされ乍ら、 スタ！ — 
ン ー巧 tAII し、 をた #應'の 不ミ はッヴ *1 卜 ©を g も 接がして ちる。 スタ I リン も卜 



—ブ ♦ィ〇 生が する 曲 はれた 巧く しで g れ & いとま 0 た 化 態で わる 0 

々—ィネフ ^. Kamesv , 本を、 Ley worisvitch RoBenfeld , 1888— 1986】 は ♦ K S I 
で、 ユダ卞 人を 師を 父と し、 巧 整の 敎 麻を 巧と して 生まれち 中學ネ 業を、 エ 藝學 巧に 入 
つたが、 1 1 年で 巧 巧を 命 せらた I ホ 0 】 年、 a シア 巧 貪ち ま黨 にか 巧した。 

1 九〇五年の^0-<|1{1、 國かにた命し、 1 時卜 B ブキィと 一 巧でゥィ ンでプブゥダ巧の細 
輯 同人と をつた。 世み 大 R で 巧び B わアに 巧り、 一九 j セ 年の^では g 巧を 巧 割を 巧 じ 
ち累 政！！ 巧 化と 共ち 人 巧を 員 貪な 長 代理、 黨 中央を 員、 巧 働及ぴ 巧街會 等 0 
史 職に わつ たが、 一丸 一 一六 年な 巧、 卜 n ク キィと 共 K お 反 おお 巧 柏と しで.？，， ン 
(JOBiph Sta lin , 本を デ* ガ か* ヴィ， Dzhugashvili, 1879 — 】 な 下の ホ 巧 巧に おなし 
で 勢力た々 ひ 技 伊 大巧 K 左 f れ、 58 1 奪 はれた が、 一時な 巧して、 スタ ，， X 
に 巧び* はれ おに 一九 一ニ ニ 年巧换 あされ、 一九 云ス月 八月 二十 一二 日、 ジノ ヴィ ユフ 等と 共 
K 巧 巧のを せを まけた。 



3 , 7 エ OLdolf ilbramoTitoh Jo 夕 1883— 1097) はク ，ミヤに 生* れた •年み にし 
で需學にをし、 且つ^^な»にも夕かし、 】尤二1年な«されてシぺ>ァへをなまれた。 
1.尤 ー セ年歸函し、 十 】 月の B シァ|<*^に夕かし、 ッヴ 王 1卜か»人巧をち 
と & り、 プレスト-— トサ K ク貪 s にを* として 手 W をが ひ、】 尤 一八 年には 巧】 ホは W 
大巧に 任ぜられ >】 ホ 111 一年、 ち 當露ま 含 g ソヴ H 1 卜を植 としで 巧！！ す 0 • 

一を 三 一一 年 (大正 壬 幸) 日本へ 束 fg ソヴ H 1 卜を權 としで 巧 巧、 後囊 やとが 衝 
したる も、 巧氣 のた め會巧 中を で 巧 B し、 ホいで なみ 大巧と & つたが、 巧】 九 一ー セ 年 十一 
月 セ 日な の 白 巧を 遂げた 0 

又， ク B フ ( J . M . Stekl ミ， 本を ナ 《 I * K Nahamkes . 1878 — ) はキ H フ大睾 1311 
生と しで 巧 究 にが 夕 し、】 八 九 四 年、 巧會巧 ま*!! 巧 » みかの ため 巧 捕され > シぺ 9 ァへ 

十ヶ年 0勇£ せられち 一堯九 年、 g かに 巧ち ホ 命这 S に夕擎 。一を 晕、 

•シア 社會 ちま ミ 爱 を、 ザ来シ H ヴィ 午に か 入し、】 尤二五 年まで ッヴ H — 卜 1 中 失 



巧 行を 員 貪〇 808 ィズご K チヤ ま 筆で わつ ホ ホ、 f を！！ 中央 執行 雲で わつ 
ホ。 

ジゾヴ 主 7 香 igorii Zinovi ミ- 堇は アブ ド ミル スキ づフ 'ソへ ルバ ミ • 
ski Hue 一一ち ba 百 m, 1883 — 一运 さは ノヴ オミ ルゴ* t •.で 生 i れ 、ペル y で 化！！， を硏 ホ. 一、 ホ 
いでを# た！ &ん》 。一尤 C> 1 ち 巧 會巧ま となぇ 一九 0 セ 年には 同黨 の 中央を 員と 
なつち 共 巧、 なが、 巧ち 亡命、 >5 生 巧し をち 黨の**^ た ♦巧 ま； 
にお « し、- 九〇尤 年には そ 0 ま 筆と たつた 0 

一九 一 わ 年© 巧 動には そ© 中 かと & つて 巧 a し、 巧 巧を 巧 0§を 員と るた 巧に 
を ニ ィンタ— ナシ S ナルの 巧な をは そ Qg 巧で わつ たが、 I を ご ハ 年、 卜； T 夕と共 
に巧反巧巧巧拍〇 1 入として、 ^|85|^濟政策にだ對し、 スク|，ン、 ブ《， ン#と巧《して 
中 失を 員 貪 政治が を 員を 巧 ぜられ 、更に I 九 ニ セ も お 名され たが、 巧 年 巧 巧した® 
併し だ おが i が 春 巧で、々 I ゾ ネフ 等と 巧 两〇を ホを ちけ bo 



9 ザブ • (Ksl Badak , 本ホブ ペリ ブン 、ぞ belisn , 1 B 83~ ) は ス クミ 
ャ 人と しでを まれた 0 

お— ブ’ \ ド や ドイッの ホ 命運 動に 參 かした が、 大找 巧を 致 ヶ月 後 スイスに 移 0、 】 九 I 
セ 年、 ロシア QS 月 ホ 塞は ボル シ玉ヴ イキ 代 まとして 、ストック ホル A モ 巧！！ した。 ホ 
いでな 因し ロシア 共產黨 にか 入した。 

十一 巧 1^^、 プレスト.！ ト ヴスク のが 巧會 なに ブヴエー トが 表の】 ぶと しで 访 ホ、 

1 ホ 】 八年のドイッ^|*^に巧しては、 ソヴ H 1卜お巧を員け表として、 ドイッ共*8<<か么 
大 會に夕 かした 〇 スパルタ クス 田 巧 » の ホ 於で を 巧され、 一丸 一九 年、 P シアに 巧 遺され 

た • 

1 尤一一巧年、 巧111インターナシ9ナル巧巧を員とをり、 ブヴエトト*|^共產ホ$を員 
在！！ 中に 力 I タ ネフ、 ジノ ヴイ エフ 巧と 巧 反 お 根を 巧 巧して、 薦巧 政策 だ 反 巧せ るた め 
一を ミ 年の 黨大 貪で 除ち H みだな。 た。 

i 



さ 

巧、 阳*&^- il されで巧黨したタ ブブ|||卜首；|1ホの第一人をとして、 ィズごスチ 
ヤ巧 か# 巧 度 在 g ち お 巧 本 巧 事件で 同 ホ 十七 あと 巧 巧され、 1 九 云 セ 年 I 巧 二十 九日、 
ツ n ル こ フタと 巧 I 等を 巧 ザら れで 、巧！！ 十 年に 巧せられ た 0 
ブ八 IUA (Nikolai Ivanovitch Buoharin , 1 塞— 】 は 拿 中 學敎巧 0 子と して 
♦ス n I に 生 i れた〇 ♦ス 3 ! 大 g で 法 巧を 硏 なし、 巧に】 年抽 ウィン 大學 にな 舉 した 0 
此 所での 巧 巧は 後年 0 r を 巧が 夕ぞ巧 濟學」 にかから ずが g したと ち はれる 〇年 巧く して 

襄 運動 Ks し、 一九 〇 六 ミ シ 7 肚貪主 ミ 婪、； 0 九 年、 審 の 理 

由で な 捕され、 化 ロシアへ ホ 刑に g されち 阳 もを <晚 をして* ド ィブに 巧 ミ； 一二 年 
レ 1 •ンと 巧め が クブ カウで 會 ひ、 « 巧 レ—- ンの 最も 信 g する 巧ち Q J 人と なつた。 

】九| セ年11百の《シア^||^起ると同時にをいで歸11しで么に夕かし、 f 巧巧と共に 
最 巧* で •シア 共 巧 黨や央 f に a ばれ、 直つ n ミンチ ルンの 巧 巧を g と & つた 0 
一尤 一八 年、 黨ま JKIM ? ブサ VJ OItjMf と & ろ】 を ー セち 3 ミン ブルンを 口 


香 度に ホされ ちと ころが I 尤一 一九 年な 雲 翼的窝 0 ホ 《《脚して 不遇 s 化に 在ク 
た 〇ィズ ヴ* K チヤ ま 筆と & り、 だ ホ か# 件で】 九 一ニ セ 年を 巧され た〇 政治に H する ♦數 
の 著な がわる • 

♦ 43 フ ( A 1 さ ei Ivanovitoh Bykov, 1880— 】 は】 巧に が# の ロシア 人の やぅに 
ま はれて 居る が、 資は P シアに 在る ユダヤ さ 民の 子で わる ことが 巧で わる 〇 T 巧 スタ ー リ 
ンはク ルデア 人で* グ卞 人で れいと 云つ てる やぅ & もので わる 0 
中學 時代から マルクスを 義 にか ぶれ、々 ザン大 舉在學 中、 ホ ホな 動に 夕 かしてな 巧 巧 分 
をを けち そのを ポリシ H ヴ ィキに ■して、 ぞ命巧 扣を 巧け ち； ー セ 年の 十】 月 革々 
には ッヴ H , 卜 大貪寶 、を » 中央み 巧寶 ぶび ロシアみ 產黨 中央 寶 として 巧 R しち 
.一を 面ち レ i ン〇巧 後の 巧權 をと しで、 入 巧を 員 貪な 兵と なつた ターを 一一 0 年 
巧、 プハ 1 , ン？ ち 夏 偏向を として 曼 され、 スタ 1， ンに堯 化を 巧は る、 まで、 ■ 
シア 共 巧黨內 の 最を夕 をと して a をを なした。 

、 ♦】 



• ス*«，> CJgiph SUUo , f ず * ガ シ ユ ヴ イ ， CNhegashvili , 1879- 一は チ 
フ ，スに をれ ホ。》 ま Q 神 學巧霍 となつ たが、 一务八 年 0 まな 動に みかして な f 
れ> .•シアせ 貪ち ま f となつ ホ® 

I 九 00 年 • T * ンやプ レ < ノフ 等の 巧 巧した イス クブ圆 にか 入し、 一九 0 二 年、 虫 
捕され、 里 年シ ベ， ァへ巧 雪れ たち 巧 た して 巧び 捕は た 又 巧 刑 巧みた をけ、 又* 巧 
S し ミの ホ 霎 力し ち 

一 尤ーセ 年 Q 言 堇で巧 田し、 營と & クち 一兰尤 年ミ羣 10 年 
を 巧 巧 W 誓 人 巧 至 貝を、 又 一九二 0 をより 同一 =11 年 えで、 ^^||^董貞ょミて、 

を|? 0巧^<|^軍を||巧しち で共^^||||中失^0^を巧5^ホが、 ザに ホが なに g 
して 黨 巧の 巧 巧 巧と お爭 し、】 を 面 年には かづ トロ キイを 迫 ひ 巧し、 一を ー セ 年に 
は 力， 夕本 7、 ジノ ゲイ H 7 巧を ザけ、； ーニ〇 年忆は ご} ン 、ルイ 3 7 等 0.1^11^ 

ををひ世して、 ッご-卜含曼共|80さを管 、 お委1|53^案とぞミ 


A る 巧 を、 或はな 巧に し 或は 遠な しで 參雞 〇義 f を 化し、 一方 一一な 補 w 工作に 專ホ 
しで 4iat; 巧 化の 夢 ミで «る《 

a n»4 《iioxall ぎ Mkbailo ミ KoUontid, 187 9— 】 ミミ 1 卜こ シア 

9 婦人 Rll 家が び K ホを R わ s も t で なられて 居る 0 
ホ ホは スイス、 ブブ yKK 巧* し、 第ニ ィンタ 1 ナシ a ナルに か 入して# 入* のにが！！ 
しわ 〇 1 尤 1 セ 年 0 ■シア ミで ポ J シュヴィ 辛に ■し、 中央 f に 適 ばれた。 一九二 一二 
年な 寒* ッヴ 玉— 卜 •■シアの ノ ー ルウ H*- 义ぴ メキ シ 3 駐在 公 巧を 巧 》 その 巧 又ノ I ル 
サ *1 を 巧に 度クた •せ會 ♦的；！ ■著© か、 多 < の 物 R り も 書いで 居る。 

，卜 》 4 CMMim MsimoTitoh Litrin ミ， 一巧 6 — 】 は 一九 九 八ち** シア 巧 
會 S ま 重に 入 重し、】 九 〇 】 ザ、 ホ 捕 巧！！ された •後 e * しで スィスに 亡命し、 ィス クラ 
HMMtW と 度 > 、ポル シ S ヴィ 午に み 入、 一丸 011 一年には なかに » 面し、 一九 〇 五 年、 
♦ブブ シン 等と 化舍貝 - WKIOMC 「ノヴ プヤ. ジ 1 ズ *」 を S 刊し た。 巧び た 命し で 、 R 


拥 大度 中は 巧 度 巧 助に 巧 力した 。十一月 ホ—、 ホ 巧の 胜英 大巧と なり、 ホいで ホみ 人 良 
を 員が 夕與某 他を ちて、 R ホの か 巧 « 巧に 巧り、 各種 QKf 巧 叉は 田な 说坦 、軍縮 IM 9 E 
^ にを灌 として 巧ぶ し、 ッヴィ *1 卜か巧 巧の 巧 おとして 活 巧して 居る。 

# グダ —* N フ (wogdanov •丰 ぶは Alexandre Alex 巨 droTitob Malinovak 户 1873 — 
1928} は ロシアの 巧畢 をで わり、 义 « 巧 ♦ をと しで なられた。 

♦スコ1で^|<-^な動にを加した。 一乂〇四年から巧セ年をで、 •シァ肚舍巧ま黨巧のボ 
ルシエヴィキ波〇お巧ぞの 一乂でわつたが、 そのを、 巧巧のレ》 - ン的顿巧を麵おして、 
fW * かられ 會巧主 黨フブ クシ 3 ンを召 通し や 5 とする 最後 巧な 巧を がを した ホめ、】 九 0. 
九 年に ボル か H ヴ ィキから かを された 0 

而 巧、 革命 遠のから ホ 第に 巧 一一り、 一先 一, セ 年の 十】 巧 まに もみ かしを かつち 巧し 
後には ッヴ * 1 卜最 K 田ち 巧濟^* ちと & つた W 
わポ ー A 0 セ 年 だ 書い. た £& 】 充を は マ、 ブ 《 (srnst f h , 183^-191 タオ ー スト 


リア 〇か理 f に レて 々ィン 大學〇 た# み 巧 學> 哲學1|^、 上 良 f 。 化の 巧 ♦ 
は アヴ* ナ リウスに 巧い t 證哲學 で、 g 理の 規準を 巧 巧の 巧濟 にわりと した】 ♦アヴ *ナ 
リウ K c^oluurd Avenarhi ザ 1843 — ま， パ 91 生まれの ド ィブ 巧！！ •^、 巧 A 批巧 ま！ 1)0 
ぶ 巧を 免が しやぅ とした もので をつ た。 

.ケレ A スキ 4 CAleMandroTitoh Feodr ミ itoh Keregkii , 本を はア 1 キル ビス、 Ach - 
ilbis , 18811 】 は サマブ 縣に生 走れた 0 
巧め iiii 丈と なゎ、 一九二 一年、 初めて 田 ♦ mw とを ゎ、 肚會 主義を H をに 島した。】 
九 一.セ年のミ巧^0^に底し、 ルヴオフ公(を8な1 ジィの〇も〇ぇを》 ドィ〇ィ ー累片—1923】 內 
曲の 司法大臣 > を お 早 大臣を » 任して、 同年 セ 月の 蹄 立 巧 聞には 首相 兼茵 巧と をり、 瑜合 
B と 提携し で お 巧 度 争の 遂巧に 巧 力した。 併し】 面 ユ グヤ人 同 巧の » 巧に 資し、 ロシア 人 
の 巧 g た大 & らしめ ホ 0 

历年尤 巧 十五 BK まク で、 共 巧 ■た宜 甘して 自らな 政 麻 0 大巧 巧 兼を 军篇師 と & り、 レ 



5 

iys ♦ミを、 KV てを さなな ミミ シ 7 巧 皮 t さ ♦しめた。 

巧し aiw たは fo よい 巧 在で わつた 巧ち わ 治 的には 巧 a 的胜貪 ま！！ まで わつ たた 
め、 モ〇^にもみはらナ、 を力、 責巧力を巧を> ポルシ エヴィキの十 】 月革命で*はれ 
» yryK 亡々 しを 〇 ホいで パ >1 に 巧を 巧し、 ま 面な ポル シュヴィ キ巧 動を g けた。 
♦*♦♦*!< *4 (AnAtol VasaiUaTitcb liimatolurBkii, 1876 — ) は庙ザ Q a シ 

ア 人で ュダ卞 入では & いとしで なる が > スク ー リン ヤそ〇 化の ホと 两じ やぅに、 ルナ チヤ 
ルス 午イ とは •みア 人を 裝ふ 變 あで、 本名を マン デリス クゥ A CMan を liatai ) と巧ぷ 
な g な ュダ卞 人で わる • 

狼は 午 H フ でを ♦れホ •一八 九 七 年、 ♦ス nl のな 舍巧 ま黨 巧な に 加 巧して ながされ、 
夫ぃで||*されち 

一龙〇助々* ジ*ネーヴでザみ<^«ヴィキ1*誌ゥぺリオド OIBjjr wperjod ) の## 
醒 人と &>、 I 丸】 0 年 > 通 道が 會巧ま ■«« 參 かし、； ア社會 ちま 黨〇 ィンク ー ナシ 



3 ナル 巧に •した。 

一丸 一と 年の 十一 巧 ホ襄雜 ■一し、 敎巧人 巧を 長 (义巧 大臣と を 0 ち 

.一丸 こ 年には r 奈 な 及び 肚會 まな」 一磊 、一九 一九 年には r 勞 働！ わの 文化 阳さ 

等 かな あに « する 巧 香の 化、 として、】 九 一ご一 年に 「解せ された ドン キ ホ— > K 」、 一 

化 二 0 年 に「才> ヴア •クロ A ゥ H ル J 、 一尤 1 H ハ 年に 「宰相と 巧が 屋」 等を 巧 表した。 

マルト 7 OiaitoT, 本を はッ *1 デル バゥ A JoUi Oasipo え toh Zed*rbaam, 1878 

i) は 一 A ホ ニ おに 勞働 解な ■の ペチ ルス プル グま が肤 ち】 八 丸 五 年、 レ I * ンと共 

一 

に 巧 IKMlNaKMfi を 組 S した 〇 】 丸 00 かに おたし、 レ 1«ン と 「ィス クラ」 
f した。 

一九 0 お 年、 歸 國 して、 當 時の ベ テみ スプみ グ巧働 巧 ti ♦で 大いに i しち 一乂〇 六 
年、 を坟 ©巧に おされ ホが、】 丸一 一二 年 巧び gw し、 大« 中は スィスに ホ 在し で、 を# 
せ考 ま！！ 著を 巧 巧して 4 UI した。 

. ホセ 



♦八 

j 乂ーセ 年 四月！！ ■しで、 タン シ H ヴイ午 巧と 巧 動た 共に しち そのぅちに メン シエ ヴ 
イキが 巧 壓 された ため、】 丸一 一】 年に 田 かへ 去り、 ペル 9 ンに 居を# へて、 露を 奮 r せ 
會 古義の 巧を」 た 巧 巧した 〇 バ1 デンの シ 正 I ン ベルグで 巧んだ。 ぞ巧 としては 「"シア 
社會巧 ま黨 QK 巧」 がわる。 

3 ブプ ( KO 召】 は 生 持の 巧 産ま 義 をで、 絕 えず 革命な 動に 巧 ホし、 か 因に 亡命ち 一九 
ー セ 年の 十一ち ホ 命に 巧 田し、 ホ 命ぶ 15^ は ペル リン 巧 お ソヴみ ー トれ まとして 巧！！ した。 

ポネツ キイ ( Gaaeddi 】、 本を は ファルス テン ベルグ ( Faktenber をと まひ •巧め 3 ， ぺ 
ン 《 1 ダンでは 巧 おにが ♦しで 居た が、 そ 0 を ネ命巧 動に を 加し、 一九 ー セ 年 Q P シアす 
ッヴ王1卜*^&田立化巧理事と&クた0 义、 9ガ駐在ソヴユート代ま等に«巧した 
"タア 巧 巧 f 巧 

グリンケル ( Grinkel ) は巧云インク1ナシ3ナル及びロシァ共^81|||14-巧の铃巧 

ポ トサ オイ K 午イ cpotovoi * kii 】 はツヴ * 1 ト ホ々 軍事 ♦ HIM であつ た。 



ち A シ卞 1 ノブ CEmsha ロミ) は夕 通人 巧を i (巧 巧 大臣) で わった • 

インジ H ンス キイ (Menje 居 kii ) はを 巧 チ H 力 (特刖 > なを 員を) のがが として、 夕數 
の ♦nr 窗 巧、 反ぞ かみ子々 を 巧 巧せ しろ 巧 人 鬼の かく 怖れら れた 人ので わった。 

モ D トフ (yiatobealav Miohailovitch solotov, 1890 — ) は モス コ I に 生まれた 0 
一九 CH ハ 年、 C シア 社 含 民 ま 巧 liK にか 入し、 少年 時代ょり ぞ命巧 巧に 夕 かした 〇 ポル シ 
H ヴ イキの* am 「プラウダ」 の 话巧巧 巧に も# 加し、 を 捕 巧な さる、 こと 六 回、 その 曲 
二回の ホ 巧 巧みを 受けた 0 

一九 ー セち 十一月 ホ ソヴ H , 卜喬 みび おおな 巧 巧の 巧 巧に 巧 ミ ー九二 四 年 
人ち を 員を の 政を！ W となり、 スタ ー リンの 信望 篤く、】 九 三 10 年、 スク I リンが ルイコ 
フ の あ ひ 巧し に 巧 巧す ると 直 をに 据えられ 人民を 員舍 巧を 鲁坦に 巧 任しち ホい 
で勞 の 因巧留 を、 度 巧を 員を を 長を 兼任した。 

タク ツシ A (Leonid uorisovitoh Krassin, 一马〇 — 1926 一は シベリアの トポル スク なに 


-oo 

を4れた0 ホ等エ業在學中から|<^^!!#*に參かし、 度^蒙麵を化された. 】 尤〇セち； 
■'ン へ t 命し、 I 尤ーセ 年© 十一 巧 革 は ポルシェ ヴ イキに ■し、 プレスト •リト ゥス 
ク IJNBigigQ 坛はレ ー * ン 、卜 P ッ キイを 糖 けで 巧 巧 わつ ホ〇 その後、- liHW《§<8w 
とたり ホいで 商工* K 居と ホクを 《 】 尤 二 0 年な 來 、か Bljclng 人 巧を 員 度と なり、 巧！ 104 
、巧ッ 巧 商條お 雲のを 《巧 美し、 I 尤 ニニ 年 だは ジュネ ー ヴ 托巧 巧】 を 蓋 年な 
ホ i ソヴ H1 卜 大巧と をり、 B ン ドンで ホ 巧した 0 
♦年— ♦ aawel- 16ee-l§} は】 ホ I セ 年 巧— にか BP、 プ * キ y 軍れ 巧に ミ 
して ホ 街 軍を 巧 巧した 》 一九二 五 年、々 クブ イナ 軍資* 巧々 官、】 尤 一二 §、 ■巧 人 巧を 
ち會 I1W と 女り •ホいで I 尤 云ぶ 年 ♦ H フ軍 ilK 哥 々をに# 巧 •一丸 一二 わ 年 五ち 尤日 S 军 
大具扣 で レ I ; グブ JrnHWI 司令 ザに 巧貨 した。 動み にょ ill 個の 赤が！ 一章た 巧 巧 さ 
れて 巧る •ザ か 卜 《チ H フス 午イ 、ゥボ レヴ イブ チ、 一ー ルク、 H1 デマン •フユ ルド マン， 
プ ，マ a フ 、プ I トナみ W 军 と共に ブヴ 王.- 卜巧 革命の » たなで 逮捕され、 六月 K をが R 



巧 まれち 

ゥ« レヴ 4 ブ ♦ OJbolewitoh ) は 一八 九 六を、— クゥ ユン 0 A グ卞 ft ちの 子と しで 生 
まれち； 一六ち B シア 0 女を ♦《た 卒業し、* 年 共 i に 入つ ち； ニー 军 、か 
ぺ 9ア 事 ミ 時、 植束軍 最後の 軍 巧々 をと しで 日本軍の 撤巧タ ホに g *'", みなに ょり 3 I 
々♦ K 軍 巧々 官と をり、 ホいで ♦ス 3 1 軍を 巧 司令官に 巧擢 され、 讀 いで ホ ♦军一 巧 さ 
と&り、 白露軍ホ<巧令をとなつホ。 I 尤云セ年巧ろ 反^<<*^^事かで巧巧された。 

プ—卜 ♦《夕 f) は*» 大戰ま 々巧と してが 軍し、 •ジア ホ襄 、第 H1 ホ 日丰投 巧 
is 官 として：！ 6mi 後、 ブィン ラ yr、 ド ィブな をを をを » 巧し •滿が 事*^ に 極 束 軍 苗 巧 令 
.官に 巧 ザら れち その後、 B ン ドンな 在 ブ ヴエ ー ト武宮 としで を^ ♦、み 同丰巧 ♦件の H 
巧者と して！ を 二 六 年 巧 捕まれ、】 を ニ セ 年 义月卜 《チ H フス キー!^^ とな 巧され ち 
。シ IB7 高 一 か® ea ホ.® ▼一き 〇 もを》 ィ 03を ミ、 一 ま — ) は 現在 ロ シアの 元 

II として ゾヴ*»卜® 巧 巧の 權を まわられて 巧々 ポ 、巧 ホに レで tWi 夕 ょみ も 、 I 八 九 巧 

一 2- 



roil 

ち 十五 歳 0 時た 巧エ と & ぇそ 0 巧 f 運 巧に 參 かし、 一九 0 四 年な 來 ポル シュヴィ 午 
中央を 員と して 巧！！ した 〇爲に 數回巧 g ホ 刑 巧に 巧せられ ホ 0 

I 九】 七 年 S 頁 ホ 命には 大いに 巧 a し、 み 巧の 反ぞ命 軍を 赤 « 司令官と してが 巧した 
一を 一一 年な ち 共產黨 中央を 員 會 政治 寶 となり、 一を 云 年な 巧、 度 お 軍人 巧を 員ち 
(茵巧 軍 大臣)、 ぞ命 軍！ mmba ちとして 今日に 至る。 

ブリュッヘ ♦ (wla ミ her ) 元帥は 巧 巧 軍 司々 ちとして 對日度 ホに 狂奔し、 巧 東軍を 巧 化 
し、 不 巧の 巧 巧を 曼 示しで 巧た タ ホ《 巧. E の 巧 力まと してな をて 居る。 

B— ゼ A ゴ A ッ (Arkady PanlovUcb Boaengo ぎ) は】 九 so 年な 來、 ッヴュ I 卜巧 
巧の か 田 巧る を 切つ で 巧した 手 巧を でぁるが、 I 九 S セ 年 六月 十四日* 他に 巧 巧せ しむる 
と ot とで 巧が 巧 かされた 。巧々 沒 まされつ、 ぁるが がな 巧のを 謀と 巧 ^ 巧 かの な 性と 
見られて 居る。 

な 上の か、 ブ— リンを rhin 本を ル— リ H )、 リ * リナ ( Lielin •本ち ク 《 ザ ッ * ン】、 



グブ ー ドネフ (Grad ロミ 本名 ♦ I クス)、 B — シ チン ホ！*^ 本名 グ a ブス マン】、 イ， 
ィン 百 yin 本名 チ ー ダル】、 ナウ I モフ (Naumov 本を ギン ッ H ルガ 1 )、 スウ H ルド ロ 
フ (sweldorov 本を a , ゼン)、 レヴ ィト ウス キィ (lie えを ィ もむ 本を ッエ デル バウ A )、 
ゼン 3 ヴ ィッチ (zenk ミ ぎヴ 本を ラ ドウ ー ス) 、パヴ B ヴ ィッチ (巧 ▼ー ミぎ h 本 あ ヴェリ 
ト マン】、 スハ 1 ノフ (suhan ミ 本名 ギ A メル】、 ス ロンブ H フ (咨〇 ロ ホを ミ 本を プレイ フ 
マン)、 力 A a フ (Ka 目 良 OV 本を々 1 ツ) "ザ n ルス キイ (zagoxskii 本を クブフ マリ)、 
キエ ヴィンス キィ (Kiewinddi 本名 グリ ユ ー バウ A )、 レベデフ (liebed ミ 本を ポリ ヤン 
ス キイ) •ルミ 卞ンブ エフ (： Lumiantch ミ 本る ル 1 リエ) •ウラ デミ ルス キィ ctnadimiskll 
本名キルシ A フ H ルド) 巧の ユダヤ人まがそれゼれソヴユ ート©^&5^力まは共產巧の耍 
巧に 巧いて、 H ダて 勢力の 巧を 强く 巧つ で 居る が、 未》 夕數の 不明 ユダヤ人のを 在す る 
ことは 巧な で わる 0 

最 あの モス n la なに よれば、 ブヴエ1 卜 • P シア 共が 因 人 巧を 員プ プノ フ (►口み 3 



Bfdm ミ) ザ 敎§®© 拍織的 破！！々 かで jg 巧され たと 報じて 巧 ♦夕 巧し とずれば 
ププ ノブは】 丸】 セ 年の ホ命當 時の*! シア 共巧黨 中央み 巧を 員 (巧 w ポル シ H ヴィ 午の 里) 
の 一人でを る わち g 巧の 二十 巧 ホ 中 十 ホは 巧 亡し、 十 ホは 巧 f れ 、まは 逐 はれで 巧 ど 
を滅 した C とに & る* 

ご 一) 巧 巧 的 方面 

前にも巧べホやぅに、 キ，3卜な徒とユクてミ社^|1:2^5<巧が、 ♦本|^^中時け0曼 
にょつ ザ - KIK 化を もたらした。 ぷ す ザ Qi に 互つ て、 單に巧 芝 せる 午 》 K 卜 i にを g 
を 巧し がけ OiR ? 巧) 又は そのな 品を 巧 < ちひ义 め、 巧 互の 巧 満た tt でみ 方面た < り携く 
ことを、 ユグ卞入4?13の通例とした§は义化かをへの參與も共に》 ホいにを產巧^^一^ 
し •夕丰 ま •り i た 巧 達した • 

それで、 巧！ 巧泛 ♦本 ミつ た.！ グて 0 を 巧は 南 人 及び— 巧 か ミと を， 且 



ク A ク 卞人自 ♦の 生産 tmlg は 牛， スト K 巧に 巧し、 懷 ♦一巧 的 K も ♦よ、 か感 を 興へ 
るに ま 0 ホ • 

中サ 巧に 巧では A グャ 人に 巧卞る 巧# 上の 巧 度確實 でな かつを 爲 、巧 等は 勢 ひ 高利を 巧 
ホ ♦ねぱ 度ら な かづ ホが、. 1 ダャ 人に IR ずるを 律 上の 化 IBS 巧に 巧クで •ホ 等〇不 > 巧 子 
巧 ホ 等は ホみ 減少す る やぅに をク た， 

« を 巧る こと « であり、 不な〇 巧 力 A 4 B けたな 等が、 キ》 ストな 巧 巧 おの if 爭に 軍替ぉ 
し、 军 f がけ、 ち 窗を» たに も 巧 はらず、 キ ，ストを は 互 ひに 損傷な > 
しで 巧 巧る ところ 無 かづた 0 

$1^ 巧 族の 巧 » によ クて 15 をされ ホ 無 巧の 文化を 巧みに 巧 用し、 世 巧 到る ところの 聞 
巧を & し、 g 濟 的ぶ 本を 巧な し、 巧 資せる 大 資本は 他ち 族 ■たして g らしめ、 g が 大戰に 
よつて 遂に サホの 窗のセ 割 AT * 巧ず るに まつた。 

サホ■ KII に於いで¢の化巧を^はずしで»た I の宜巧は資に卞億 K ルでゎクで* 

】0 五 



一〇六 

ド イブの か* は tt が©.! グヤ 人が 巧が ド イブのを がを のな々 ノ 111 に 通 ダを れつた が、 大度 
巧を 手段 も 一二 十 段 も 一巧 巧び しで、 百み ノセ 十五と をつ セと ま はれて 居る 〇 » が 大巧に 
ょ々、 底て る もちけ ホる もがを 的な をの 爲坤吟 しつ、 わつた にも 巧は ら夕 彼等は 巧 等© 
犧 なを かふ ことな < 宜宙を 得て、 他 巧 巧の 渡 巧を 巧 笑して 居る 9 

フラン スネ フランス 在住 ユダ卞 人 わ 二十！ < 人 のが 産は 四千 巧 人の フランス 人が 産 
011 巧 W 上で ぁつたが、 更に 世 巧 大巧の おみは サ ホが ュダ卞 人 千 巧 百な 人な 上のぅ ち、 百 
萬忆 巧た をい をのが 有する をが をは 十 セ «人 巧の 巧を する も 0 ょゎ 多い ので わる。 

今日は 巧を のこと でぁるが、 化の セ 年® 爭 、十字軍の 巧征を どで、 » 州 巧 田の ななせな 
に 巧す る や、 み 固は 巧ん て ユダ卞 人ち ホを 巧擢 して 大巧 大芭 や內巧 大臣に 任じて その 巧を 
を おひ、 その 代な として 今日 見る やぅ & ユダヤ人の 政治的 巧 巧の 巧 巧たら しめた ことは が 
お 政 お 的 方面で 巧な ところで わる 〇 かち フブ ンス に 於け る H リ オット、 巧 因に かける ア I 
• ン、 K イブに 於け る トシみ ド、 ♦ — スト — T に 於け る シ 》 A 等が その « で わつた 0 


欺が 大» では、 BK チャイルドが 巧 かそ 0 化の がな なかにわ ホり* ハ アルフ** ブ じは 
•ト イッのを 巧權を 担り、 圓立银 巧な 栽と して 巧 麻を 巧 ひ、 み 苗 巧ん て A ダ卞 人の 巧 巧を 乞 
ム たことは、 § に とつて 巧ん 巧で わり、 笑 化 千 巧を ことで あつたに 巧を をい 0 
巧し 今日ち 面ょり ユダヤ人を R 巧 するとせば、 巧 因は なまし、 十五 萬 人の A ダヤ 人を" 
ン ドンが々 へば、 サ ホーの 大巧 會が 巧し い 貧民な として 巧され るで わらぅ 0 
大窗豪 》 ス チャイルドは 自ま 用の 巧 躲で旅 巧し、 アメリヵの 银巧家 シッフは 二 萬 二 干 二 
ち «0 が投鐵 巧を 巧！！！ し、 その 社 及た る會 おは 十 S 巧 ドル (巧 お 十億 巧 曲) の 資本を をが 
ずと いふ 〇 又-!! ■ ! ク Q 1 ユグャ 巧 人で ーヶ 年の 巧 取引 十億 ドルに まずる まも わり、 

* ,1 1 ■ J ク にち 住ず る ユダヤ人 百 g 皮を のみで もちるな 上を ザ へられて 居る • 

D— トシ AK 家 ^Itothschild) 

化 ^^^ の _ 曲は マイ卞 1 • 。 1 トシルド (Maier Amschel Bothsohild, 马43 — 181 2】 で • 
マイ ン两 巧の フランクフルトで 生まれた 0 

10 セ 



化はかめブピ (||グヤなを||^^||!1で4グ卞乂としで^1|^,に&る地化心 にたらぅとしわが、 
をを 愛へ て 《 y ノ 》 ヴアの g 巧に »» し、 參 々0 蓄財を しで ブ ヴンク フルト に歸> 、兩 # 
巧 ts いでみ 第に な產 4 WW した。 

t 八 01 ち ヘプ： 大& ゲィ こ ご I か 用を 巧 命し で 地 化を 夕 一八 〇 六 年に 
同 公が フブ ンス軍 « 入 S を 避けた 時 > 自己の が產を a する こと & しに 大公 0 が產の 巧を 
を 論 化して ミ 信用を 得て、 後年 ホ さの 大 n 豪と* る 基 a 義つホ •去 子を つて 度巧は 
本店を、 次 巧は ホィ y ま 店た、 111 巧は ■ン Ky ま 巧を、 四 巧は ナポ— まなた、 五 勇は パ 5 
I 支 巧を g み、 父の 遺志 た麵 いでを^?^ を义議 し、 互 ひに 巧 •♦巧みけ で、 巧、 » •巧 • 
か、 かの* 濟 的** を 把 a して* ホの 金酿 ホた ま 配ず るに まつた* 

ミア； ル A (Anaalm M *7 タミ fi )。 

ホ gy •♦ ン (soli 口， 17f 1860 】， 

ミ, ナク'\ (Nuthlm M*y ミ， 17771 MW ) は-八 00 年 • JVK y K 夕气 R が 巧 •の 



Hw 募藥 上の 商 g ホと L て 、 SB の お R 上に 大巧 巧 tL ホ 〇又ヴ 1 チル を捆ん 
で 巧 IK 上に 大巧 巧た した 〇 その子 リオネル ( Lio 口* 1 Naf 、 18 C 8-79) はな 回 下院 16¢ 
に S 化さ^が、 ユグャ 人© なをな てが 規0§ たし & かつた ホめ、 一八 五八 ザ 走で iw 
t 将 たれれ つた。 又 5 ♦ネルの 子ナタ -1 1 ル ( Natluuli ホ M * yer ， 1840— 19 さは】 八！ < 
五 年に 巧 巧 に 巧せられ た。 

四 巧 力 I ル ( KM 1, 178 a -1866}。 

五巧卞 。プ (Jakob, 179 a ~1868】。 

ヴ 7Ay — ピル ト (Co 目 elig Vanderbilt, 17f 1877) は 一三 1 3 I ク 巧の！^ 業で 
巧 巧した。】 八 ー セ 年、 巧 巧と こ ー プラン スゥ ィツ ク阳巧 巧の サ巧最 巧 CCS を 所 あし 
た 0 

一 •< 二 四ち 貪れ 巧仿 となし、 ホいで 巧投化 巧を 聞 おしち】 八 巧 セ 年な 來 A な iWi に 
も85^し、 *ユ1*1ク、 シヵゴの<|?^た支»した。遺をにょゎナツシユヴィルにヴアン 

】0 九 



グ—ピ ル ト’大#をぶ立した0 今0モ孩の|^^巧は大したもの でわる〇 
ア又 ♦1 (Johan Jakob Aster- 1764 ― 1848) た ドイツ 巧 アメリカを 巧で わる、 j セ \ 
ーニ年なホし、 毛巧巧をねめ、 ||1|#»クに«を、 主巧プ》1々1で巧巧した0 コ 
» A ピアの アストリア 巧は】 八 一一 年に 化の 挂 だせる もので、 巧 後、 遺產の 一巧を W て 面 
IMi がを てられた • 

ち 子を William (1792— 1875) とーガ ひ、 その 孫 ウイ， ア t ウア ルドルフ (W. Waldorf, 
1848--1 さちは 巧 H にを 住し、】 八 九 一年 Pall Mall Gazette 巧を 巧 巧、 I 九】 セ 年子 
巧に なせられ た。 ウ アル ドルフの 妻 ナン シイ •ウイ ツチ 卞 J (N 目 cy Witoher 1879— ) 
は 夫を 巧け てな 巧に 活動し、 I 九！ 乂年お 巧 施 巧の# 人け となり、 そのを 置 固 
のな 巧 ♦に 當 巧し、 巧々 黨に ■した 〇又 一八 九 〇 年に 巧ん ガサ アル ドルフの 父は か 時 ホ B 
第 I 0 窗 豪と 巧され てち ホ • 

P , クフ 正， 1 (John Dayison BookefeU 夕 IBSn 泛 7) が！ {グ卞 人で わる 無 ( 0 



8 にはを <だ* ずるち 

，*》> (John Fierpo 口 t Morgta , 1837 ム918】 はそぅ で わ。 た* 

巧は ミク チ々 クト 州に を i れ 、一八 五 セ 年な 行 巧に 化 事して W 來 、巧 ホ 巧 おしで ♦ル 
がン巧 貪を « 立 しち】 八 九 八 年な 巧 R がの な « を 化 ホの 金篇 巧みに 則 & み、 巧產巧 巧を 
ttQ # 濟に巧 巧し、 一九 〇〇 年 忙は巧 巧 トラスト 、一九 〇二 年には 化舶 トラストを 巧 巧し 
その 化のを ホを も 併せ、 をな み、 產巧 巧で お大 のま お獲を 巧 巧した 〇を 大巧に 奠大 なぞ 附 
をした ルに •ち 巧 ホ 巧の 巧 集で も 巧を であつ ちその 子は 現に 化ホ銷 a 化合の ♦巧で わる。 

巧 面】 巧の 15^ 肚 及び 大巧 巧は 巧ん どを がが 妃 a ス チャィルドの ル、 フ U ユーリ A グ 
(F を blin を、 ゴ ツシユ AAGOOrge ジ acMm oih さ 一运一 — 1907 •ィングランド か 巧な 
巧を巧て§に乂り、 】 八巧八—セ 1 年巧巧、 】 八セ 】 —セ四年^^大度、 一 八八〇- 1 
年せ 主 麟 々大巧、】 八 八 六— 九 五 年 自由 蹄 合な 巧 巧、】 八 八 セ— を 一年 ソ I ルズリ ー 內曲 
©藏 巧と 度り、 巧 因の 豫算 a 巧、 田 か借換 、を货 巧 巧# を 遂行した 。一八 九 五—】 九 00 


年 巧ぴ度 IH < 芭、 巧 のれ Rll が S する 著が 多* わる) おや 《u ヴ (ぞ ligxqMm 】、 《A 
♦|<ユ ( Mo 口 tagu 前 巧) やシユ OH ダ— ( sohr 6 dg 】 等の 楚巧酱 であつ で、 そ 0 巧 
巧 網は 巧な 巧は 面ょり、 巧 化 米、 アジア 巧 ■にまで なられて ちる* 

日露 度 ホで 日本の か ホを】 手に 引を をけ た！ 一道 王 ク—ン n H プ •シ ，フ ( K . Sob な】、 香 
あ 巧 I Q 窗豪サ I •チェル デ H - タ ー (sir cherujater ) や 上 巧 一が 0 巧 豪 A I ドン (MO 
udo 口)、 ヵト 9 ( cat 江)、 H ダブ ( Ezra ) 及び ハルピン 巧 一の 賓豪 y ス午ン ( soakho 等 
み & ユグ卞 人で わる 0 

♦义— > CDavid Sa 8800 口， 1792 — こは パグ グッドに 生 i れた東 痒な 業 史上 言 入 
わで わる 〇 I 八 一二 一一 年、 ポ A ペィに*^ しおま g るた S わし、 專ら庚 泉を 化 引地 もし、 灼 
サ 及び！！ の 諭 入を した。 巧 巧が 巧 巧と なるや、 その子を 巧な し、 巧 化に！！ 丰 巧た 义备 地 巧 
K に ま 店を 巧® し •巧 田の 度 方 巧 ホ « 巧 上參大 の 巧が ゎ 0 ホ 〇 巧な な 巧 r Albert SuBBoon 
ホいで 省 Edwird f ooB 巧 巧し、 三 一代 柏に 巨畜卜 築い ち 後 同 施產を 



"ン p ン になし、 今 巧 束 方の 巧 事, 苗し 石 居る •ホ. ジ田も き 0 口は の 巧 
をを 惠に投 立し、 その 丰 巧を ポ A ベィに* き、 同が に 五大が 巧エ 巧を 有しで 居る。 

今日せ もを 露 お 皮を 6 るか ぉ 5 てい、 か f ダて S 4 堂る 金が 巧に ミ 
れ で！ 巧 寶ダヤ 人 0 を 《扣 かわを られで みつたかの n わ呈し V 15 ミ 

の 巧が3?18か*^基|}->^み &夕し く ユ ダ 卞 人355 の 利者 に ょ つ て 、 都を の い 、 や ぅ に 
か 右され で 巧る ポ 、この t 巧 4；； ま 人は 今 巧の ま 巧 $ 愛 忆ハブ キリと 巧る こと ポ巧來 か • 

ま 巧む が 日 »多 旨 本の！^ をした 时 かとに 巧ず る » か 巧 田の 巧 巧ん なきは 巧を み規 

い间3ミミ、 ミを晉£ォ|<?ち 11グ5为〇襄性と囊養路0事||®^ 

で わる。 

は 嘗て 日 ホ B 巧、 ホ ■巧 W を 破 巧 甘ん としで、 巧强 聞に 支 巧み 《 巧 わ 巧ち サ しめた 
が、 日本は* 乎 之を 巧け W 、* 含 ヤ 巧な 弦々 をが 策つ？ と a 今更 2 ま 君ない^ 
がし 巧 巧 はが 政 的 ま 境に ぶつ 巧 政* をみ 面を 巧 じての 巧資 にょつ で 巧 & し、* に ♦ 


枉 へる ま 巧に 於て、 H 巧 及な 0 巧】 B おへの > にはが な 的な 巧を 與 へ、 g 芝の 下 » 巧 及 
び ィンチ—— には 共を ま！！ の 麻 巧 W を 央 がして 乂巧 g なの！！ に 巧ん しつ、 わる 0 
一一ち R 巧の g 巧が】 工作は、 复 本のれ な 化を 童 ホず る ことで わり、 そのが なは 
巧 ホ かその 化の か 圓巧 本を iMt と ホねば & らな ルれ 巧に ちゎつ^ わるが、 巧 ■資本 (巧 ま】 
は ♦ブ KyosMsoll )、 ア ー ノル ド ( Arnold ) みび 前 B * ytl ン 、上海の. ーグャ isS の！！ 1 る 
«0 でもり、 巧 巧の 事 資に後 すれば、 巧 ■のがを 政策は 本 一一の 意 まょりも 現地の 資力 か M 
に 左右され で 居る C と ザ 巧 巧し で 居る。 

♦菱 かに 着 乎して 巧を W みの 值 である 画ち 政 巧の 巧が 巧 革に おず る 巧 一一の 巧 巧 も 巧クで 
巧れば、 ユ グヤ乂 サブ スンと リ ー スロス ろのを 作に かならない ので わる • 

ホ來 、ま 巧に がける ユグ卞 15® の巧據 地は！ 一巧 都 上な であり > を*** は のじち 
两维サ巧ぉ&主讀蕉*!わの大が々はサ，スン、 *ブブ、 カトリ、 


巧 Q 乎に 担ら れて曼 か、 か！！ 系を 論を、 义化 as として 6 冗 夕 堇、 R 巧、# 道 等 
巧ん ど H 巧を 持たを いものは なく、 ま 巧の 必臟は 巧に§ の ものと なつて ちる じと を 巧し 
4 ずには 居られない 0 

巧るな 的 存在の > グ卞 人に ょク て、 入 巧は か 巧に をし、 又 か 巧に をし みつ、 あるかを 吾 
人は ならね ぱ をらない 0 

ホ & がら 附記す るが、】 九 己 一年 九月 0 がが 事變ち 前の 巧 H 對ま巧 巧な 巧は、 レ I マ I 
か算 にょれ ぱ、 S 十二 « 四千 一一ち 五十 巧 ホ ドルで、 その 中ち 田の 十一 億 八 千 九 巧 二十 萬 ド 
ル、 を 世の 一二 十 ス パ I セント セを 巧ろ 日本は 十】 ほ S 干 巧す 九十 萬 ドルで を « の 111 十五 
パ I セント ーを よめて るが、 日 巧 巧 爭な來 の 化 巧な 資は 巧を 巧 田を 巧に しても ぶぶ もので 
なく 巧 千 巧 ドル か 巧ん どが ザには をはす t とが 巧 巧を い。 

又、 ホ 巧の 淸巧 工作で ソヴと ー トのユ グヤ巧 力が 巧を された やぅに 考ムる じとは 尙ネで 
巧 大スク 19 ン 、ホ# 大臣 リトヴ ィノ フ 、巧 通 大臣 ヵガノ ゲィ， チ (只 aganovitch )、 ホ 軍 


OHS ゥオ •シー 》フ 巧 か> 內巧 人ち まを エデ a 1 フ ( Edi ミ】 をの 他參 おの ユダ 卞人连 
の键 在で わる ことを をれ ては をらない。 そして 東洋 や 巧の 巧 立の ためには、 ぁの 手 この 手 
で 巧 動す る A ダ 人の 度 おを 見な も胶 力を 備ん なければ、 か 巧に ま 巧の お 日た】 巧し、 田 
巧な 巧を 巧 レ、 二界 H の 勢力を！ I 巧し 得ても、 巧 巧 かが 苗を 巧まねば をらない こと 仁 化 
宿せねば & る i い。 

0 二) 揉が 的 方面 

を代义化の化||^はホが文巧のお連と共に、 巧探みおにょるホ巧巧の探檢と資巧閒巧にょ 
つて 一段と K じ ー ドを 增し たこ 心は おしん かると ころで わるち が^がみ かの か R ホに み 
くの A ダ卞 人む 巧 か 中る ことを なつて 居る 人は 幾人 も おいで わらぅ。 

最 巧グヴ H 1 K の！ lir か 化 極 揉 かど 麵 ホして 居る こと や、 ホ 巧な にょ ゥ てん ホの 最 巧が 
を » を冉 巧の ため ホ桓を 巧んで 巧 巧した こと も 未ボ巧 巧ら しい こもで A ぶ 0 



.呑 人 唯 その 巧に A.v 卞人 f の 巧 力— をす ことが 掛かみ いも. の. で' ホる。 

ホづそ 04;： を 的 人 化を 巧げ で、 そのみ’ なを 巧 やぅ ？ 

_ タタ > ブス (Cristobal Colo 白 Columbu タイ タリ I 巧では Cristofolo 0010 目 b 夕 1446 
J1506) は ジェノアに 生まれ、 夙にが 巧に 促 巧し、 大西洋の が お Ui? 通した トス ヵ未リ 
(Paolo ToscanelU da Paz ミ、 18 ミ ー 1482 ，イク リ ー の 天文 、巧 巧 0.||^で》 巧で ゎつ 
ろの 巧援 つで、 西 おする のが インドへの 巧な でを ると 信ち 度 現 0 た Alsg ま 吨巧巧 
して 巧いた が なられな かつた。 その後 巧く スペイン 女王 イナ ペラ (pbe ぞ 一ぶ 一—！ 504) 
を 動かし、 一一 一艘 0# を！！ 裝 して、】 四 九 二ち ポルトガルから 一巧 西 巧し •.巧 ザ 十月 十二 
日 •バハマ 巧を に 属する グ アナ ハ A に上芭 し、 巧に 巧 近を おおして、 キ A I バ 、ハイチ 
巧の f たを 見し、 を 年 本 田に » がして】 サをミ サ しゎた。 仍て 一四 丸一 二 年、 化 十 セ 巧 
に 千 二百 人を々 乘甘 しみて、 巧び 巧 二れ 巧に 巧 ひ、 夕 くの 巧 A を酱 見した が、 t 1 バ A 
，インド 9 】 巧と あ ひ 巧 ひたし、 な 上の 巧 化 A 中止して •巧の &巧化 巧がず る ため息 遽歸が 


心た o 1 四 乂八年 0 第 云 回 巧 巧には、 トリ* グ ー ト るょり 南アメリヵ 0 】 角に 觸れ ちが 
るに 巧 巧が 化の が 巧 的！！： 巧 W は 度 巧を ゎの 巨利な をた め、 幻滅の お 哀を庙 じ、 一方 n 
。ンプ KQg 巧、 巧ち 貪 巧のを ホを 巧る 巧 やまず 一 五 00 年、 化は そ 01 夷と 捕» され 
て、 本 H へを 法され でな つた。 

巧し 女王の 宿 任は 菱ゎ をかつた ので、】 五 oil 年、 最後の お 巧に 巧で、.* ン デュ ブスみ 
铃 におぅて 巧 下し、 パナマ 巧 近に ましながら、 不を にして お 坐 巧の ため、 大いに ましみ 巧 
< n がした C 最ネ本 ■では 化を 拓る ものな < 、身 公共に さへ、 巧 おの 巧に パ リヤド リ I ド 
で* に 巧ん X 。 化の 巧 巧は その 巧 セ ピリヤ、 《ィチ、 《パナ 巧を 巧* として、】 八 乂乂年 
一^され、* ピリヤの 大會 巧に 巧<巧 られで 居る。 數年 巧、 化の 巧な 者が、 化が 海 « でぁ 
ク たとい A 文！！ を し サた» かした。 

因に 化の 巧 親は スザンナと 巧ぶ A ダ卞 ホで わつた。 义 がの アメリヵ 香 見に 巧した 資 をは 
イす パブ ホ 王 だけの 巧 巧で ちりた « はたく、 その 大 が々 化 スペィン# ijl ユグ卞 人の まか ザ 



る 4 ので > ユ ダ卞巧 人は n » y ブスと 同 巧して アィ—々 に 巧 》 、その後 オブ y ダ 入と 巧し 
て ホ 面に 巧 巧し、 又は 移住した をは 大巧み オランダ 在を の •ー グャ 入で わつた 〇 かお、 今日 
アメリカ 大茵に 巧む み 數 Q H ダ卞 人は を H ょり 移住した 夕 で わる 0 

ヴ アム ベリ 4 (Armin 田 ermann viMry, 1882 — 1918】 は 《ンガ ， I の 軍人で 且つ 
束 巧 HWv (特に トルコ) で わつた。 

化は 一八 四 八 年の ザ 命に 麟巧 としで 巧 巧し f トル 3 へ をれ" 中央アジア 0 大巧み 及び 
ペルシアを 化 巧し、 トル 3 巧 族 QAf 度、 ぞ巧夕 を 巧 塞した。 歸围 して プク ペスト 大學 
R 巧と & つた。 义 中央アジア i 巧 巧 やの 角 巧なる 巧吿 、トル に M ずる 巧 書た 數冊曲 
した 0 

hmi > •パシヤ CEmin Pas ぞ 本名は Eduard Sohnitz さ，！ 840— 泛】 は ドィツ 生を 
れ の アフ ，々蹇 巧で あづち 

一八 巧 巧 年な 巧、 アジ アトみ n 地方を 巧 巧し、】 六 セ 五 年には 巧巧ス I ダンに 巧 g ゴみ 


V ぶ 

ドン (Charles を 0 ぶ* Go&on, * を ホ ミー？ 33^, ちちが やを でかられ をが 軍の 盾 
おを 唯、 をに ホを 州の 知事に な 用され た。 マ I デ (Mah ち QA には かがとの 巧 おを 五 巧 
年 A 巧 たれ 大いに^ to® したが、】 八 八 八 年、 ス クン リイ (siTHenryMoxtQestwaley, 
一を 一! 1904 ，イギリスの アフリカ 巧 ホを】 に 救 巧され、 化 と共にち アフ 9 力を した 0 
一八 乂〇年 24^ は ド イブ 巧 巧 アフリカの 枯 巧に 巧 力し、 力冰 メスに せかん として 一八 ホ ニ 
年十另 二十日、 お 中主夕 一^ 巧 さ た 0 

スミシ 香 Aurel . Stein , 186 a - 】 はプ V < ス> をを の A ゾオ姿 、•蓄 のち 
巧 巧 かお 4 して 钟られ た 0 

化は 巧め イン •ド 巧 巧に 勤# し、 ぶ 育 寒を に携 はつた 〇 1 九 00 年よ ± 1 犀 棚、 インドな 
巧ょゥ钱巧されて、 巧皮省夕1* 乂を地を巧あし、 おに巧83£巧の巧巧を巧玄し、 種.*? Q 
泣 お、 をが 畫 、巧 文 香、 ■巧、 W ち 典# をを 見した。 巧に 木 巧の やぅ ホ、 巧の 巧 巧な 前 0 
文 R はを 中 0 ♦で わつた。 



一九 OA 年ょり 爪 年 ぶで、 巧 ザ タ—リ A を 地^ サ をのぶ ぶ、 ぶぶ 干！！^ 洞 の繪 iT 
巧書、 巧巧みを巧見し、 么^^|6《で歸った0 】 化 】 一一卒ユゎ ー ホ年1^で、 ミ巧1に上り 
が杞 二回 〇巧檢 地方を 巧 巧 全の 上、 巧 ホの 巧が ゴ ホ、 パ ミ ー ル 山中、 アフ ポ-ー スタン 方面 
まで 巧 巧し、 古け » 西のを 路巧 をに 巧め た。 

一を 二 〇 ち アタリ々、 日本を ちて 同地 方の 巧 四 回 巧 檢に曲 掛けち 巧】 回な ホの 巧 集 
おは B ン ドン 大巧 巧 わが •デリ ー その他の インず のが 化 巧 保 巧 さ た？ ♦巧よ W 省に 
ょり^に巧サられ、 ち古畢巧巧〇^ぶ^度された〇 

♦ツぺ a 《4 a (oppenhei 日】 は 中 巧 メソポ タミ 卞でフ H ニ キア 义 化の 坪む で A ウホヒ 
ッ チト (Hittites) 巧 田の 埋 をした を 巧を 巧 巧して ちを なした • 

♦ > ゼ A ( F 江 基 of 3 ぶ ぶ口， 一ぶ 11193 さ はノ ルゥ Hr - Q オスロ 巧を で 生まれ、 化植 
巧 かで なられた 政治 おで わった J 

クリス ♦卞 -ブ ホ々 を巧奠 巧、 一 < 八 二 年 巧#!! 本を が！ JK 9 た 古、 グリ I ツ ラン •} にな 


i 

ミ 8 して ペル》 ンの晨 博 咨塞 K 巧せられ、 I 八 八 八 年ょ ゎ 亞尤年 ミ、 グ，— 
ンブン ドを 至り 巧へ 8 し、 I 八 さ 一年に ミ A Qram ) なに 5 で、 2 惡に巧 

ひ歐 西 〇惡 を® ゎ、 二 I シ •へ* 7 をで 蒙 矣ゎ 吉、 I 八を II 年、 化が 军巧 
晕四か 02 まで 途 し、 霉で QS を 作つ ち ミちが はかょり 氷 上を 7 ブンご 
■ 1 ミ ブンド ミ； 5； おして 参し、 一八 莫 年#、 実 化極蹇 まジヤ ，多ン 
( Frede 江 ok Geor ち Jackson ) 0 巧る に會 ひ# 坊 された。 

一九 〇 五 年な ち 政 巧に 乂ぇノ ルウ ユふス 正， デン ミみ 麵に畫 力し、 一九 0 八ち 
ィザ リスへの 最 巧の 巧 巧と なつた • 

一を 10 ちせ ホを の 捕 S 遺に 9 る 長 か畫 ま— とを、 一を 二ち" シア 
S 蓋 Q 塞 貧と & り、 一九二 II 军、 a 1 サン X 貪！！ では、 巧な 留解 《Q な 案と し 
て、 ザ，； 、トル n 兩巧 S 人曼換 たお 議 し、 それを まさせち 
考 】乂110年 w タク，スチ卞■ア大 l ^ llltll 5 w ^ ui 2しホ。 |尤ニニ年にはノ 


I ペル やか 貧を 巧與 され、 セ 十 巧で オスロで 巧し ち 
♦ツぺ*卜 (Julius Oppert , 182611905】 は束洋學をとして巧られたドィツ巧*ダ卞 
人で ゎる。 ハ N プル グに 生* れ たが、 一 茜 セち フブ ンス S 化し、 《ィプ ル ベルグ、 
ポン 、ヴ ィン# のな 大 ま、 アブ ピア 巧、 サンス ク， ，卜？ 折 巧し ち 

一八 五一ち フブ ンス政 巧ょり、 堯路 をのた め フミ ル 旨 h ミ 穿—- 
I 78 a -1 羣か理 1 ) f メブポ タ ミアに 波 ホされ、 5 て そのな 吿 をが 巧した 晉『 

6 diton soisti & q 白® 色 M を 〇 言 良夕 《ミこ®^ 泛)。 

一八 五 セち 公な 圖8 で ヤンス クリ "卜を 巧 じ、 一 宅 四ち をを 巧を 4|《 0 
襄 とを ミ。 者 作® めで ♦く、 蹇文宇 一 ^ としてを 必 0 】 人で ゎつ た •ハ丢 巧ん 

ち 、 

その ホ S 巧 度 も Q は、 一八 五 二番 おの^ 芭 を》 を 口を ■ をを をろ】 八 
夕 G 年 置 11 吝を f 1*^ を* ili 、 一八と セ ミミ ig £ l をち $ 

二呈 



AASSyrie をを！ a Clia 一を e 等で わる • 

スヴ •ヘプ 4 A (8 ィ en Anders Hedins , 1865 — 】 はス H L アンの 巧巧单 を、 
巧 准を として なられた 0 

一次 お ザより ホー 年 ミ、 ペルツ 7、 メッポ タ、 ベザ 地 巧を 巧を し、】 冕 0 年。々 涅 
年 ま 巧、 ペル シブ 墓に 巧した。 一八 九 一一 卒 よりを 年畫 、オレン プル ゾ より 糞まで 
巧 K のノ プノ. ル 地方 及び 西 巧を おて 大巧 巧を 巧 行し、 一八 尧 年より I 尤〇一 一年まで、 逆 
に 蒙古の ゴピ ゆなを 橫斷 して、 西 巧を ぶり クリム 巧を 下って 巧び ノプ ノルに W ホし、 アジ 
ア大 .ぶ 《 巧の 大帝 巧に ぶ々 した。 

その. 巧々 节 ミて、 ♦族に 別 呼ら’ れ 、ぶ ± お 省 A な— り、； 二 四 年より 羣一五 年 ミ 
ス H I デン 壬 化 巧 主 技巧 巧が 巧に 巧 巧した 〇 日本に もぶ ろ 巧り、 巧 g 大 # その他で 巧 巧し 
ち！； おぶ を 香は 十 黄 化に 及ぴ 、おんど 备因 巧に wjj されて 居 ミ 

ミ 文 ( c ^ le ® Augustus Lijidbexgh, 1904 -T 】 は藥 Q 、、/ シ ガン 州に 生 



i れ も。 ^ ^んシ コン シン 大玄 機み エ學ピ 祝 兜し、】 を s ちネ プラス ヵが を 含 杜に巧 

心 ん心、 を氣を斬回惡でがた 化轰巧をどを つ て 居ち 
一 も 面ち プル， クスの か 策 加 巧が 巧に 入 巧し、 同年 九ろ 方い 芭ホ 齊惡 巧に お 

ろネ巧 後、 がを 巧 巧會 社の まも ホ 巧た となつた。 

一を 一六ち 大西洋 Jiisii か 行か « に 巧手し、 き ー セ 年 午が セ 時 五を】 十日 五十二み、 》 
rul ク から パ r へ 巧け 巧 》 の 化を に 上り、 型 日 午を 十 時 ご rT クタ 後 五 時) 
パ，， にか 苗、 最初の 大西洋 お ホ 養 断に ホ 功して、 一班 して 有名に たク ちそのを 養 
大佐に 巧 せらた 一九 一与 一年、 そ 人と 一席に. 类 平洋& わで、 日本を 巧來 した。 

7> K レ— ( sfllmo 口 Augut Aii をを， 1864 — さ】 は グ シナに 生まれた 。スエ*- デンの 
氣巧乘 として かられた。 

^^は ス ^ ッ 美 ル A 奏禹轰で賽をまけ、 卒菜を、 特が局庭官—とを、 一 な 

セ ち 二人の 同 巧を とみ 巧で、 スピッツ ベルダンを 巧して、 化 巧 採 おに 巧つ た 力 巧街不 


切に なつた •一九 I 云 ハ 年に 至つて その 遭難み 巧が 巧 見され、 巧 巧 や 夕 おのが 巧 § もせ 田 
にがち 麵られ た。 、 

•《四) 藝 « 的 方面 

H 巧の 文化的 價 化は、 單に そのせ 的を 巧に ょつ でのみ かせら る、 も 0 では & い〇 それは 
その 巧 巧 的 力 至は 道な 的を 巧に 巧り 巧せられ わぱ ならを い。 

他 因 おに 比して、 ユグャ 民族の この 方面の おかが 劣 巧で われば、 それ ダけ iQ 义化的 
價 巧は* れ たものと はなり 巧を いと S ふ お静に 達する 0 

A ダ卞 人の な 的 性 巧に 助し では、 ク オルシャの 巧 「人 津閒 垣を おじて、 巧に A ダ 卞巧巧 
の 理お的 提據に 及ぷ」 に 於で、 撤を 的に がせられ て 居る やぅに、 又、 アゥ ユル パ， 《、フ 
ィ * シ* ベルグ、 H ル キント、 アンドレ I 、 A ， 卜 、ワィ ♦ン ベルグ、 ゾ I フ H ル、 ルシ 
卞ゥ # のか 钟的力 至は み > 的論ぞ にょつて、 R 明され て 居る やぅに、 その 巧的才 巧の* い 



ととは IMA 地 もれい が、 モ の！！ 術 的 力まは 道！！ 的 公 や & る见 地よ b すれば、 午 
，スト R 巧に « ると〜 夕る もので & いとと にが ぺる人 か 巧に がて、 巧 白に 肯を巧 巧る 
で わらう 0 

♦ — ストな 巧に 比して、 ル數で わる ユグャ 巧 巧が 人 巧 文化 生 巧の 巧 巧 的 地 化に i で 巧し 
、 て居るといムことは、 、 巧がの^|1|^の巧境より考巧するも、 巧巧的適おを裏書をずるもの 
とまは ねばたら ない e 

ッ オルシャン がそ のぞ 書に まつた やうに、 化 巧 A ダ ャ人〇 ために 投 けられた 巧 巧が、 I 
巧斯 巧を 巧 巧 的 天真を 巧ち しな かつた ことを タムれ ぱ 、ユダャち 巧の 宙巧的 進展は を* ス 
ピ ー ドを 增 かする で わらう 〇 § は 巧 ま 力 至 取 則に 制 巧され たる 力を 集中し、 他ち 巧との 
曲に 巧が & を 巧 巧 爭を續 巧して 巧た ことは、 おに おおを を資で わつ た。 

一且 解な され、# 蒙* なにより、 ♦リストな 徒に 伍して、 互角の 地 ホを よめる や、 そ© 
巧を 任 » 、巧斯 & る公袁 ' れ敏 & る 钓断力 巧に よつて、 解 化された とは まへ、 ホ ザ そこに 

一ニ セ 



• • ♦ 

p ご-, ぅ、 - r 一、’、， 非 t 一一 瓜 

化 ミ Q かお 的 寶> にがぇ で、 巧 日月た でょ < 巧 巧 的 蓋に を 得た こ 表、 をし か 
がむ。 とで 莫 J て 無. SQ で わえ 

，若しない 蓋： い 巧 含 育が 的が をを ると 想 掌る C とが、 正 巧で わると する を 
ち 巧い 文を S し务る •！ ダャ 養は、 昔たがら の 劣 養 巧で おかつ たこ 表、 事 も D 

上で！ 3 巧 まれる わけで わる^ 

*を を蔓送 文化 S — 件で わぇ 累蔓 化を 2 襄で豪 堂、 を か 

ホ* 8^ と 及 あを 進を さへ S する をら ちその 巧爱 併进 する 文化は、 巧 安上の 巧に ま 
ずる t - il はかが で わる 0 

累がミ Q 時化ち ミ Q ミと 忆 i て 巧 得ず る 文化 Q 捏 巧ち ミ 祭が 件の 
み 違む ょつてを ずる もので わるから 、今日の ユダ卞 人 fc 巧 へられた かは、 少< も解改 
か 前とは 霉 愛 まがもり、 化ゥ で > を 象 & をな！^ 卜 於し 知る ホ 巧ね かが 心て 居る と 
いよ 。扛 に* みみ • 



义ピ cbb 口を を Spino 夕 1832— 77> は オブン ダ 《大の 巧！！ まで わ クミ 
化は 强規 的に 午 リスト 敎に改 余させられた > グ卞 人を 父と して、 ア A ステみ グ A にを ま 
れち 巧め ユグャ 致的敎 すを をけ たが、 ユグ卞 巧 巧の 傳巧的 角 巧に がち サス 自由が キリ 
スト 敎 徒と 巧は ゎ、 且つ クル A 1 ド、 カバラ 及び 中せ 巧 0 H グ卞 哲學 巧を 硏 巧した々 
一六 ミ 年 2$ 來 、巧 白身 Q 哲# 的な な Q 發展 がかを. C ,、 】 窒 四ち 父 Q 巧な、， チン 
R ギ ，シ卞 R 、 自が巧 學# に 巧し み、 又 デカルト ( Ken 4 D ® aoarte •，一 696— 1660, フ， 
ン K のぞ f にしで 度 Q 巧學を 巧 巧した。 

ニ ハ 五 《ちが 思な の ホ ご グ卞な 貪から 巧 〔され、 る 化されて 巧 住し、 こ ハセ 〇 年よ 
り 巧ね A で 《—グ に 居を 巧へ た •巧の 生かは ぶ 人の 年を によつ てが おされて 居を が、 自ら 
小 巧に 甘んじて レンズ 磨きで 生かを 補 ひ、 ニ ハセ ニ 年、 《ィブ ルベル ヒ大 # よりの 巧 巧を 
をへ HI つて、 « に 巧 人に 巧應 しいな 巧の 生 巧を 送つた • 

なの 巧 ♦は デカルト 0 かを 一元； A を改进 しわ 公を 巧 一 og をの 馬 おに 過 ダず と & し、 な 



ニニ o 

も 神は この 貧を そ 0 ものに か をらず (巧 神 g 、 1 0 神 巧ち 良が は 厳密れ がが 的を 巧に ょク 
てま 巧され (巧な； 11)、 この おがせ た 1&一8一 みに ょクで なかする ととに ょり、 神に 巧ず る& 
(ir D も inteU ミ tualiB ) に 到達す るの が 至善で わる (巧を g とした。 

じの やゥ に、 ぶの いん 神が ち 自が及 ぴ世ホ 巧 おのが がをおは 常時 無神論 力 至は 巧 物を と 
解 » された が、， がの あがを 貫 < ものは# がま* にまで 巧を される ># におす 义 なおを tiK 
で ホつた。 多 巧の 著書が わる 0 

1111 ゼス • AA デ ♦スプ IA (Motes Mtndelaiolm, 1729 — 86) は ユグャ 人を 父と^で 
デッサゥ CDi 口) にを まれた • 

巧め、 ベル 9 ン のな 家の おち K 烦 とれり、 巧に 見齿 されて その ま お 人と & つた •レッ シ 
ングと 巧 巧を おび、 又 ヵント CIxmnanuel Kant , 1724^1804, 巧が 巧 學の 巧な 急と 义 
巧し で 居た 〇ッ クラ チス の 巧 巧と 一巧 はれた 化は ドィツ 啓蒙 期に 於け る 巧 IMV としで、 义ユ 
グ卞乂 たして 文 袋 上の かる 的 地 化に iS ♦上げた お 動力で わ 0 た t とち R に 巧べ たやぅ 



で わる • 

ぺ ♦グブ A CHe 日 江； Louis we 召 on, 186T ) は パ，， に 生 れち 一八！ < 一 ち 
パ， 1 のが 巧大 學をネ 業し、 ー ホ 00 年、 CoU か ge を Frl * 0,1111 とを ゎ、 一九 
〇 】 年には^と共に Institut の^に&ゎ、 1 乂 1 四年には||^<?の^とされで居た 
Aoad^mie ♦げられ た。 

巧は 哲學 にがけ る 合理主義、 まか 主義に 巧 おし、 f をには ょらず、 な# にょつて 巧 へら 
るべ を もので わつて、 それは |8|^蒋# ( Dur 6 e pure ) 卽ち K の 巧 曲で わり、 生命で わり • 
自由で わる 〇巧智 は || {用を まとす る！！ をで わり、 資 をを 固を 化し 且つな W 化し、 そ の 
ホを 抵へ 巧た となした 0 

この 巧を 一十 サ紀巧 巧に 大を をが 響を 與 へて 居る。 ' 

. 八 ィネ (Heinrich Heine, 1797118 66 】 は デュ ッタ ルドルフ でを まれち®! 一^は ♦しか 
0 ホので、 巧父ソ a ♦ン (80101 ろの 巧 巧を まけ、 窗 またらん として 巧 人た をした が ホ 

三】 



- き 一 

放し、 方れ た 變 へで み 地の 大 ♦に 巧 ホを g んミ . 

一八 一一 五 年、 ♦，スト 敎 になを し、 ホいで ロンドン、 ミ y ヘン、 上が イタ， アタに 16 
巧した後、«時自由ま||のゃか巧でわつたパ 51 へ巧つた〇 モの巧攀ア マ リ H (Amalie) 
に 巧す る 失 gQ ましみ も ホ ひ (化の 巧 倩 時 中に な 見ず る ft のせ 白は 巧ん どこの 巧みに よつ 
たものと 見て ままへ & い】、 歸巧 せんとし たが、 一八 一二 五 年の ド イブ HIS 會巧 のみ なは、 
靑年ド イブ 派 (化 も その プブ ，ク •— ストに！ {古ら れで 居た) の 画 ルを なをみ 巧した ため • 
をる に » 國 ずる ことが 出來 & かつた • 

一八 四 一年、 フブ ンス巧 人と お 巧した •一八 S セ 年よ b 四 八 年まで、 フランスな 巧より 
年を を まけ、 I 八 四 五 年から ザな 巧に ましみ パリ ー で 巧ん ザ。 その » は A 時*! 巧 おの 巢で 
わつた々 ン • マート火の墓地に在る0 |^6時集、 お文等の<^?||?ホ<、 サホに典へたが巧は 
今日に 至る 4 で大 をい 0 

フ芝 (Ludwi《 P 臣ぞ 1863- ) は ドイツの 自 がま！！ 作家と して 巧！！ し、 その後 



ま 華のを 助 作家と して 致 A られた •シ ィブ I 貧を お與 された I 八を 一 一年の巧 クリス マン」 
(さ Usm 旨) はま 巧し い舞臺 巧みを 化め て 代 ま 作と された。 

尙 、化は が！！ おとして かられ、 時人で も わった 0 

ヴェラ K 3 (Velasco) は アメリカ として なられ、 の 作 あを 巧まして 居る 0 
キ A グ义 U ィ (Charles Kin 巧 kj, 1819-7 巧は 英 苗の 宗な ち、 文！！^ として かられち 
ケン プリ， デ 大巧に 巧び、 I 八 四 四 年な 巧 曲化師 ホに 化師 としで、 《ンプ シアの エヴァ 
ズリ—で一生ををった〇 

-八 ス〇 年ょり 同ー ハ 九 年を で > ケン プリ， デ 大巧のを 世巧敎 巧と をった 〇 】 八 四 五 年ょ 
り 同 五 〇 年まで、 巧自 & 方法で た 合 問 括を 取 巧った 小 か アルトン • p ック (Alto 口 Lock る 
一ー ホを をを、】 八 五一 年には キ ー スト (趣、 yel) を 巧 まし、 勞化巧 おの 向上に 熱な を 
藝 み、* I ， ス cwmii Morri *、 1834— ま， 巧 Bit-O と 同じ <を軟 むから な 巧した 
キリストな せか ま 義ネ であった 《 



画 

その 著、 キ * ストな 巧 貪 ま！！^ (obrutia 口！ socialist ) 及び 人 巧な 策 (Foutioa for 
を* peep ちの 中には 無 歎の 當 時の 時事 間 酉を 論じて 居る。 

化の 巧いた ル規ち 一八 さ 牵のヒ パ ティア (田 ypati ろは 初代の キリスト 敎堯 とギ 
リシア 巧學 との 萬 g を 巧き、 又 「を 一 い 西 巧を ダ」 {Westward H 己) は】 八 五 五 年に 巧 
ま 左れ たもので わるが、 王 リザ ぺス 朝の 化？}^ 見に 曲した もので わり、 一八 巧 六 年の 
田 ereward the Wake は アン グご サクソン 巧 巧と ノルマン 人の 巧 爭を巧 巧 0 た 時代み で 
わつ 巧 

产八 ス 九 年より セ 〇 年まで、 西 ィンド IW にぶり、 その 巧みが 美しい 作 お 「最後」 (At 
last ) と & つた 0 

晚年 ウェスト ミン スタ 1 の キヤノンに 巧 ぜられ た 0 

ベ >94 • ♦ A グ K リィ (田 eniy Kingslej , 1830 — 7 巧は 巧 杞ナ卞 1 みズ •キング K リ 
ィ ©弟で ♦る • 



化は 》 ン ドン、 才 ，ク スフ ♦ 1 ド 巧 大巧に 巧び、 一八 五三 一年ょり 巧 五八 年まで、 才 I ス 
トラ 9 アに 巧み、 巧 酉 後、 巧ち 地 生活を 描寫 した 化 語、 ジ ユ フ リイ •《 A リン (Geoffrey 
Hilyn) を 一八 五乂 年に を 表し、 ホいで、 クリミ 卞巧爭 を お 巧に した 傑作 「ホ 穿の 稱」 
(Rave 口 姿〇® を 一-奢) を】 八 ご 幸に 公に した。 

ヘシ U エツ サ •ヘルツ (田 enriette Herz, 1764 — 184 7】 は ドイツの ネ巧 として かられ、 
化 ホの と 巧 巧とは、 巧 時の お古を 女王の かく 揉 おした とを はれて 居る。 

彼女の 父は 窗裕を ユダ卞 人 » 師 でぁった。】 セ セ 九 年、 S 巧へ ルツ (旨 H9US 田 §, 1747 
—1 涅〇 ユダャ 系) と範 巧した 。ベルリンに 在る 化 等の 巧 宅には、 ドイツ 巧 神 巧のを ± エン 
ダル (Johan ；Takob Engel, 马 4111 塞 2, ドイツが 蒙 時代の 通俗を 巧 音)、！ お シャド 

々 (Jolla 旨 Gottfri を資 adow, 1764-1860)、 ダン ツ ( F 江 edrich VO 扫 Gen す-: 1764 T - 

1822 ，を 作を にして な 治ま)、 フンボルト 义弟 ( ぶ、 K 臣 .1 Wilhe ぎ： Freiherr von H 巨 U- 
boldt, 176711836 ，プ ーー シアの にして 巧 治ま、 弟は 巧 巧を ま、 beMa 口 d さ ィ旨田 i- 

ニニ 五 



函 

bo 己 t,17f 1869】、 r イツの マン 巧 文！！！ が 巧 お シ* レ I ダルぶ み (兄は August 
wi臣elmミnぞ臣egel,1767ll846,ホFriedricヴl习2—1829】、をがタフアルン<I 
ゲン (vamhagec ィ〇口 Eg*, 178&— 1868) 等が巧乂し、 巧に神8|.^|^であゥ哲|||.^|<|1でわる 
シユ ライエル マ y 《ア 0^ 压 drio 口 Ernst Daniel Sohleiermacher, 1768 — 1834) とは 巧 
んに 思想 的 交換を した。 彼女の キリスト お 改宗は 一八】 セ 年で わった 0 
王 A ダル (Johan 口 Jakob Engel, 1741118 02】 はメ クレン プみグ に 生まれた® 

巧め 神舉 をが 巧し、 後には 古典 巧單 •哲 # •數 寒を 硏 巧し、 ー セ セス 年、 ペル リンの ザ A 
ナジ ゥ A (gyamaBium、 中單 、巧 巧 共 巧の 大 g なか 巧】 の 巧 巧 及びち 巧 かおと なり、 巧に 

ア々デミー(.4^口み6良6)-^1101;、フ>1ドリ，た.ヴイルへル.4111世が王モでわった時の敎 
師 となり、 又を 時の 文 仲阳 の 牛 巧を 担ゎ、 ドイツが 蒙 巧 QIMV としで 大いに 巧 のした。 

その 肋 か 「世 ホの 爲 の巧學 J ( F 区 108 を far を* mu , を 一二 巧、】 セ セ 五—】 八 00 
年) は あお & も 0 である。 



ダス A ツイ ♦ (Gab 音* 1 b 夕 は#* 卜 •，サ ヴ イン Porto La 扫 win, 1863 
1 】 は イタリア 0 時人 •ル肤 を、 軍人、 巧 巧 巧、 香 まとし で 知られて 居る。 

P 1 マ 大學の齿みでぁる。 二十才の時、 時集四巧を化し" ルおの巧女作は 】 八八九年に 
をいた 口 Piaoere (巧を) で ゎった。 

一八 乂〇 年には 化の 天才 大いに 面 熟し" ル說 では 口を 〇を〇 を Ua morte (巧 QR 巧， 
一八 九 四 年】、 詩では 口ち i Paradisiaoo 奚 西の 時、】 八 ホ ーニ 年) 巧の 傑作を 巧 表 
した。】 八 九 八 年には フブン KQ あ 女優 ユダ卞 巧 ♦の サブ •ぺ ルナ 1 ル 及び イク リアの 名 
ホ I ゼふキ (Eleonora Duse - cheohi 、 1869 — ちピ， jllA はぺ ルナ ー ルと IRK 的で ゎ 
ク た】 のために 、 La citta morta 及び 口 sgno Aun tramonto d - actonno 等を 香い 
た 0 

巧が 大巧 巧 時は 巧 巧 的が 巧から フブン K に 居た が、 一乂】 五 年 者！！ 田し、 從來の お笑ま 
義の 巧 巧から ' R 治 的資巧 おに n 巧し、 み 巧で g ■むを 巧 かし、 ♦た 軍 巧に おじて お ち 

ニニ セ 
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ホち ホ 軍と 巧み 《玲 しで" 巧 巧に 巧 i にを、 I 尤ニ ハち 巧を 巧 たれて 一眼を々 

ミ。 

一九 一八 年ヴ イン 上を に 巧 入し 、； I 九ち フイ. tv メ sie ) なな Q イク リア 巧 
が 巧 か ホ 動 Q た 《壓 巧され る や、 j 軍を ホゐて 同 巿を 占領」、 十 五ケ 巧 間、！！ 立 お 巿因家 
を お 巧し ちがは みみ & フ アッ シストで、 一尤 I 面 年、 皇帝 エマヌエル 9 t を 江り 
ile ち 1900— ) から、 モンテ •ネヴ オソ公 (Monte Nevo 田 〇) の 巧 致を 巧 へら I 
た。 

一を 面 Le FayiUe を 1 Maglio は自 ホ傳 ともい ムぺ をた ぶ 寺 でら る 0 

巧 巧 Q B I マ 巧 信に 左 0 かを 巧 道が をる イク リ IQ ガ ルタが 巧に 巧 居の み 血 詩人 ダ 

スン ツ イオは 《巧、 巧 度が にみ «を がわして 愛、 と 白 巧 か 巧を 巧ました が、 マルコ — 
巧 (を glielmo f coni, 1 さ rl§、 電 氣を 術ち お t 巧 巧 ま、 イタ， ア 元ち お贊， 
ノ — ペル 貧 受領者】 巧 まのを 巧と して、 >:|^18禱 巧に & つたので、 自我！^ 巧 巧を 巧 まし 



たと 〇度も c * クた 存在で わる 0 

ア》 イザ 王プ 0 A ( Ibn を 穿を イプ ご ダ ピロ ルは アブ ピヤ 畫 わる。 ぞ一 i 口 
Avicebro 白， 102 t >— §0】 は アブ ピア 人で わると する ま ホい が、 純玲 のみ ダ卞 人で わる。 

化は スペインの 哲 として かられた が、 その f は マラガで わつた 0 

化の 巧 あには 巧 プラトン 巧报的 神が まなが 巧 著で ある。 それは 押と しでの 巧； 度から 
その 意を が 分 曲」、 そ Q 擎 ベて Q も Q は賓 とお ま ミ 6 合 寧る、 神 的 意を にます る 
には、 哲$ 的 あ 索では をく、 巧な 巧に 於け るを 巧に よらを けれ ぱ ならを いとい ふので あク 
て、 そ QKn ブ巧ミ 典へ た》 響は 多大で あづち 
ア ヴェリ シグ CEd づ ard A ミ！ ing , 18511 塞) は ザ がみ f で、 巧め ケン プリ， デ 
の 二！々 レッ デ (New CoUe を e ) で 化み 及び 生 巧 巧を お 巧して 居た が、々 1 ル •マル 
クスに 巧 巧し でからは、 み 訪を肚 俞ま巧 まとを、 英 因に がける マルクス 義の保 かまと 
みつち Z クスの 巧 後、 兼ねで 巧 思の 仲で あつた マルクス 奚女 エミナ 1 ( 呂慧ヴ 



IKO 

養 f ま) と 傍 婿し、 夫 孫で t お 巧 巧を お 巧し、 マルクス— をを 巧 s しちが し、 化 

の 私行 志 奮は 營議 を」 て、 f 仰 S で裹 ち む SS ミを へられで 居る 0 
アグ ミ— (Grace Aguilar , IBlr づは ユダヤ人を 夏と して、 n ン ドン— にを 
をち 集 蒲柳 QW で、 まとして デヴォン シアに 居住し ち ドイツ ミ ブンク 7 ル ト‘ 
ア t マ イン (ユダヤ人の 夕 じちを 一才のを さで 巧ん ち 
巧 固の ホが 作 おと しての 作 おに、 マミ クミ， ルス (ぎを 斗を を 不可ぶ ま S 
スピリ， 卜 •ォヴ •ユ ダイ ズ A (の を 庄 t & Jndaiam 、 ユグ卞 ま！！ のな 神)、 •ジ *1 イ， 

ご ミイ K CThe Jew 昏 F もぞ ユダての 巧 仰】、 ホ—* •イミ ル エンス S — 
屋蠢多 荣 庭の が，)、 了 マ ザ， ス •ご ニン ス長 —曼 in 巧る 巧 

の 巧 ひ) 及ぴゼ •ヴ 王-- ル •シ I グ ー ス 客 8 夕を ひを 巧で わつ と 0 

へ ♦ダ 7 タト > (John Emerioh Edward 口 nlberg を这 Aln, 1834-1902) 

壽は 歷巧 おとして かられて s る 0 



がは ナポ 9 で 生まれた が、 その 巧は ド イブ 巧 人で わ クた〇 パリ ー で なぞを をけ、 をドイ 
ブ にお 學 した。 

巧 蠢誤說 K 巧 おし、 自由主義 舊な蒙 首な とを、 幕を 巧 ましち 
一. 八 五 九 年ょり 巧 六ち 年まで、 巧 田 下 巧の賣 とれり、 自由 黨に 島した 〇グ ラ， ドスト 
1 ンの 巧— でょ クて 、一八 ーハ乂 年、 另 巧と をク た〇义 、一八 九 直 年、 ケン プリ， デ大 ♦の 
かを 講 巧敎 おと & つた。 化の ケンプ リッ ザ巧サ 巧は アクトン 左 ♦下に 細* された もので わ 
る。 巧せ たに M ずる 著み し。 

ウアヴ ** マ > (Jakob Wasserman, 1 さ T 】 は ドイツの ルか夕 わ ミ 
一八 乂セ 年、 巧 ホ かナ ルン ドルフの ユダ卞 人 g を *^0 を ロ イ〇口 N 資む〇 江) を、 ホいで 
一九 年 こ 丈、 ちい レナ ー チの わ 西り (Die Geaohiohte der j 目 gen Renate 】 をな ま 
しで、 一 « 文 境の な兒 とを クち义 、一九 0 八 年の 「巧 化が を屋」 (wgw き！ ミ) は 
傑 お 0 1 つで わり、 一九二 一年の 作 お 客 た 口'^ ぶ* f ロミを 0》 ミ 目み 4 日を」 (ドイツ 



及び ユダて と JHQ 養 進 巧夸 イツ 重 ダて と」 了 と g®Q を 示した も 
ので わる • tQ ル、 S 短 數十篇 Q をは 巧い 讀 をを 巧 得して 居た， 

々イ T (Georg Kaiser , 1878-. 】 は ド イミ c 曲夕 としで ホを. 0 .、 巧 现派雙 中 
の最 ♦作を で わる。 

彼の 作な は襄 にかて を た理萬 & ととろ がわる が •モ Q 巧 巧は 巧い ぶの 的 寞を與 
へて ちる。 ろ そ Q 8 材 、奪 41 共に 多面 ホ 角 的を と ミが ある。 

れ巧 がと しては I 乂 S 年 Q r カレ 1 の巿 巧、 Di ® BSrger VO 口 。 己を と 、 一 二、 
年の 「相々 ら H 巧 中まで、 Vo 口 Morges bi» MittelnaohtsJ 、一九 f セ 年の 「巧 SK 、 
S * Kor •一一と、】 尤 1 八 年の 「女 の夕 巧 さき 0P を 一九 一九 年の 「ホち 道、 如ち 
H 6 臣夕 weg ， Era と、 一九 一八— 二 〇 年 0 「冗 巧、 OS 」、 I 九 一ニ ニ 年 の 「 相なん で、 
Nebeginand ち」、 I 九 二 四 年 Q r 巧 巧、 Kolportag とみび 一九二 六 年の 「二人 オリ イヴ 
ア」 等が わる。 



♦ Ill ル (Eugeg Gladatog Qgiu, 1888- 】 は アィ—々 の 生ん ガ最 巧© サホ的 
な作をモるる〇 父ジ H 1 乂ズは巧巧夕でをクた〇 化も父のお柔を手傳ひ、 その後、 ^巧 
な 員と 度り、 ちに ニケ 年の ホ 上 生 巧を したが、 一丸 一一 一年から 巧 年に かけての 、巧な 巧 巧 
中を 一# 巧と して、 ws ： まに & つた 0 

一九 一四ち Thirst (巧) をを まして かられ* 一尤 一六 年 自らの 两 がせる 巧 0 真 g す— 
助 B にょり、 初めて 1 巧 か、 wound. East for C ち diff (カ ー デイ ツフ へは 巧 方に をを つ 
てる) を 上 巧した。 お 上 生 巧 その他の 通 去の 巧 験を が 巧と して 力作を 巧を した。 その 中で 
も、 I を 一〇 をの 「巧 平な の 巧 方へ (w®yo をを* 田 0 を 旨)、 アンナ •クリス テイ (一九 
ニニ 年)、 义 1 乂ニセ 年の 「巧つた 旧 巧言 • strange Interlude 」 は 同年 巧の 巧 巧 作と し 
て、 Pulitzer 貧を 獲た。 

巧 0 ザ おは スト リンドべ ， (August Strindberg, 181^1912 ，スエ ー デンの な 曲 まに 

して 且つ 小 かお)、 ヴ ミア キン ド (Frank Wede だ 色，！ 864— 1918 ，ドイツ の巧 曲 お) や 

吕 一二 
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ド イブ ま 雲 •多 < 、性 ホ CIS 十 s 見方 417 ; ド 香 gmund Freed, 1886 - 
すスト，70窝^^^!?】 5ムとミタい 。 a 7\チシ？ と，7，ごとの富、 
留 好の 寡を 悅」 わ襄 e 作品を 特色 づけ、 ミ 作 おは 世署夕 Ig 4 れて 香る。 

罢 でもな Q 作 「グイ ナ ♦ 9 yIlamo 】」 等が 上な された。 グイ ナモは 化の 一尤一 一峯の 
作で わる。 が 記 作品のを、 1 九； には、 キヤ， ピふ巧 自® g ミロを を® G & で 
を、 一を 一一 年 S 皇巧ジ ■ I ンズ CEmpero こ 〇 白ま】、 巧 じ〜 q > i £ hre 星と！！ 
(さ* straw )， ； ニニ^^の 毛 巧い 巧 (The Hairy Ape 】、 】 を 面 年 S ホ 望と ， ij 
(D 空 を and を Elms ) その 紫 わる。 

ミペ ミイ A (Jams oppe & 貧 1882- ) は 菜、、； ツク 生* れ Q ル おち、 

短篇！ 11^、 巧 人と して かられで 居る 0 

3 M ビア 大學 にき、 ♦，ブル メント jlwnffi なしち； 一 《年から 華までで は 
わつ たが さ* ぞ ミロ Art •を！ IR した 0 



なの 作 あは ホィ》 ト マン (\7altwllit 吕 さ， 1 さ 9 —这 、アメリカの 詩人)、 蛮 書 等の 巧 
神 巧》 g が 大きい •作 おとして は •一 龙〇尤 年に 「月 巧の 巧と 化の #义」含0 暑 Morni- 
ng and «を$ poernu) と I 尤 一面 年 Q 「を (The sea) 等の 時 集が わり、 小 巧は 一九 
一 0 ち 巧を の燕麥 (wild Oa 复 、一九】 四 年に、 ぞ两 ホち 巧 (Idle Wi2 】‘ I 乂一 
玄 年に 巧 巧の 「« し &」 CTh* B を ミを】 等で* る ® 又ぶ 巧と しては、 1 乂〇乂 年 Q ドク 
♦ 1 ブ スト gooior BMt) その他が わる。 

,1 ベ* 色 FnuiooU Aaber, 1782 — 1871 ) は フランス OR W ホ まで* つ ホ * 
なはケ *ピ I * をを* けらを Carlo Zenobio ぞ 1 づを 3 OL*rublni 、 1700— 184 ^ ィ 
ク—ア の 音樂 お) に 認められて •正規の お ザを をけ、 I 八 二 五 年には 巧 « La Ma^oa (お 
エ】 た 作り、 ホいで 一八 二八 年には La 呂 ミ ま * d* Fortioi ( ポルす ィチ 01^ 小 居 ) 等 
を ホった。 

; こ 0 ホ w 巧 ♦時 0 I S の 革命 氣 々 K 理 をした 40 であ クた爲 に、 大いに 歡迎 さた、 政ムロ 


か 巧に A 多少の！ |響を 興へ わ ♦ぅでわる • 

ヴ X デ 年 >K CFrank " Wedekind , 1864-1918】 は ハン ノ— ヴアに 生れた • 

自 がま* を 巧 時化で わつ ホに も 巧 はらず > ホの K 曲 おとしでの WW は その お 響た まけず 
巧自 の 路を 巧ん ザ。 

化は 人生】 切の 巧 本 的 & 巧 巧 力を 性的 巧 動に 巧め、 そ Qg 力の 前には 人扣 はお 力で わる 
もい 主な 本 觀ホ たなて、 な の藝 巧の 基！！ となした 〇巧來 ナチ ス R 巧は 化の かおを】 據サし 
A たと M いた ポ 、ど 0 程度 かは 巧る ことが 巧來 &い* 

その 作な は 有ち！ るは ど お あ & (春の 目 ざめ、 W 隻 だち さ > 爱ヴ •を 巧 A 
として， 「巧靈、 Erdgei を 一累) 、「ハン F1 ブの 巧、 Di 《 W か cliso を" P 巨 dora , 1908 _f 
フ ，ンチ K 々 CPra 邑 iaka , 1911)、 ピ K マルク ( wiBmark , 1915) 等の ル、 巧自 & 巧 巧を 
ホな つた；® 义 、ホ肤 等が わる。 化は そのぶ 巧みび iW の 上から 巧 現 巧の ホ！！ と 巧せられ て 



カツ—# A (Isaac ciubon, 166n614) は ジ* ネー ヴに 生えれ、】 九 八 二 年、 巧 巧 
の 大单で ギリ シブ 巧の！！ 巧を をけ おつた • ユす ィ H ンズ CHenriEetie 巨 e) のな とお 巧 
し、 二十 人の子 女を ♦げた 0 

ニハ〇0年、パ，1にをり、巧大學'の1|601;1|3目を1:をに巧ザられ、をホ|||.^|^とし'. 
て あ ミクた 〇ニ ハ】 〇 年、 ィザ リスに 巧り、 ジ * I A ズ I せの 巧 巧を まけ、 俗人で わり 
ながら カン ク ペリ！ のか 師に 任命され、 年を を K 巧され た 〇巧年 » 化して、 巧を ゥ* スト 
ミンス タアに 巧ら れた〇 を 書と しでは、 神學 、日 妃夕 がわる 0 
ガ— ディ ♦1 ( Sam 百 el frdinof , 1829— 1902】 は 巧 函の歷 巧 巧、 オック スフ ナ I ド 
大 ♦に 入つて 巧究 し、 a y ドン 大 舉 巧學お 巧と しで、 たせ g 巧 (巧に 十 セ 世紀の 內 ftf 
時代) を W 巧した。 

が QW 巧は 公正では わつ だが、 マ 31 レ (Thomas uabington Macaulaj " Baron 
f slay of Bo を 一 さ 1800 -69, 巧！！ 歷を 寒 ) やグ， I (John 留 chard Gres. X837 

ミ 



占 八 

-63 ，巧！ ■わ に雙 て、 •ホ 巧と 氣 力を 《< をを はれを。 

♦•|^，リウ又 (Jihijn Cwnerarius . 160^74, 本を力 乂マ-マイスタ、 Kammeme - 
ister ) だイ イク わ 人文 主！！ を、 巧 育まと して なられ、 その 巧 生 巧は バン ベルグで わつた。 

一 五 二】 年" ク イブ テシべ みグで タブ ン t トン ( P 巨 ipp ，一を 9— な き， 
ド イ ツ 本をは シ* プル， *ルド schwarzerd ) と、 义 1 お二四年、 バ J 
ルで H ラス A 义 ( oedde 江 居 Eraamg , 146 e — 1636, ネ 1 デル ランドの 人文 ま義 者】 と 巧 
ゎ、乂文ま||裏わ、 1五11巧年、 **|ルンぺんグの巧^8>*^§まホギリシ卞1|6|4^®、 一 
五 U 1 Q 年、 巧 巧を 代まして アウ グス ブル グ吿 均の 401 し、 タラン ヒ トンを！！^ しそ 0 
一 五 云 五 年、 去 典 巧 巧 巧た チ* 1 ピン ダン 大睾 に、 一 五 田 I 年には ライプ チ， t をに 
巧 じ <巧 立して、 そ 0 ちとを つた 0 
なはギ5シ卞、 ラチン^5^交の^ aii ^巧 g た.*^し* 义’巧巧を巧面しホ〇 
そわ 子、 两ホ (1634- 塞) は ド イク であり、 植^ 11^ でた 0 た* 



♦•< 1 > ( sugfri を sll * loon ,188 e ~】 はち go 脖 人で わる。 ヶ シブ 9 ッデ 大舉に 巧び、 
lH * さに 參 かし、々 にょ > 十字 章を 巧 けられた •巧 集と しでは •「巧 ひの 詩集. Kcof — 
ted W 8 夕*曼> 祖巧 お (satirical poems ) 等が* ♦け ま 的の もので ぁぶ 9 
ザ A ダウ 4 A (IBIael zggwill , 1884— 1996；> は ユグヤ 人を 话教 としで、 〇 ン ドン' に 

をを ホ。 

» ン ドン乂 學たネ 業し •巧 6 は 後が、 後ジヤ I ナ リストに をつ た •ユダヤ 巧 巧 主義まで* 
«、 巧 -^^fr *, ヤ，等ミ*、「ダ， 卜才〇子等 、 CHldreii of the 〇すま〇/ ダット 
才り巧 劇 (Qrotto Trage 色き) 》シ ユノ 1 ， 1 の 王 (呂 6 king of mchnorrers ) 、ダット 
才 の 夢 ( 巧 e * nl § of the Glletto ) は ユダ卞 お 巧 ゎと して 巧く 知られて 居る® 

右の 外の 作な として、 マスタ ー CMastcr , ま 人】、 巧み &レ (Tsrithoet prejudice )、 ザ 
ける tt ミ 〇 ぎ b Daugbtar )、 巧 等は 巧 代的ガ (we Mode 吕る 等が わる。 

々 7 ♦ 卜 A Otani \>ralto ぞ 16f 1;683) は】 ご 面 年、 p ンド y 巧 安服屋 し 

5 が 


IMO 

たが、 顯 ホち がを 獲た 0 で、 ニ ハ 旧 四 年、 傳お作 ホと たつで 巧 c した 6 义 かは s ゎ 
、巧み© 父と i で 巧 ホら れた〇 

ホに 音 樂及ぴ 美 巧み 方面で わるが、 巧に 音窠 ホに まつでは、 A グ卞 系を 削 おしみら 
ば、 近世 音樂 巧は 春に 众 るで わらぅ は ど、 重 巧 人 かを} しで 居る 〇 左に をた 角げ て 見 
やぅ。 

•ィ A ザ ♦义ゾ IA •パ ♦卜 ィ CFelix 

Jakob Ludwig M さ delMobBrBiurtholdy 

1809-4 づは •タン デル スゾ I ンの 孫と して、 《* プル グ にを i れた 《 十 
ち才 のとを、 シ H 1 クス ピア 巨 i Shakespeare , 1664 — 一を さ 作、 度 WQ 巧の， 

CMidammner 臣 ght，B Dream) の 巧 曲を 作曲し、 ゥ ： 1 バ I ^Karl MarU Toa W を r, 
178^1826, " マ V 樂巧 Q ホ B きわ 巧巧忆 よ. 〇,、 " I マ y ま s 渾た ずる ミに を、 
ダオチ (Johann Wolfgang Yon Goethe 、 1749^1882 •ドィッ ホ大 の 持 人) に ，されて， 
文學的 iWji {や 古典 ま •©« 化を ミけ た 0 



一丸 一充 年、 パ， ハ (Johi ぞ 家を s wac ダ 1685-17 タ ド イブ 最大の 作曲 お) の 
マ クイ 傳を 一* 曲を 一?S*t して、 この なれて 居セ樂 をを せに なかした 0 巧、 イザ リス、 ス 3, 
ト ブンド、 イタリアの 巧 田を おお、 樂 おを H にした 〇巧 田を、 ペル J ン Q Singakademie 
《音楽 學 巧) のをた らんと して 巧らず、 デュ， セル ドルフに 巧き、 その後 一八 =1 丑年に ラ 
イプチ， じにをり、 同巧の巧化陳列巧 (Glandhi) の巧1^#1$5?|!1をと&り、 】 八四吉 
年には ホた の 吿樂 家を 集めて、 ブイ プチ， ヒ 音楽 學 なをが 技した •と 0晒> プ •シア 王の 
巧 篇を辭 して、 技す るまで 此 巧を 離れを かつた 0 
プ， 1 A ス (Johannes Brahma、 1833 — ち} は パ， 《 《ミ hanix Sebastian uao ダ 
1B8&-1760, f イブ 0 大作 曲 巧、 長 巧' wilhelmw 江 edemaim, 1710 -64, ホ 巧 Karl 
FhiHp 夕 1818— S, 三 勇で わる Emanuel, 1714 — 88、 四 巧 Johann Chriati 吕 ， 1786 — 
82 もを 作曲 おで ある)、 ぺ 1 卜 1 ヴ H ン (Ludwig ィ〇口 W ミ thoTe 白， 1770 —1827) と 共 
に、 音樂た Q1II つ 0B とま はれた • 



碧 


il 

巧は 三 プ失グ K 畫れ 、父は 楽 放で わつ ちその 樂才は 一八 五 i、 シユ— マン 

(BOC A16ZI さ 穿 hi— 1810..66, •，マン 樂 巧の まなの 一が みを け 表する ド 

ィ ，。大作 曲き の 音 樂ぉ誌 「Ne。 •ぎを を J£g ぉ」 上に 於け るホ薦 にょつて 
I fi に々 られホ 0 

I 笑 一幸、 て NC 赴を 、 W を 巧ん ど 化璧生 巧」、 惡で 巧し ち 
音樂 たのま 2 はが 巧 a — マン 樂报 でも わえ 又 お ま 志 古典 波で も わる。 その 作な 
ミ來る ms 5 Q 巧奚 たがへ るな と美し さ、 時として 田を 人 見* ホ 巧 化 味 ミホ 

んで 房る • 

ミ ♦1 ( Wilhelm 留 chard W 香ぶ 一 さ 5-68) はから & いを も & い ド イブの 巧を 

K して « 時人で わつた • 

なは ブイ プチ ッヒ でを それ、 す 父を 失 ひ、 巧の 再 巧した ごス デンの ガイヤ， ( E _ 
W ぞぞ ミ】* S 姜 《時、 不幸た て死芙 0 で、 止むを得ず 透 彼を 巧れ ミ イプ 



: ti ち 

み 少の 巧ょ b 持才 s 窗 にしで、 シ 》 I クス ビアた 理巧 として 居た •中 > 時代から 音樂に 
興味た みち、 正 まを 巧 まを をけ、 大# 在を 中に、 ピアノ 曲" シン フ* *1、 大を 巧 曲 わ 作 
气 I ろ 一面ち 巧く デン マルク 的み 0 をな 樂 曲に 商 巧し、 一 ご 云 ハち 巧 脚 「巧を 禁物 
LifTerbo こを 上な するな 舍を みたが、 不 きにして 失が じた •を、 オ スト プ》イ センの 
♦オー ー ヒス ペル グや パルトの ，•力の M 巧忆 巧な したが、 共に その 冀 巧を せず、 をに •ハ 
>1 におれ で 巧く をれ を 立てた 0 

パ， 1 では 当 ミ, i と Der IFUegende HoUS 扫 der とを 作曲し、 前者は ドレスデンで、 
後 著は ベルリンで 上な された 〇 これは 巧* 巧 巧で わった 〇 一八 四二 年、 ドレスデンに 移り， 
一八 四 五 年に タン ホイ ザア ( wannhiuser ) と 巧# 大を巧 曲 (liebesmahld ミ Apostel, 
巧 後の ホ g) を 乍 曲、 グ み， ク をを' Wi 巨 bard Gluek- 1 714 — 86, ドイツの 巧 
M 運き の アウ 5 K 0 イ フイ ゲ 》 イ Qphige も* in Aulis) のか 巧た し、 一八 四 六 年に 

IM3 



t 立— 

はべ— トヴこ 0 第尤》 y ; ,1 ふ演 妻 等 もしち 

I 八四九年五月|<|^に加！|||し、 巧がを怖れて、 ヮ ィ マ 》 ル Q リ ス ミロ 
1811-86, 《ン ガリ 1 生 をれ の ドィツ 大音樂 菱 の 巧に をり、 ホいで ナユ ー リ ，ヒに i 
いた 〇 I 八 五 0 年、 B1 ヘン グリン ( Lohengrin 】 の 上 巧、 J 八左尤 年、 トリスタン 
Crri 8 tan 】 Qs ^ rts をを 巧した 《 

一八 六 〇 年、 备 巧で 自作 オペラ 至 雪を したが、 パリ— で I が 巧 巧 お 0 度！！ た 受け 
TannMusor Q 上がを I 高 ダり で 止 《ねばなら なか ウち 一笑 四 年、 バヴ ，，アミ ル • 
P ヴ ィプ ヒ ニ世の な 进を 得で、 ミ； ヘンに 住ろ 至 ハ お 年、 目み 家ち® を 上 
濟 した 0 

I 八 一 云 ハ 年に 妃 巧した ホ S ミンナ •プブ I ナ 含 i 白 ミ Planer, 1809 ― 66) と】 八 巧 j P 
難婚 して、 獨 りで 居た が 》 I 八々 九 年 • 5 ストの なで， ピ ral 巧 (Hans Guido Frei- 
h-TTYO 口 B 色 ow, W30--W, 音 0 妻に &。 て •た， ジ ，， (0,,^】 と 巧 •し 



ミ 

c の扣、 1 八 六 八 年に ぎ 巧* ◄旨》 ぎ'^ 《た 上 巧し、 化 0 地 化は®^ 化 も 
のとた つた •又" 挺 巧の S 巧が 化の 樂《 の 上な 忙 適し & いので、 理巧的 W 場を るて やぅと 
巧力し、 一八セーー年、 バィ》ィトに巧を巧て、 ぺート》ヴ* ン0巧九シグフオ《1曲た】 
ホの ま樂 まを 集わた 管な 樂 画で 巧 まし、 を 巧を 巧 立した 0 

I ち ヴグナ 1¢# を お 立し で資 をを 巧め 一八 セ 巧 年 かち 巧祭樂 巧一一 がか 口 S Ring 
を Nibel 目 gen (巧せ 良 eingold, 巧 一が waste - 巧 一一 巧ぎ gfried, 第 ミ 巧 G を- 
でえ & TnmA 吕 日 g ) た上巧した〇 そのを、 こ の的巧で、 Pwrsifal を巧まし な 後の 化の 作 
なは 巧ん ど 例 ルた しにを？ 巧で な 奏された。 

樂« susikdrama ) の »历 は 巧 自作で、 化 ar 化は 大受 であゎ、 哲窒 であぇ 且 
ク 美# まで わ 0 た 巧な た 示す もので わる。 

ジ— グフリ IJI..7 グ ♦1 (Siegfried Wagner, 1869— ) は樂を ヮグナ ー の 子で わる。 

i 



I 八 丸 八 年な 來、 X イ a イト its 赛 まとを、 一方 ホ s か 曲に 巧 力し ち 
作ぶ は 巧常夕 く、 I 八 九九 年の DS Barenhanter、 I 九 0 二 年の 田 erzog wildfsg 
一尤 I I 年の Schwaw schwansteioh 等が 代を 作で、 ドイツ 神 巧を 題材と し、 巧 巧 的 
<3^ 满 g である。 

マイヤ— ベ— ア (oiaooloo さ bwr, 1791— 1864, 本を は Jakob Liebmann Beer) 

は ペル— ン でを 4 れホ〇 まに パ— I でを 巧した «拍 作曲まで わる 〇 サリ H リ 《Ante 口 io 

Salieri， 1750 -1 宴 イク？ の音樂 菜、 ベ， 卜 1 ミン、 シ T ペルト タの 巧羣) に 

msR されで iKSC ち荣 を ホし 、 j 八 一巧 年、 イク リ ー に 巧き a ッシ I H (Gioacchino 
Antonio Eo^dni, 17f 108、 イク.* — の音樂 案) を 研 宛し、 イタ ，* 1 的 まを 
がゎ 入れた 四 五を K みに 上》 して 見た が、 十み な 巧 巧を 見を かつた* そのを、 パ， 1 
に 巧 气歡 W Bobart 1* Diaf を f 八 さ f 年 K 上 巧し ち この 巧 « ちた 律は イク リ 
JK、 巧聲は ドイツ 足、 リズ A はフ ブンス 風と いつた やぅを が哀 的の ものであつた がた わ 



K 、 犬い きれで 巧々 し ホゥ 

一八 ミ ハ 年た 巧 巧した ホ扣 を 》 (ユグ ノ ー お 徒) にょって、 化の 巧 位は 
巧ち 的の〜 のと & ク た。 

そ Q を、键 l ^ w ^ ll ^し、 Afraane を (アフ9々0さ の上巧<&<|中パリーでホ死しホ0 
♦ブ 7 H A パク 《 (Jaoqi を 一巧 は •ト ィツで 生まれ、 パリ ー で 巧 
巧し ホな#^ である 0 

巧の 《巧を は 「ホ， フ マン 化話ジ * 00 口を® 曲を®**® P 」 であるが、 全 柏 かに 巧て、 化 
の 輕歌 W は その 常時の パリ ー の 生 巧を ょ < を 現して る やぅで をる。 

ゴ— ク 巧！ url 001 dnMlrkrl ®®®~ ちな) はオ ー スト リブの ぞ樂 まとして から 

れ ち々 巧の 结內樂 、巧な 樂 曲を 作曲した が、 何れも 近代的 音を を 出す ことに 巧 巧して 

■ 

おる 0 

特に ホ历 、ナ •< Q た 王 ( Di か K ぎ i を ロミ ロぞ がろ 及び ホ曲サ クン タラ ( wf をを 

一 五 ホ 



一 五 < 

は ホを の： で わる • 

ayeA (Joseph Joaoliiin , 1881119 〇づ は ドィツの ヴ y ィオ > ン大 おとして なら 
れたゥ 

一八 一二 八を、 ヴィン 音樂學 巧に 入り、 ネ巧 巧、 ブィ プチ マ t で 《ウ プト マン (ち をを 
Hauptmann . 与 f 1868 ，ドィツの 音 樂巧が 巧) 及び メンデルス ゾ ー ンの 指導を をけ、 
ゲヴ アン ト 《ウス 管が 樂 面の 樂 ちとを つち ホいで， ストと！！ り、 ち 巧の 地 化を 巧て、 一 

八 六 八 年：；， ン owilMJn 樂學巧 ( HO 昏 schul * を Musik ) に， * アマ， エ (Amalie 
g 時の ホ數 & アルト 歌手】 と共にが W された 0 

化は ぺ ，卜 み f\s 年© 作で わる ♦な樂 四重奏 S 奏 M おじて ちた。 < かいが ホを 

ミ • 

一 尤〇セ 年 八月 十ぶ 日、 ぺみ リン で沒 した。 

ジ > パ 9 K 4. CEfrem Zimbalkt , 1899— ) •シアを 4 れ〇ヴ 7 ィオ リンを 手と して 世 



さ OS ザ ミ • 

•へ， ルス プル グ の 音樂學 巧で アウ* ル敎 巧を opold VO 口 Agr, 1845-li, 《ンガ 
— JQ ヴ イオ， ン ilMjr ドント、 3 アヒ A Q を 子、 門下生には エルマン* 《イブ 王 ツツ， 
ジン パ— スト 巧 わり】 に學 び、 一乂〇 セ 年、 ペル リンで 巧巧奏 たして かられ、 せ ホ 中を な 
♦巧 巧して 居る 〇妻 アルマ •グリ A ， ク (Alma Gmok) は 巧 あ 度 歌手で わる •’ 

£ ツシ 7. H ♦マ > CMisha Erman, 1891 ― } は ジンバリストと 巧 じく & シアで 生 i れ* 
アウ* 瓜な おのけ 下と して 巧ち の 春を がふ も© サ わる。】 ホ 〇 四 年 W 來 、サホ 中を 演奏 旅 
巧し、 目下 アタリ カに： w を 持 0 て 居る 0 

《イフェ ツツ (Jasba Heifetz, 1901 1) オ ー スク リアを i れ の ヴ 7 イオ 9 ンをネ で、 
一九二 一幸 W 巧、 サ ホみ！？ 巧奏化 巧 中で わる。 

ツ0モ> (Josph 8010 日 0 口) は英 画の 畫お として なられて 居る が、 «» は 目下 拥 在中 
4K 夕 H^K (Josf Isne ダ！ 824-1911) は オラン グ〇畫 家と して かられた 〇 化は フ 

一 左 九 



».* ’ ✓ヘシ 〇窗裕 ダ卞 g 巧* のモ としで 生 s れた • 

パ >1 でが 巧し、】 八 四 八 年 歸» し、 スペイン 王の かにが ふ C とを おむ オブ ンイ* 公々 
イ ルレ* と 苗す る 巧 一の 歷た畫 で 巧を とたつた 〇 がし 夕 しい ォブン ダ あ 巧连の 生活に 巧く 
ぶ 巧し、 淀. 夫 や 巧 じ ♦巧の 農ち や 日 雇人 等を 巧いて オブン ダ 0 ミレ，- も 巧され るに まつた 0 
化 ま 作と しで、 巧 おを、 化 世に ひとり、 巧り 巧く 羊の群れ、 等が ぁる。 

，•ベ* マ A CMS liiebermaim, 18 ち—) は ドイツの としてから tv ド イプ 巧 象 
巧 0 ホ iMf 、 巧 A パ， 1 で A ン 々，ブイ (本を Michiwl li ホダ 1846— 1900, Munkaczj , 
《ン ガ ，最大 畫 お、 ユダ卞 人】 や s レ 1 (Ye 目 IFrancoiuMill を，！ 814— 75 •フランス 
畫 巧) OK # を 受け、 更に、 メンブ エル (Adolf Megel , 181&— 1906)、 マ レ— 3 ミ 
Toa Mare を，！ 816— 1906】、 ， イプ，^ (Wilhelm Lei ダ！ 844— 1900 。 が 響 下に 巧み、 
巧 K な フブン 义ホホ 巧の 感化 Qt とに、 ドイツ 印象 巧を 巧 立した • 

K ブ管 D 《omniue Fissar 夕 1830 — 1908) は巧ト ー マ A に 生 4Ht た • 



化は モネ I (claudo Mo 口を， 1840~1926：> と共に、 巧 象 ま！！ の 代を 的畫 おとしてから 
れで 居る。 

彼は 度ホ畫 にかて 巧 象 波の 巧 おた 巧 良させ た。 後ザ畫 巧に 與へ たお » は大 をい。 セザン 
ヌ (Paul C を呂 ミ，！ 889— 1906 ，フランスの 畫お) も 彼のが 巧を 受けた。 

ア A ネ >3 フ (Annenko イ 1889— ) は ソヴエ I 卜の畫 おにして* みく パリ ー に 巧 在し. 
立が 派 やお 現眾 のが 巧を 受け その 作品には 卜 P ッ キイ や ルナ チヤ ルス キイの 巧供畫 がわる 

7 A 卜 3 ルス キイ (良 ark A 口 tokolskii , 1843119 02) は ツルべ ツ n イとホ 巧され る 9 
I a ， パに ホを® はれた 近代 P シアの* « 巧を 巧 刻 ミであった® 
巧はパリに巧を巧へて巧動した〇 作おは適巧み巧な巧巧にぶいて^ それになの|^力に 
なん ボ內 生を の 力ない 特 をを だ 映させて ちる。 

ピ ml トル 大巧 紀を像 や 巧に ゆ < ソクラテス 等が 代表的 力作と されて 居る。 

その他 目下 巧 去 中の もの だけで も 巧 巧に ある。 ホは ユグ卞 人で ある 事は 判って 居る がそ 

. 一 ご 


t さ 一 

な 事 ur を ホ 巧 等す 巧の もので わる —— 文！ として、 B ィ ベン •プ ラウ デス、 ピャ リザ 
ク 、ナウ A •ソ na フ 、卞 3 プ . nl ヘン、 ジ HI •ダヴ エ ヴ 、ジ H I •ベル シヤ トスキ 
ィ 、アィザ ブク •ワイス、 メ 1 ヤ I •フ 51 ド マン、 サミ d エル •クラウス、 ダ プル d 1 
パ ハ J 、 アプラ 《 A • ベ ルリナ 1 、 ダピデ .ノエルツかク、 31>|フ《クブウスナ|、 ア 
ハド.ハ1.4、アプブ<ム.ゴールドフアーデン、アィザ，ク.リネッキィ、シャロム- 
ア プブモ ウィ， チ、 エリ 卞ク A •ツン ザ—、 ヤコ プ •デ I ネソ I ン 、シャ aA •ブヴ ィノ 
ウィ* チ、 シモン •フク I グ 、モルデカィ •スペクト 火、 エン -H A シャィ ケヴィ 》 チ (W 
上 ドィツる び P シ 卞)。 

又、 R 人、 音樂 お、 IKS ： おとして ( B シアガけ】 •ダビデ. フ リシ マン、 H リ ル. ベ 
ン •ィ 王 A グ 、ィシ F ル. シン ガ 1、 グピテ •フィヒマン、 ズィ •シノ ー ル、 アィザ， ク. 
々ブ エルソン、 グピ デ. シモン、 シ ♦ン .ザ ン K ベルグ、 エン. ビネ ス、 *! ルポ か， 

午ィ 等が わる。 



叉、 女 « としては、 特に 化み 的に々 をの ぁつた 云 人 I ぺ ルナ I ル、 ブ シェル、 ルビン 
スタィンを ♦げる ことが 巧來 る。 

サミべ (Sarah Bernhardt , 1844119 賓、 本を 、 RoBine we 呂 ちろ は 巧 代 
巧* ながの 舊报 の 藝 A を 傅へ る 最後の ホ S でを 0 た。 

一八 ご 李、 S 臺を 巧ち 曲 もな くフブ ンス的 巧の 一員に 加は つち 巧 時 巧に ラ シェ 
ル、 マルス (Anne I'raBwois 田な》 を yiie Boctet-Monnell Sara, 1779 — 184 づな來 の 
« 巧な 悲的ホ «と« はれた が、 一八 八〇华 、同が 巧を まり 巧 立】 座を 主宰した 。そのを S 
*巧か《にホ巧をがみて、 をョ111，パの«巧に<>^を化サた。 

その 巧を は 巧 面 的 巧 さを がくが、 がも柔 いを！！ 子と i で 級 美な 肢 巧とは 悲を そのもの 
の やぅな 巧 巧とは、 巧を 自在の 巧 巧と 共に、 篇 ホの 必 におる ものが ぁつた 0 

ユ I ゴ*- 化エ ル A ナ の ドンナ •ソル、 サルブ ー (viotoie 白 S 目 dou, 1 塞 1 1 1908 ，フラン 
スの& が 家) の 口 0 S intirn ミ (1 塞 2】- La famiUe wen を on (1865)、 patrio (1869)- 

一ろ 二 



一力 田 

Ln さ Boa (一惠 づ， Thermid ミ (18 ち) を、 及び。 スタン (Ea 巨 〇 邑づ ost§ み 一 塞 4— 
191 タフ ランスの 持 人、 的 作 お) 作の 「巧の 子」 のま 役 等が を 〇 がで わつた。 

又、 化 ホの 獲 巧が アメリヵの 巧畫巧 展に舆 へを お 響は 大きい とま はれて 居る 0 
HUI サ •ラシェル (扫ご さ Racliel, 1820— 58) は ユダヤ人 巧 巧の 娘と して スイス ごを 
まれを 〇 I 八 一二 八 年 > パリ ー の テア トル •フラン 七で 巧 舞臺を 巧み、 ラシ I ヌ (Jean Bap- 
をを Raciue , 1 ま 9—受， フランスの 悲肋お 人) や コルネイユ (泣 3® C 03 eill 0. 一を 56- 
を， フランスの « 詩人) の悲 W 作な を 巧 化して、 大いに 巧 巧し を。 古典 お 助を 巧し < ぶじ 
で 生かした ホ ft として、 沒 的ち 上 ■巧な ホ 化を 占む る もので をる 0 

イタ ルビ AK ♦イ A (I を Rubinstein) は _1 。 ライ ニ世 (Alexandrovitch Nikolai 
日， 186a-1918, 。 シアを後のッア》) の龍を集めた、 B シア«巧を舞なおでをつた。 パ 
リ 1 にを り、 バクストを 〇。 B を St, 一爱 f 1924, P シアの 畫 ぎの 投 かになる 庭 因を 
もつ 豪 化を がまに 住して、 凡ゆる 表 華を つ < し 、舞 巧と しては 世 ホ 1 を おで わつた。 



グ タン ッ イオが 0 「ナン. 七 バス テイ アンの ホ 敎」 •又 あ 作では、 スト ラヴ インス キイ 
(Igor FeodorovitohStravinskii, 1882 — , a シアの 音樂蒙 Q 「 化 ホの 接吻」 や ラヴ エ 
ル (Mauris Rav か l , ls 7 f 、 フランスの 音樂 お) の 「ボレロ」 巧を 巧 クて巧 巧た 巧ち 

しち 

ホに がぺ るのは、 陕畫と ジャズを 案で わるが、 今日 比 巧 的を 債な 巧樂 もしての 肤畫 はを 
サ ホに そ 及され て 居て、 化 巧 ホ 卸を 通じて、 かなりの 山間 巧 巧で も、 议畫を 見る ことの 出 
來る芝 中 ミミ ミで 映 S を 巧 じで 巧 ミ 文化的が S も 大きい 反面に、 ミ# が もな 
しで 少< ない ことを 見を すわけ にいかない 0 
今日せ ホみ！！ が白國 のは 巧遂 巧に 巧 金を 利用して 居る ことは、 をの 輸入され るは* にょ 
つて、 巧ら かにされ ると とろで あるが、 义自 西の ま篇ま お、 お 椿 巧、 な 含 巧 等を も 巧みに 
映畫 になり 込んで、 對ル的 ま傳に 利用し つ、 ある こと も ホ 巧で ある 0 

この 巧 巧な を 傅 巧 M であるを 田の 战 あを 巧を 埃がず ると を、 ユダャ人 ホ 本と 曲 巧を 持た 

ー ホ 五 


1 ホ ホ 

& いものは 巧*^ ど 無い ことを かる ものである。 巧に ソヴエ ，ふかきは、 B お 巧を で& 
るボ けに、 共を まなを W で、 せ 巧を ホ 化せん とする 目的を 巧の ため、 § のが ひつ、 ある 
苦 必は巧 像な 上で、 巧 巧ち 巧 化 ま、 を 術 まとな つて 居る ユダ卞 人は •三 一 ま 一巧と なつて • 
そのな 巧を ♦げ つ、 わる 0 . 

併し、 A 樂 として s 畫は 巧と いんても > 7 メ ，力 Q 作 おが 一等地を 巧いて 當 る。 

♦て、 アメ 9 力の ユダ卞 乂巧巧 巧が、 アメリカの E 巧が ホに かける 一二 十七の 大 w 巧は > 
巧* 十ヶ 年度して、 巧く fl グ てに 担ら れ ちと いんて 居る が、 映畫會 おも そのが に 巧 
れな いとい ふょり ち ユダて にょりが 投 され、 をち 演 化を も 巧ん ど 化 等 Q 担を 
みで わると を ふこと が 出 巧る 0 

ユ ダ卞乂 アドルフ •ブウ •力 I の巧營 する パラ マウント ( pajamotmt ) 肤畫 •リ A I * 
ルィズ •メ ，卞 1及 ぴ 力— ル •レ A 1 ルの f ダて 共を のメト 》 •ゴ ，ル ドウ ィごメ 
1 卞 1 ス ( Metro - Goldwyn - M ^ yerB ) 巧ミ巧、 巧じく ス ケ ン ク の 巧巧す る ユ ナ ィ テ 



ド. ア 1 チ スト (united Artist} R 畫會肚 、化 度 t ブ 1 力 I 、 M れ畏た ラスキ 1 とする 
フェ ー マス •プレーヤース • ラスキ ー (Fiog Players Laski) 映畫會せの 四れが それ 
である 0 

がつ で、 化の 有を な監 ♦ルピ ，チ、 スタンパ ー グ 、グ 9 フィス その他 巧れ なく、 巧 ホは 
* ダヤ 人で、 その 非凡な 手抗 を巧橫 無を に i しで 居る。 

又、 女學 生の 香齋 に、* キピ害 生の アルバ A にを でがられ て » がれて 居る、 陕畫フ r ン 

の 人！！^ フェ ヤ バンクス、 チヤ， プリン、 ピ ，クフ* 1 ド、 ロイド、 キ ー トン、 み トロ I 

ハイ A 、 フ 7 イト その他 少しで も 知られた をはを ユダヤ人 である。 

ト ー キ ，會；^とし て は、 ウエスタ 1 ン* エレクトリック (weBtom Electric ) 會か、 
レデオ • コ ー ポ レ， シャン •オヴ •アメ ー リカ (Radio corporation of Ain ® 泣 oa ) 會せ 
(こ0會せはヴィククー巧音機>肚の巧巧舍巧でわる)、卜1ピス .クラングフイルム . シ 
ステ A 《 Tobi * K 1 旨を Im Syste 目， ト ー ピス 肚がシ J メンス 边 i * 目 e ロザ 及び アルダ マイ 

， .ミ 


t 交 

ネ こ s の 巧が 植を 合して、 ベルリンに 巧 巧を «< f 化を かなした もので、 
オ ラング 巧 ユグヤ 人© 獨冉で わる】 を 見る ことが 齿 巧る 0. 

又、 一を 一 I 年の M , m 1 クで抽 がされた 巧 お 巧 g 望大會 で、 駕ま五 巧 名ち プ 
リン ガ ( Dr . Bringham 】 I 人を おいて、 化は 巧 < ユダ卞 人で わつ た、 とは 两専 ± 
のがな で わる 。 . 

ジャズを 樂は アイリ々 •イン デ アンな 化の 巧な にわつた 白人 直敎 巧が、 敎會 でね めた 4 
のとされ て 居る が、 一 お化されを Q は、 ユダャ人が 巧巧樂 59 ア K •ゥイ， ド マルク 
(Julias widmark ) にょつて で わつて、 更に、 イル ピン グ •ペル リンデ (ジヴ ijjg を 
口ら ると ロシア 巧の イズ トア •ベル リナ 1 (Iztor Berliner ) とい ム兩 ユグャ 入に ょクで 

鼓 《され 、 M , m - クニ ダャ乂 § 巧 にょつ て、 争 日の 碁氣怔 巧を 巧む るに 至つ た 
もので わる 0 

この 巧 樂は两 かと 同じで、 人 巧が 巧 巧 巧 迷の な 會的力 至は 巧 ホ 的 現象に 巧 章が 巧して* 



殆ど 精神 お化しつ、 わるに 巧し、 享樂的 w 钱を舆 へて 一時 一巧を をれ しめ、 この 抑 巧 巧が 
病 & くして は I 日 も 生 < るな 持の おいやぅ に 差しむ ける には 巧 立つ ものら しいが、 巧 巧を 
る 傳な的 画 巧を を 毒す る ことは、 或 まの 等しく 認 むる ものである。 

ヴリフイ义 (David Wark 〇江巧を 1880— ?) は ケ ン タ ツ キ J に生まれた〇 巧访おを 
旅な 气巧エ 等を 巧て、 I 九 〇 八ち 脚本 作 お爱併 巧と して •ヴァイ オ グラフ 社に 乂肚し • 
をに ち ホと をる。 

化は カット •バ ，ク 、ク PI ズ •アップ 等の 手を をが おして、 映畫 のを 现 力を 《 を にす 
ると 共に、！ {的稱 巧に 巧 意して、 今日に がける 苗 巧と しての 巧 畫剌の お 巧を 完 巧した。 

作品と しては T 因ち のか 生、 イン トレランス、 世 巧の む、 巧り 巧く 花、 巧 仰の 巧が、 巧 
の 花、 巧への お、 巧の 巧を、 巧 ホの BJ 等が ある。 

义 ♦> バ—グ (JO ま ph von 巧 egberg , 一空 r) は ウインに 生まれた 〇セ 巧のと きに 
渡 ホし、 ユユ 1ョ| クで ルみ 巧を おへ、 ベルリン 大巧に 學 び、 巧 渡 ホした。 

一力 九 



「#ひをホむる人4」 によって、 チ卞ップリンに巧められ、 1 尤一ースが、 メトー, - ゴ| 
ルド ウイン •メ .-卞 1 ス (M.G.M) 社のを ♦とを り、 そのを パブ マウントれ に貨 じて、 
「巧 お 街、 最 をの 命令、 非 i 、 ホ QI を、 サンダ— ポルト、 モロ> n 、 曲 8^ ニ セ、 上 
襄き夕 をを をし、 天々 を IIBit し、 又ウ ，ファな にお かれて T 嗔をの 天 巧」 を おがし、 
卜 1 キ ー 换 i ♦として 異才を 示した 0 

* ピツ ♦ (Ernst Lubito ザ， 1892— 】 は ドイツ 巧で わ ミ 初め ブイン ハルトの かで 舞臺 
になち、 I 九 二 一年、 として 肤« ホに 乂ク、 I ♦として I ホ ニニ 年に 巧 ホす る 

4 で •「ハ， シ 3 ン 、フ y ラオ、 カルメン、 WK ズ ムルン、 山 化 リシ * 々 、ロ ジタ」 等を か 
»し、 巧 ホ 後は r 結# 哲學 、ま 断の 樂 西、 »國 を」 巧を 作り •卜 J ネ ー としては •「ラヴ •パ 
レ1ド、 ♦ ンテ • 々ル ロ、 ！8||^をや尉さん」 を製作した〇 
现 をの 最も ネ巧 わる » f«Q 1 人と して かられて 居る 0 

スト ol 《4 A (Erich VO 口必 trohe ぎ， 1885— •) は ウインの ♦ちとして、 又 アメリカ 



の Rf ♦兼 巧 « として かられて 居る。 

« は サインの 岛軍大 學の曲 ♦でぁるが、 軍人を R 《でかち 巧！ 8 おち 疼 巧 等を ちで， 
I 丸 S ち换畫 巧に 入々、 が 巧、 巧 巧 ♦、♦がで In # とたる。 

® 誓と して 巧な 後 T アルプス*、 « をる 妻、 グリ I ド、 i な 後 おさん、 お# 巧 あ 曲」 
等を 巧ました。 尙 化の 映畫巧 巧は お 格 &な1| {ま！！ でぁる。 

フ 7 イト (Conrad v 《 idt , 1893-) はぺ夫 リンに 生を れた〇 巧臺傅 度を ホ 巧し で、 一乂 
I 1 1 年、 ブイン ハルト CMiix Reinhardt, 1878— 】 0 ベルリン •ドイツ 脚 巧に 巧 巧、】 九 
一四 年ょり】 尤ーセ 年 i で、 » 巧大戰 忙巧征 し、 がな 後、 巧び な 巧して、 巧 臺と峽 « に齿 
演し 、巧な 巧 S として 重を も & した 0 

「カ リガ 9 W 女、 ジキ 》 み 博± と 《イド、 裏町の 巧を 巧、 プラ ー グ の 大 ♦生」 等に 巧な 
したポ、 一 乂二八年、 巧米しで，「巧ム巧」 に巧巧し、 巧年巧画して、 「巧後の中 
R 」 のま 演 をした。 



il 

7H アバ >々x (Douglas Fairbanks, 1883— 】 は n a ラ ドが 生 走れ、 父は nr 山を 巧で 
ゎった。 

一乂〇一年ょゎ* ユ，3 1クで舞臺生活を始わ* 一がゥオ1ル巧のホ屋の店員にもをク 
たが、 舞臺に^し、 數年にしで换«ホに乂つた0 

一九二 〇 年、 メ >1 •ピ ，クフ オ— ドと お婚 し、 チ卞ブ プリン、 グリフィス 等と 共に A 
ナイ テッド. ア 1 テイ スッ なた 化 織し、 自作を g ました 0 
またる作品としては、「ダグラス大王、 パグダ，ドの塞巧、 14?^^ゾロ、 ーニ巧女、 《ピンプ 
• P、 ドン Q、 # な、 ガサ チ ■ ウ 、ジ卞 ジヤ巧 助し」 等が あり、 葡 日まで ある 0 
♦♦プリ A (Charlie 8pe ロミ r Chaplin, 1889— ) は a ン ドンで 生まれた 〇 巧は K ペイ 
ン 生まれの 巧 子、 S 巧で 舞臺に 立ち、 八 巧の 時にはな 历 B に 巧 はれ、 一九 0 五 年、！！ ンド 
ン Q3J 夕公剌 巧で シヤ I 口， ク •♦ル A ズ にはな した。 翌年は 巧 國で巧 おを々 ルノ ー な 
的 W にかは り、. I お と共にな ホした 0 



マック •七ネ マト •に 巧 巧され、 一丸 ニニ 年、 キ ー ストンせ に 入り、 その後を かに 轉 じて 》 
« 巧な 映* お 十本を 作 巧した 〇 そのを ダグラス まま、 グリフィス 等と ユ ナイ テッド •ア I 
テ イス， なをぶな し、 自 ホの 原作、 脚色、 まやで、 I パ 91 のか お 」、 j 九 一一 五 年には 「黄を 
狂 時代」 を、 一九ニ セ 年には 「サ ー カス」 を、】 九 二八 年 心は 「巧の 口」 巧を を 巧した。 
そのを、 日本に も 巧 巧し、 天叛 巧に 舌 巧を 打ち、 巧者 ボ I ルの サ ..ヴ イスを をん ガ C 

*ネ ツト (Mack ぞ 口口 をか 1884— ) はか 度と して ヴ 7 イオ グラフれ に 入り、 一九二 I 
ちキ I ストン 巧を をし、 一系を « の 巧を 時代を 作つ ち 巧 巧し を 門下ょりは 议畫 ホーホ 
の 俳 任を HJHa し、 映 巧を 上 ま 巧な 人物と なつた。 

ピツ クフ オ—ド (Mary Pick すを. 一本 931 ) は カナダの トレントに 生 をれ た 〇 §臺 を 
巧んだ のは 五 度の 時で あ 0 た。 

グリフィスの ヴァイ オ グラフ 巧に 入り、 そのを 一旦 舞* に歸 り、 巧び ラスキ 1 巧に 招か 
れ て映畫 ホに 入り、 今日に 至る 0 

ー セ 三 一 



サホ R 畫 フアンの な 人と して】 お 的 人氣を 有し、 フ H ィア バンクスの 妻と なつた。 作 お 
として TR の函の テス、 B ジク 、餐 、コケット、 ジャ ジヤ巧 W らし」 等が わる。 

B ィ K (Harold Lloyd, 1894-) は 巧 困を 生活を 轻て > 映畫の エキス トブ となり、 A - 
ヴアー ♦ル、 玉 デブ ン 、キ ，ストン SNi せを 担て、 宴 S 巧 S となり、 一丸 一四 年、"— ナ 
(田ら E. Roaoh) と 輕者扣 を 作 g して、 パナ I 肚から 巧 資した • 

そのを、 ロー チと 則れ、 パラ マゥント なを 巧て、 作品を 巧 巧した。 「》 ィドの 水兵、 ち 人 
巧 辰、 人氣 を、 § 大歉迎 、ちが 第一」 等が わる。 

♦|卜> (ぎを 1 Keaton ) は巧い巧から逆巧に巧ろ 十ス年阳の巧^|0&>ののち、 1 
尤 I セち » 畫ホ 忆乂ぇ 大いに 巧め たが 惠 まれな かつた。 

敵が をぶな してを、 ファ— スト •ナシ •ナルれ CFiwt National) に 入れ、 そのを、 备 
社に W じで、 現在では、 M . G.MQ スタ I と & つて 居る 0 

人を ちは 世る 化が、 自らは 笑は ない 併 S なので、 巧つて 巧を にな 0 た。 作ぶ として 「お 



術午—トン、 キ—トンの大學生、 午，トンのエキストラ」 巧がわる。 

ザ— イス (Lee Gams) は アタリ カの 议畫 « がを 巧と して 知られた 0 
「巧る とお 化、 卜 P イ情 巧" 巧 w 、 なの 捕へ し 女、 ゴンドラの 巧、 子守 巧、 モ P ， 3、 
«ム» 巧、 阳 f 一ー セ K 、 巧 巧、 アメリカの お 的、 ホ# 生 日記」 巧を ホが した。 

人 巧の 文化 生活に がて、* 巧を 巧 « りを まけ 持つ 巧 信 ホに M しては、 お拓 する の 巧 も わ 
るの ダが、 巧を にがり、 如 項を 投 けず、 このが けに 巧 おする ことにする。 

今日、 世 ホの 通信網〜 ユグヤ 人に ちられた かの 觀 をまして 居る のちせ 巧窒の 大巧 信 
社が ユダ卞 人の ち « にがは るからで わる • 

巧ち、 一ー ィ テルち 巧の せ 度た る P イテル 巧 信せ、 ゥォルフの 社長 ホる ゥォルフ 巧 なれ、 

《 I ストの 率 ゆる 《 1 スト 巧巧历 i がそれ で、 他に 無數 のを 曲な、 通信 巧が 巧 在ず る。 
ッヴユ《卜のか#は、 》 シア帝玫時けにユグ卞人の«抬に«はる社會ま«の巧巧5^を函 
驚と し、 ユグ卞 入を して その 巧泛蓮 巧に 巧ら しめて 居る 〇 タス、 イズヴ エス チア 巧、 プラ 

、i 



ゥダ 巧の かを それで わるが、 巧し いもの もを 巧 例 かなく の 巧涅 すると ころで わる。 

ユダ卞 入 お曲紀 を、 マキシ ミ 9 アン. ハルデンが » が 大度を 時、 巧 巧を がクて ヵイ ザ I • 
ヴイ ルへ ル A (Friedrich Albert Wilhelm II., だ 69— ) を ましめ た C とや、 巧 M 巧# を 
なて なられた = d — •》 ク •クイ A ス 巧ち アドルフ •フオ ，クス (Adolph Fox) が、 ユ 
ダ卞 人の アタリ ヵ 政み！！ あに 巧 g し •又 アメ 9 力 B 巧の 輿論 ♦をに 大 をを 力を おつ ことは、 
世 ホ 巧 信 ホに 於け る § の 地 化を 巧 巧に 巧る も 0 では わるまい か 0 

(Paul 4 臣 g Bonier, 182111899 レは ドイツ 巧 ユダヤ人で わる y 
化は 初めが 巧 貝と & 々、そ 0 巧、！！ 立の 資を 巧て、 ♦店を 巧 巧した 〇 I 八® 乂年 •パリ 
- で お 巧が のるな** を 巧 S し、 巧に ア I ヘン •ベルリン 間の 巧 信を 利用して、 巧に 本 g 
の 巧 聞か、 度！}?^ に-ー ユ r スを暮 して、 ホ 巧に 信用を 巧、 一八ぶ 一年には a ン ドンに 本 
巧を 巧して、 巧みみ 地に ま 社を 增 おし、 か 日では その 通信が おんどを サ ホに 义ぷ〇 
八— 义 ► (willia 目 Bandolph H ミ rst, 1863 — )0 



れは一八八一一年より同八五年まで、 ハーヴアート大>に學び、 巧謂<*スト巧黃<3^|||坊 
網 たを ■重 巧 都 巧 (**1，1 夕、 サン フブ y シス a 、 •ス アンジ 玉 ルス、 シカゴ、 ボス 
トン、 ヴ シン トン、 ピ ，ブ •< 1 グ 、ウ ィス 3 y シン、》, トル その他) に 巧り、 首！！ ホを 
W 巧！！ ホして 居る が、 その他、 米！ 一巧で 巧 十 種、 《 ン ドンで S 巧の サホ 的植 R わる 巧 
を 巧 巧して 居る • 

一九 OS 年より 巧 セ 年まで、 アタリ カち ま黨の 代！！ ±と& つた 0 
7 ヴプ ♦卜 > (Daniel Applet © 白-一 785-18 ちは アイ 9 々巧 數〇齿 巧 § であつ た。 
その モウ イリ T A (William Henry , 1814 — さ】 なび ウイ 9 ア A Q み ジョン (John Ad - 
ams , 一巧 7— 泛】 はな 力し で 父の 業を 麵ち 大いに gg 今日に まつち その ま & る援か 
は、 アメリカ 百 巧を 書 ( Arne 江 0 ち cyolopae& 夕お年 增補巧 巧) •アメリカ 傳紀 のち 巧を 
香 (CJClopaedu of Am を C 呂 Bio 巧ち hy 、 】 八 < セ 年 5:6)、 化 ホと カナダの ア ，ブル 
トン】 巧ホ內 (Appl® を 口 •■ぞ 口 031 〇 瓦 をヴ .必 •戸 さみ 05* を) 等が わる® 

】 セ セ 



1 セル 

八 * デ > (Maximilian Harde 白， 一惡一 — 1926) は 巧め ヴィト コサ ス キイ (witkcwtiki) 
を 名乗つ た。】 八尤二 年、 度ち の 書、 アポ スタ ク (apob をを) で、 を 時の 政治 及び】 お 文 
化を 論じ、 一世を 巧 典せ しめを。 

I 八 九 一一 年、 a 阳 、未 巧 (Die Zukonf ごを 抑刊 して、 ビスマルク のか あを 巧、 その ホ 
W する や、 巧 力が をが 度し、 巧烈を 飄剌で カプリ ヴイ (Leo Graf ミ n Capri 江、！ 831— 
き) を 巧を を！！ し、 又、 ズ— デルマン (田 ermann Sude 目 ann, 1 867119 28) にもを •の 
錐 fc 巧け、 更に 皇巧 ヴィ ルへ ル A ニサ、 巧に g 臣オイ レン プル グ 化な (H 一臣 召 Qraf 呂 
Euleaburg， 一を 71192 1) をが 巧して、 之を 失脚せ しめた 0 

サホ大 tto 巧 巧は 裔百 おお 的 見解を 代表した が、 巧み 平 巧 主義に 傾を、 巧には 植左的 立 
場から-プル ジ-ア 的 共 巧 主義を 挣擊 する に 至つた。 多數の 論文 巧が 中 •巧 (Die 技 pfe, 
を 四ろ】 ホ 1 〇 年から 同一 面 年までに 巧 巧) が 巧 ホで わる。 

尙 、巧な、 を 論 ホの 閒 B はか £Q 政を と藝 がの 巧を 押 ♦寿 ホりたい。 



を、 巧學的 方面を の 化 

この 部 巧では、 化 巧、 化 學> 天文、 巧 文、 數學 、を 律、 g 巧、 その他の 巧を を 巧 巧クた 
ことを 豫め巧 ホ 巧 わり セい 0 

巧に 文化と ユダヤ人との 巧な は 前に？ をべ たので、 改 《て茲 に 配す こ ともをい から、 
をち にみ f のがを 巧つ て 見る ことにする 0 ’ 

I デ イツ A ( Tho 目 as A1 イ a Edison- 一を 711 送！. )0 

巧 巧 王 エディッ ンは オハイオ 州の ミランで 生まれた 〇 父は オランダ 系 ユダヤ人、 巧は ス 
3 ブト ランド 系で あつた。 

少年 時代を ミシガン 巧の ホ ー ト •ヒユ I ロンに 送り、 ルを 巧では 巧瞄兒 かひを された 力 
及 巧な お 巧の 巧 切な 巧みの よい お 巧で、 そのを 巧を®^ する ことが 巧 巧る やぅに な クた〇 
化は 讀香 をなん ガ 。十一 香の 時、 グランド •トラ， ク巧 (重 0 みぎを け 曼〇鐵 巧 巧 

】 セ 丸 



历責子をする巧ら、 車中で^の資&等もねめた。 ホいで、 中古巧毋巧た貴ひ求め、 グブ 
ンド.トブ，ク- ヘラルド (GJJUld Truck 田*をを た巧巧した〇 么は巧車中 で 巧舟巧巧 
された ホ ホた 巧の も© でゎク た® 

ISA 巧る！ から 估を 巧を 巧 ム巧會 を 得た が •之が t 巧に 巧 巧を 持つ 助な とた クた〇 
一八 六 I 年ょり 间六八 年まで、 鐵道 電信 手と して 動 巧し、 その 放、 白 《や！！ なをな 巧し 
ポストン 〇ゥ H スタン • A n オン S 信 巧 その 化で、！ 巧と して 巧 中には 巧！！ 記 jij 註 
を » 巧した。 

又、 一八 セ ー年に 巧キ t な 機を、 巧 年に 一一 * 電信 «を« 巧した 。ホいで 四重 及ぴ六 重電 
巧* 一を 堯 巧した 〇 夏に、 ペル (A1 か ximder Grahum Bell, 一巧 711922 ，ス n ブト ランド 系 
アメリカ S 巧 巧) の « 巧になる 電 なに R 示 て、 巧棄巧 お 巧、 細聲巧 巧を 完 巧した 0 
一八 セ 巧ち を 音 《の 資巧 にお 手 (最 巧、 織 ザの 巧な をし、 巧に 曲 巧た 考 ました】 した。 
一八 七 八ち 《沮れ » を まは しち 巧 年、 巧 カネバ， ナ王ブ ー (f 1 ま— helor) 



と 共ち 日本の 巧が 產〇 竹を 公と した 白が US をち 巧し* 又ゴ A & 包裝用 テ— プを { Sr ®」 
ち 一八 八 五ち ち 拒 離 無線！ ¢11$ の 巧な 的特 ホを 得、 S ち 無線！！ 9 を 巧 巧 中の 列車に « 

¥ 、ぃ，； 山 s 含 資 施しち 

一八 八 八ち jW 音 《の 巧を にを し、 巧 八 九 年には き 面が R 、 I 八 九 0 ち 卑をさ 石 
のを 巧を 美化の 目的で、 大規模の 巧 巧作柔 わなみ、 日 ま 一 〇〇〇 バレルの* タント エ 巧の 
諭投に 着手した。 一八 尤 111 年、 巧 18 さ g の 巧巧完 巧。 I 八 九 五 年、 X ホ おの 5 中、 る 巧 
鏡た 巧 巧ち 巧した •巧 今の か 巧書學 の* 用に WK した この 巧 巧は 巧大 & もので わった。 

I ホ 00 年、 H ディ ッン蓄 11 化を 巧 巧し、 I 九 一二 年には 現在の ト ー キ I のが 身と もい 
ふぺをキネトフオンを巧かした《 】 ホ ニハ年に巧阳^|^<^を引をしで、 海軍巧巧として赛ら 
巧 巧 g 巧に 巧 事した。 

I 尤 1 1 セ 年に 巧 音 巧 巧 巧 五十 年な、 一九二 九 年に お 巧を 巧 五十 华 巧け はれ、 かがは ゴム 
巧 用 植わの 巧究に 身を 捧げて 居た。 



K 二 

へ 5 ( 田* inrich Rjido 宮田 ertz , 186719 4) は •トイ js の 化 a 巧 ま ミえ ヘルツた 
なの 巧 見を である。 

I 八八羣 牛 •ル 大巧 巧 篇化巧 革のを 巧師 ( priy を 口 S さ t ) とを り、 一八 八 五 年、 

力， ルス ル ， H H 柔大 #0 み賽敎 お、 ホいで 一八 八尤年 •ポ ン大爱 寶爱 巧と を • 
冗 Ai でを 職した 0 

一八 八 八ち 電氣 お動から 担る t 氣ち沒 おは 0 巧 在を 巧ろ 且ク之 等の 蒙を < ホな 
と IE I sdw を 有ず る ことを > 度し、 マ， ク スウ エル (J 旨 ミ jjax 蓋 U , 1 83117 夕巧 田の 
み理拿 ) QS 巧 ホ# にな 困た る* お 的巧據 を 典へ た。 义 ヘルツカ 巧を 曲 鼓し ち 
八— パ— ( Fritz 田 aber , 186 a -】 は ドイツの 化 で わる 0 、 

巧は 巧 治 セ 年、 A な胜在 ドイツ 巧 事と してせ 巧、 巧 巧を襄 ち 舊幫巧 吉が巧 巧に 
巧 巧され た ル ー ド ヴィヒ • 《 J バ I (Imdwiw pber , 1843— 74) の* で わる 0 

プレス ラウで を i れた〇 . 



ベル， ン 、ハイデル ペル ヒ 、ご スラウの 巧大 をで 巧び、 力， ルス ル 1ユ大# にかを 薄 

ち！！ 苗して が 巧と なつち 惹ちを 柏® 反應忆 學る夕 くの 研 巧を 巧し ちその 工業 
的な 用なる を 中を ま 固ち 法は ハ ー バ ー 法と して 有名で あり、 大巧 やは ドイツ 軍の 义 巧が 选 
に 大いに 用 ゐられ た 0 

一九二 年な を •カイ ザ 1 ウ 、ィル ヘルム 巧 巧 所® 瓷化學 及 ぴ巧氣 化 巧が 長、 兼べ ル 
リン 大學敎 巧を 拜命 > 一九 一八 年、 ノ ー ベル 貧を 受けた 0 

一を 一四ち B 本へ 巧 巧、 化 父の 展墓を なし、 巧 固 後、 日 巧 文化 提携の たろ ベルリン 
に 日本 It 院 、巧 巧に 日 巧 文化 博 含の 設立を 提唱し、 をの 巧 現にを 力した 0 
アイ > シユ タタイ (Albert Ein を eia , 1879 1 ) は 理論 か 巧 ままと して 世 ホが 巧 在で を 

り、 巧 ドイツの ウル A 巿で 生まれた。 

スイスの チ T リブを 莫學 にを び、 ベルンの 特ホ局 技師に を 用され ち 一九 〇 五 年 

にお ホ霉篡 f 窗表」 、なな 寒界誓 とを つた。 

ミニ 


ミ 

两年 > プブ ウン (Em ミ t Wi 民 an Brown, 1866— , アメリカの 天文！！，^) お？ 窝 て* 
お备力 巧 的 ミを & し、々 子み 理學 にお 善を 良いた。 ス まなみに ついて、 プ .フン 
ク (Max Hauok, M68—, ドイツ 〇巧篇 お理學 者) の 量子 巧 おを* 用し、 更に 巧 か 的 & 
ホ ミ お ミいた。 

その後、 プブ ー グ 、チ T リブ ヒ大 # お 巧ち に； S ちべ ル > ン大學 に 巧 かれで R 
巧と なゎ、 义カ イザ！ ヴィ ルへ ル A 巧究 巧み 理巧 ちとなる。 

I ホ ニニ 年ょり 時 I 六 年* でに、 I おがち 隻 f を 巧し、； 一峯、 それが 巧 5 
日 SS に S をれ、 世界的に 有を にを つち ill 年には ノ — ベル f 巧 輿され 
一を 完 年に ち 相 おを 巧 理を巧 巧して、 の ス電巧 力 1 巧を をむ 巧 篇を香 まし、 ホ 量子 
肤の たか g な 動かの 發 連に 貧献 した。 

なは ヴ 7 イすン のを 手で 且つ ョ ，ふ 愛 かまで わる ことち 巧！！^ には をら たこと 
とされて 居る。 近ち ユダて なる がせに、 ナナス •ドイツを 迫は たて 9 力に S す 



るに 至つ たと とは、 世 ホ# ホの 同§ をに いた < 巧し 走れて おる 0 
アプ3 八 A (Max Abraham, 1876—1916】 はドイ ツ の 理をわ巧||^|^とし てかられてち 
るが、 ミ* ン ヘン 大 舉の敎 おとして、 « 巧畢理 を 巧 巧に を 頭し、 その 方面の をと しで 
訟 わられて 居る 0 

シユヴ 7 ♦ツシ AK (Karl Schwarz ま bil み 1873 — 一 ささは ドイツの 數理 ！！•# でを る • 
彼は フランクフルト •ア A マ インで を 走れた。 ゼ I リガ I (Hugo V0 白 Seeliger, 
184 a -, ドイツの 天文 f ) の 門下で わる。】 ホ 0】 年、 ダッ ナンダ ン大 舉 敎お兼 天义臺 
妄、- 九〇乂 年、 ボッツ ダ A 天は わ 巧 巧 親 測 巧ち と & る 0 
その 菜 巧は をの 巧 X 的 ホ 巧の 硏 巧、 太 » の 巧が や 街 論及び だを sc にを ける esB み ホ 
の 雲 ミミ ミ 他、 數學 、理 《か理 ミが 多！！ 义を。 

ガリレイ (fmeo を巨も、 1564-1642) はイクリアのみ理||^| 9 、 天义||^|, 1 、 巧まサ 
ある 〇ピ ♦にを S れた〇 



】 笑 

十八 巧の 時、 ビサの 大巧に 入り 恩を を 學んゼ 。この頃 ピサの ホ 巧 0 なおを 見て、 提 面の 
等時性を 巧 見した。 一 五八 己年、 一 初めて ユ I ク リブ ド ( EUC 民 d of Alexandria, お 元前兰 
00 年頃の ギリシアの 巧# を) を 單んで 大いに 教 中し、 二十】 巧のと を、 フィレンツェの 
父のを に ピサから 移つた。 それからを 師を得 H 、 アルキメデス (Arkhimed ま，， §—212 
ギリシアの 巧を を) を 寒ん ダ。 

一 五八 丸 年、 ピナ 大寒 お 巧が おとを り、 ピサの お 巧で 有名な 巧 巧の 資 なをな し アリ スト 
テレス CAris をを le ザ ま 884-3 度、 ギリシャの 大巧 力单 の 誤 度を 資證 した。 なる 
に 一一 年後 ス n ラ 巧の 巧 おに 巧 ひ、 ピサを まらねば ならを かつた 0 

一 五を 幸、 パドヴ y 大學の 巧を おおと なぇ 在 巧 十八 年 巧に して、 ぶ 巧を 映が に 響き 
おを 乞ん を 門前に ホを なした。 

ニ ハ〇乂 年、 望を 巧の 發巧 ぁり、 之を 天 巧 巧 巧に 利用して 種々 巧 見し、 ニ ハー 〇 年に 木 
まの 街 星を を 見し、 コペルニクス (NicholaB Cope 吕 ii, 1473— 15 真ポ 1 フン ドの 天 



文 f ) のぞ 宵 論に 貪 担と 與 へた。 两 巧巧究 をな 巧した。 そして 近世 自が巧 巧の あとを 
ミ。 

その 巧 大の巧 泣は 巧み W 究 として， を 巧的お # 的 法則のを 立、® ち 擦 合 的 方法 ( Me すを 
00 mpoBuivo ) と 巧 験 的 事 資の 數ホ 的み 析卽ち 分が 的 方法 ( M を odo Bisoh 一な Y0 ) とを 說 
くこと に 巧て、 巧 巧の 方法を 巧を し、 その 理 おを 巧 巧に した 助に ある。 自が巧 華への おを 
自な哲 美ょり 巧いた 巧 力は 特巧大 さす ぺき 人類 文化への ちかであった。 

カブ タィ A (Jacob Co 呂 elius Kapteyn , 1861 1 192 2) は オランダの 天 义|6 •まとして 知 
られを 0 

一八 セ 五 年、 ラィデン 天文 さに 入り、 一八 セ 八 年ょり 一乂 ニー 年まで、 フ B -1 ン ヘン 大 
學お 巧と して 巧 巧に 巧ました。 

< ♦る 车ロミ芭留一一 ，一を 3-1 さ 4, 英 因の 天文 ホを、 ユダャ 系) がを 望が 天文を で、 
巧 天の 巧 星の 化 否を 巧が する や、 之と 巧 同して 巧 天の 恒里 表を ま 巧した。 又 恒星の 固ち 逛 

一八 セ 



のの 巧 巧から、 なを ホの 一天を ホた 巧兒 し、 ちま 宇宙の 稱 おにがし* 最も f した 巧 ホを 
典へ た。 

♦-A (Geo 巧 Simon Ohm, 1787118 64 】 は ドィツ 理學 ホで わろ々 8 の電氣 

傳 巧を 巧り、 その 言氣 巧が はかを のさ さに 正比 巧し、 ifis 積に 逆 化 M する t とを 見 巧した 
0 は、】 八 二 巧 年の ことで、 オ 1 AQ 法則と して、 11 氣 ♦上の 巧 巧と 众 つで 巧る。 

シユヴ ア — ぺ (saBsl BWnrioh Schwa ダ 1789 — 1876) は ド ィブ の巧 义 か 

ら乂 つで 植** と 天义學 とた W 免し ホが、 太 a の WR た 度 年月！！ なし、 一八 四吉 年、 太 R 
黑 K の 巧 現が 巧 十 年を s 巧と しで 巧 度す る ことを* W した 0 

99 x>>ia CLilienthal) は 巧 巧 機 QS 巧# としで 巧 ホで わる • 

3 ♦卜 (samgl Go ダ 18 u -- e 2】 は アタリ々 の S 巧 家で わる • 

一 な 1 セ 年、 水夫と & ゎ、】 八 一一 一二 年 巧まで、 アメリカの 巧 どを 巧を 巧 巧し、 化學 〇講 
巧を しで 巧を を » 、巧 巧を 遂 巧した。 


一と 二 五ち 連を# がの 專 W 特許を 巧、 メキシコ 货爭 後ち 合 ホ！！ 軍兵 巧に 巧 用 さた 
そのを サホ 的に 用 ひられる に 至つた。 化は せ 巧 n ネク チカ， 卜 の 生！？ に 二百 五十 萬 ドルな 
上の 長 ♦たお じて、 廣大 を选兵 度と を 鼓した。 

ヴ H**— (Abrahwa Gottlof We 吕 ミ、 1760 — 181 づはド イブの が K 學の枯 なと も 巧 
卞 •へを UAII 者で わり、％ Rf でを る 0 

£*\3 フ ！<♦1 ( Minkoysldi ) は數 の巧理 で わる。 

ザイ A 拿 7 (Lazarus liudw ぞ Za 日 enhof, 1869— 1917) はポ ー ランドの 醫 學 w ± で わ 
つた。 

一八 八 セ 年、 ■巧 »* ス ペラント CEgpeito ホ まを の 意) をぶ まし、 巧學に ましむ 
人* に數學 的 人 遠 語を 立傳 し、 现在 •をせ々 に數ち 萬の H ス ペラン ティ ストを 得る に 至つ 
た。 

その »« は、 彼 g 服 画の 悲夕 をる 巧舉敎 巧の まがに 同 巧し、 み！！ 巧の 語 がをお 比して、 



それに $ なるおち 力 至は 巧 頭に I をのを 頭 巧 力 至は 巧ち 巧を おかし、 » 尾 g 化に ょるぶ 
にして 巧 巧を 得た 巧 一文 法を 案 化した。 本業は ワル ソウの 一眼 科 S でぁつた。 

アス3リ ( Asooli ) はイタリイのちあをぞ巧||^|?でぁつた。 

クイ ♦♦ 文 (sir を 扫 き一 Wilks, 1824-19U) はお 田の « 巧で わる 〇巧 iUI 巧を 巧ち 
愛 おを 骨 あ、 その他に M する 巧究 等を もを した 0 

，イダ * (を org ミ！' emaud Isidore Wildal, 186f 19 送) は フランスの •巧 ♦をで 
わる。 一八 九 五 年、 パ 91 大 ♦なお、 ワイダ ル 氏 反な の巧咱 をで ぁる。 

HI 7 リツ t (Fsl Ehrlich, 1 穷 41191 5} は ストラス ブル グに學 び、 I 八と 八 年、 ベ 
ル リンで フン リツヒ K CF 江 edrioh wheodor Ton Frerich 夕ち 1^— 65, ® 驗巧理 ホ巧 化 
者 Q I 人) の 巧手と をり、 一八 九 〇ち傳 を巧硏 巧が 員、】 八 丸 五 年には ステ グリ， ツ化 
巧巧究 巧ち となる。 

一八 九九 年、 フランクフルト •アム •マ イン* おを 巧 所ち ホに 巧 g をが 巧ち とを つた。 一 


さ 一年から、 恶性塞 Q 舅 及吝を s § s 雲 c ミ、 一さ峯 、襄の 案 巧 

八が と共に、 サル ヴ 7 ル サン ご ハ 〇 ー ハ毋) をが 装した。 

一九 0 八 年、 メチニコフ (臣 * Ka 穿^^* づ M 2& "— 191 夕 P シアの 生物 巧を) と共に* 
• VI ペル 巧を お 巧され た。 

ナイ ツサ— (Albert Ludw ぞ咨 egmund ミ isser, 1865— 1916) はが 巧 をで あ ミ 
彼は ブレスラウ、 H ル ラン ダン 等に 巧び、 一罢わ 年 巧 化を 巧ち 一八 セ 九ち が お 息 
をの 巧泄度 中に ま資巧 苗の な 在を 初めて 度 巧した 0 】 八 八 0 年、 ライプ チプヒ 大巧 巧師、 
一八を をには プレス ラウえ ホに、 又 一八を ハ 年には ベルリン 大寒で を々 巧 W 巧な おとな 
つた。 

ーホ〇二年、 ドイツを巧巧防^を投立した〇 】九0玄年にはジヤヴアへ化巧して、巧 
に 後 巧のを 巧し 巧る 條 件を 硏 巧し、 歸 田を、 ノ I ルウ ユ ー、 スペインへ なおの 巧 巧に を 
いち.. 

一丸 一 



ー ター 

ヴアヴ イ (August ミロ Waaaemaim , 1866— was ) は エルラン ダン、 ウイン、 ミ 
A ン ヘン、 スト ブス プル グ w 大 學に學 び、】 八 九】 年、 ペル リン 傳染巧 W 究一 W となり、 
一九 〇 六 年には 同所の 巧 « 、一九二 一一 年には ダレ A の カイポ 1 ヴィ ルへ ル A 硏究巧 ttt 
お ホが ま 任と なり、】 九 0 ー ハ 年、* ま 化淸を 断の ヴ 7 ツセ ルマン 巧* を 公表し、 化 < 用ゐ 
ら る、 に 至った ゥ 

フタ >夕 《Ewm—) は ドイツの 巧を 巧！！ の w 巧を として かられて 居る。 

サ *，> (Daniel Elmer ぞ Imon, 1860 —1914】 は アメリカの wml として かるで わる • 
なは IM Imt ク 巧な Am ♦巧 曲み で、 巧 蓄の巧 巧 巧に 傳巧 巧の 巧究 る ぴ防遏 に 巧 力 
した。 

一八 八 四 年、 農な 省に 蓄產 巧ポ SiW される と、^ 局ち に 任ぜられ、 一九 0 五 年を « し 
た 〇そ〇 阳人蓄 衝生上 ホに 蓄 まの S 達 上に 巧献 すると ころ 巧 ザ 大 である • 

da ブ D •ゾ (ce さ 3 Lombro 夕 1886— 1909】 は イク 9 了の が 神 巧！ IHI ? であゎ、 巧* 


人 巧！！ の！； なネ でわク た。 

卜—ノ 、パ ヴイア 、ヴィンの » 大學 で畢ぴ 、一八 巧 セ 年 パ ヴィア 大#の 病 神巧學 の# 巧 
と 度 0 た •一八 セ I 年には ぺザ 》靖 神 巧 陵を、】 八 セ 六 年ょり トリノ 大# 巧 神 巧#、 を醫 
♦敎 巧、 後に、 化の た 《巧に 巧 けられた 巧 事 人 巧 ♦の篇 座に 轉ちあ 罪の 巧 因は 沒艮巧 止 
化な の 用 ホ 遺傳 として、 まは IHI を 巧 神 巧と して 現 はれる 巧な 中 巧の 巧 巧 的 異常に 基を、 
巧 的には ♦ホに ホて 認め 巧る t とを 說 き、 を 來性巧 罪 まの おへを 巧べ、 十 セ 世 巧な 來の刑 
II * 上のを 化であった 巧 巧 巧を 主な を變 じて、 罪 刑 個 則 化 まなと なす お 巧を 巧へ た。 

ス 天オと巧神病ネとの巧かおを述べ、 《巧ち 敎^||^にも》響を輿へた。 一 ち イタ 
—ア農 房を 惟 4 す ペラ グブ 巧に 曲す る柔蹟 もを る。 

419 ネク (G き 巧 JeUin を • 1861—1911) は ライプ チ， ヒに 生まれた 公を 巧まで わる 
ウイ y 、 ハイデみ ベル ヒ 、ライプ チ， ヒ のな 大 票で 巧 巧の 後、 オ ー スト リアの 巧 政を とな 
>• 1 八 八 互 年、々 イン 大藥敎 お、 一八 八尤 年、 バ ー ゼル 大學わ お、 一八 九 一年、 《ィデ 

i 



ルぺル t 大 IIHKI ^^^なつたイ 

巧は 白 由 ま！* 的ぶ 想を 骨子と して、* 史と巧 ホと をな 合しで、 新 画 おなおを 這投 した • 
特に 固 案に！ ■し、 社 會的巧 在と してのを 巧 及び 法律上の 權利ま 巧と しての 意義の 一一 面 わる 
ととを 巧 かにした K で 巧 名で ある。 

7 IK ♦フ ，ィエリ ネ ♦ (AdoK J た linek , 18 芭—送 > は ダ オルグの 父で、 タル A I ド 
學の 貢獻 者で わり、 が敎 をで わつた。 

ヴア •ィ 王リ ♦ク (Walter JTelli 口 ek , 1885 — ) はア ー ドルフの 孩 、ダ オルグの 子 
にして、 ♦! ル大學 公法 學 かおで あるり 
ジ AK (Eduard Gag , 1798 -1838) は ベルリンで 生まれた 0 

一八 ニ ハ 年、 ペル リン 大# に 寒び 、 I 八 一八 年、 へ ー ダルを 慕つ で、 蕾 時 ハィデル ペル 
ヒ大 學に學 び、 <1 ダル 及び チィ ポ I の 巧い が •を まけた。 

I 八 110 年、 ベルリン 大 H •に 巧 巧し、 I 八 二 五 年、 午 リスト K へ© 改ぞ と共に、 その 負 


かが お、 ホいで 一八 二八 年には 法律 巧の お# 巧と をつた ひ 

へ ー ゲルの 門下と しての 生涯は、 巧た 的 法律を 波に おする へ ー ゲル 的 立 巧からの あ擊と 
巧 判と に した 。おちが 法を 巧 おが プフタ にがてへ ー ダル 的が 巧を 示した のは、 ガンス 
卜 との 論爭を 通じての、 へ I ダルの が 巧の 結み である 〇夕 がのを あり 0 
フ 5 A ク ( Adolph ® Fra 口 ok , 1809— 93】 は リオ ク I ルで 生まれた 〇 化の 兩 親は 共に A 
ダャ 人で あつた。 

巧は ナン シ I 、 ッ ー ル ー ズに 巧び、 パリ ー の COU か ge Charle 目 agne の哲 巧が 授と をり 
アンス チィ チユ ー ト 《 Institute ) の 含 員に おなされ、 0011 か ga を 穿 さ S の 古み 語敎巧 
となつ た。 その後、 自 がを 及び 苗 巧巧敎 おとなつ た。 ユグ ャの哲 巧に おじ、】 八 四 =1 年に 
ラ •ヵバ ー ル (La Kabbale ) をました。 巧 稱しセ 巧ぶ やを をが 夕か ある 0 
& Q ル、 法8|>^として 、 フ ラ ン ス の レ オ ン ヵ I ン (良〇口 0*げを、 ド ィ ッ の ゲ ア リ ー 
《 Gerin を、 才 I スト リア Qa ゼフ •ウン ダル ( JO まる U を 8)* オラ シグの ト ピア 


グ 



I 莫 

ア ス ♦ 1 (Tobig ABaM)、 I 3 1 ク め 巧等巧おが事 に し て 法 8 |^た るダヴ ィ ， F . 
( DaTid ) 等が わる。 

右は 阜 & る】 巧に a ダを いもので ある 〇 】* 之を 舉げ ると ずれば、 巧り ある 巧 面には 化 
春し 切れを いので、 I ホの 而もれ を 的 人 わを 列擧 した ものである ことを 巧 おみ 顧 ひたい 0 
それで この* グヤ人 か 論に 顏 しては、 巧い 時 巧に 巧に 巧 巧の おちを 增巧 公ます る ととを 
朽束 する もので わる® 



第一 一一 章 パレスタイン 問® 

まる 十月 十八 日の n ン ドン 電 巧は、 み H をなる 巧 ま w 巧の 巧 巧から、 田 巧な 厨が 巧が 危 
機を がみつ、 わる ことを 傳 へて 居る 0 

卽 ち* スペイン 閒 垣と 中必 として、 久しい 柏 暗ち 巧を して 居た 田な 政局を* ムる R 洲み 
函 は、！！ 周巧钻 のをを ホめ て、 巧グに 巧中棋 索を なけ、 不モ ホを 員 ♦に 一巧の 望みを かけ 
て 居た が、 不干 ホを 員 奮自拓 も 巧 待に 巧して、 alB ， パな 局を をを せし むる ことの 巧 巧 
&い內 をが！* 露され、 十月 十八 日な ホ、 a 1. ロ ッ パの 情勢は 巧に おお 化し、 おしいせ 巧に 
巧 面して、 今後の 推 巧は a 大規 されて 居る。 

C のな 化の お 因と して お げられ わ 一二つ の 間 涅〇ぶ 一に、 パレスタイン 向 苗が 巧り 上げら 

ー ホモ 



一丸 八 

れて 居る。 卽ち 、パン スタインに 於け る アラ ビマ巧 巧の 巧 巧は r 巧 田の ネを燒 いで 居る 巧 
g で わるが、 その 寡 面には イ タリ 1Q 首 巧 A ッソリ 111 が 》 おかに 之を ま 持して 居る もの 
となし、 巧 國の お 伊ぶ ホが ソヴ HI 卜の それょりも、 ぞし < お 化の I をを たどり、 兩 因の 
M なは 央 巧の 巧に わる •とを す ものである 0 

パレスタイン (pal* を 白 e) が ユダ卞 巧 巧む なれの 巧で ある ことは、 ず K いふまで も 巧い 
ことで わるが、 併し、 化夕が パレスタインを 里 巧と して 居る と 同 巧に •マホ タッ ト敎巧 も > 
且又 キリスト 敎巧 も、 その ま 致 的 地な おがの ホ 巧を 持つて おる。 

只 ユグ卞 人 巧は 他 0 巧れ の 田 民ょりも > を も 巧 巧を るな ホを 持つて 居る ことは、 巧 わを 
い事資 である。 その 扭 左には、 彼等が ち 爲#變 の 巧 巧に 在り 乍ら、 せから 巧えず パレ スタ 
インの 奪 遺に 巧 力した ことで ある。 

歷史に 巧え る 大き & 巧 A は 一二つ わるが、 その 第一は、 紀元が ー セ 〇 年に、 ユグ卞 のが 公 
と SI はれる あ臣マ クチ アス •マッカ ぺ ー ス (Maute8 Maccabees) のをし たんので、 異 



g の 王に が ひで 生きん ょりろ 神に 變て巧 をん とで、 巧 族を ♦わで > 驶 s し、 《にお 
ホ前 】 ごハ辛には、 一 時シ リ ア (のえろ 王ア ンチィオチユ スニピフア ，ネ ス (►ヴ巧ミピ居 
Epiphau ま) の 巧 巧を 悅 した 程で わつた 0 

第二 回目は お 元が セ 〇 年の シモン (Simon) の JKili で、 この 場を も B 1 マ 皇帝 ウェス パ 
シア ズ K (Lit ミ Flavi き V ま pasiauuB-9 — 7 さが 巧 兵を ♦たてを 華し 巧く 之を 鎮 をし》 
第三 一 固 目は 一一 二 五 年、* 1 1 マ 皇帝 ハ ド 9 アヌス (を ヴだ g 含 だ g 由を fg - 一 ま) 
がその 巧 房 政 巧を 巧の ため、 ィェ ル サレ A 附近 (4® 浸ら* 目) に、 ロ ー マ 人を 移住 させ， 

* グヤ 人には 重 巧を 巧し 且つ ィエ ル サレ A 巧內に M する ことを** したために、 コジバ 
( coziba ) のちした 巧篇で わつた。 

こ の一一一 回 nnQ 愛を 卓 と」 て、 ニダ 卞民巧 C 集 B お 束 Q 喬を失 ひ、 巧 ホ 離が しで、 
韓* ホ かの ホを する やぅに なつた ものである 〇 勿論 このを と 雖もル さな 巧みは 絕 えず 巧り 
巧され たもので わ 0 た e 
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二 〇〇 

その後 も g 度 か パレス クィンの 奪 遺を 策し、 又な 度 かその々 なを g いた ことで ぁらぅ • 
iur 比 止む 度く、 凡ゆる 乎な も總動 員して、 神政 大ュ グヤ 面の 巧 興を 夢にも をれ やぅとは 
しない 0 

K みに サ みちを g くも、 R 争、 » 援 、ホ 命、 巧 巧 等 I として ユダヤ人の 無 M 巧 & ものは 
無い。 この 阳篇 はみ 章で 巧かず るかち お# 卞 るが、 ユダヤ 民族が 救世主の 巧 巧 巧を をな 
巧し、 4ダ卞巧神なのための世8^^を巧たるハルマダドン (Halmagedon) の戰ち巧の 
欺が 大度を W て、 その 前 巧 » を M たせる ものと 直ぎ した ことを 見这 しては ならない 0 

1¢# はおめ メソ •★タミ ヤ堆ホ (Mesopotamia) に 巧んで 居 ホが、 C の 地方 Q # 巧 族は 偶 
♦祟 拜 の 多 神 g 巧で ぁつたと ころから、 4 ダ卞 人に 對卞る K 迫が 漸< 巧な となる に 及んで， 
遂に«た巧れ&<&クホ^^は、 4ダ卞巧族の首まアプブ 《 * (Abraham) のホ意のもと 
K、 巧 歷 お 元 前 二 000 年の 巧 (ずを 巧る 四千 年 も 前 0C ち •を 巧 g を 率 ゐてユ ーフブ IK 
K.clkiphrate*】 巧を巧ゎ、 巧巧の地をホゎて、 巧化ホ度め旅を»け&がら西方へ大移動 



し、 たどり 巧いた のが 日月を 麽を 神と する パ J ル敎 徒の 巧む ヵナ I ン (can •邑 、この そ 
巧は ハ A の 巧 四 子 ヵナ I ンに 巧で、 史 香では 此 巧を ヤコ プ 80 がの おに 巧て イスラエル 
Iwa もの 巧と し、 义 神が 化 地を アプブ 《 A Abraha 目と その子 巧に 與 へる 約 巧た したと 
わる) の 巧卽ち パレスタイン 《 pal®B 氏 ne ) であつ た。 

卽 ち、 彼等が この 地へ 着いた ときは 化 巧の ホを 民に とつて はが あの か 霎に巧 ダを かつ 
た。 § は 化 巧 も かしてを 住の 巧とは をり 得な かつを。 それは f の 傳巧的 信仰は 先住 巧 
のな 巧と 巧 をれ ず、 キ くも 信仰的 巧 巧の 巧は あちに して お备爭 W の 巧ぇ おない 日を をら ね 
げ&ら たかつた。 

由 是觀么 、巧 等の なを 的 お 路は流 おな 泊を 巧け なければ ならない 巧みを をはされ たかに 

見ぇる。 

巧 < して、 化 巧に おず る ユダヤ人の ホ 巧は 遂に 離る ぺ から ざ义 ものと 度つ たので ある。 

11 が 大戰の 巧 》 ユダヤ人 ワイッマン 博 ± (elf. Weitznoa 口) は巧乂 葉を 巧 巧して、 巧 由 

三 01 



二 0 二 

に 巧 局の ながを 巧へ ちそ こで 巧 困 ま 帝は 巧の 巧みに 巧 ひやう として、 化の みする 化た 輿 
へ « と吿 げられ たが、 がは 巧 —— ま 巧す る 巧み もを し、 ちし 座 下にして 巧せられ なぱ 、只 
|ー ダ卞 人に パレスタインの 地を 舆へ かし —— とを へた おは 未ガ巧 巧し いこと である 0 
义 、夕 苗な 巧が ユダ卞 人のを がをお ホし やうと して、 巧 アフリヵの ゥガンダ 化 方に、】 
安を 地 蒂を舆 へやう としたが、 ユダ卞 民 ホ ま おを ま (zionis を) は r を 等は 扭田 パレス ク 
インな 外寸 尺の 地を かせず」 と、 化の か 意を 固辭 して 受けを かつた 0 
大正 十一 一年 四月に、 前記 お乂藥 の奇巧 をで パレス クイン 回 巧の が 烈な宙 巧ぎ として 巧ら 
れたサ ホ* グヤ巧 族 まを* 巧 曲を、 巧 西 巧 ユダヤ人 ヮイッマン W 女の 巧 米歎迎 ホ 化 上、 米 
田上巧一^、 ホ巧 ユ ダ卞人 《 ミ ル ト ン . フ ィ ッ シ * (Hamilton I ' isb ) が述べ た歓巧の巧 
0 1 節に —— みは エル サレ A 並びにを 堂が 巧 かに 巧 興せられ、 巧 因 ifi 用の « 堂 たらん 
こと t 切 ましで 止を CO 而も この ことは を 巧では &< て 必ら卞 巧い 日に 責巧 される で わら 
うこと を« 巧す る〇 化と & れば パレス クイン C そは 束 西 雨 巧のを ホ巧帶 X からで わる 1 



とわる • 

又 一を 10 年 セ 巧 十二 日、 前 巧 田 A 巧 巧ち 大度 ロバ ー ト •古 シル (穿 wof み 9 夏 

卿が 》 ン ドンの アル パ ート#^ での 巧 巧の 一货に 世 ホ 大® ちが サの 公正を る* 史家の 

華に もの されるならば、 A ダ 卞团巧 立と 田 底が® 巧 立の 巧 おが その 二大 せまと して 大書 さ 
れる であらぅ ことを、 おは 倩ず る ものである — と ある 0 

なて かかに！^ が パい スタインに 執着」 て 居る かが 判學 る。 

蓄が パ；， インを を 任 巧 治す る やろ K をつ たち 前：： スタイン® 人 n 中 アラ ピ 

ヤ人孚 萬 人、 辛， スト 敎徒十 5、 ユダ 卞灸萬 全 あつ セが、 蓄の雪 統治が とを 

り パレ K タインが 農 上* i ダて に 解な された にも 巧 はらす 謹」 5 も 巧 もと 巧し 巧 

ける ものと 思 ひ Q か、 一を 一四 年までに 巧 由した をは 巧に 一 舌 人に 通 ダを かつた ことは、 

巧 等の 日 巧の が 望に 反し、 更に 不可思議 化 ことで わる 0 

而も 米 田へは 年* 十 巧 人を 移を しつ、 わる ユダヤ 民扶 が、 襄 一巧 パレスタインの 奪 巧 

. 二〇ミ 



をた 叫す る：！！^ の 一一 萬は ネ巧 そのもので わる。 

は、 パレスタインが をの 地 度り と 信じて、 化 巧を 巧 神的據 K とする ことが 曲 
巧れ ぱ 、それでもぅ ょいと いんので ホら ぅか？ といん のは、 §Q 住む 天 ホは 巧が サ ホ 
であり、 その 巧 也は ユグヤ 神政に ょるが ホ 征巧ポ からで ホる 0 
パレス クインは その 面な 百 萬 方里で、 二ち 萬 人を 爹ム にち りない 〇 それ 化、 若しを アラ 
ピヤ 人、 キリスト 敎 巧を 他に みして、 ユダヤ人を 代らし めても、 ユダヤを 巧 族の 十み の 1 
を 夕れ るに もちり をい ことが がが として 居る 0 
を も 角、 パレスタインは 今日 ユダ卞 巧 族と 巧 ホを 持つ み 田の 忘るべからざる a 目と なつ 
てあつち 

今夏 デ A マルクに M 催さ 化た 面お會 巧〇 巧 垣に も •この パレスタイン 閒涵が 巧て 居る が* 
筆 ネは 特に 巧函 王立 もを ミ* 貝 マスク ー •オヴ ■ア！ ソ •《ロ ルド •エフ •ピン グ (M. A. 

Harold F. Bing) Q 巧 ませる 「パレスタイン 問 届 The Froble 巨 of Palestine - のを 义 



を 褐げて IB 者の 夕考に 巧す る 0 ( このを 巧は 今年 發 表の ものである】 

卽 —— 0|^||表紙裏地,參が) 

二) 戰咯 上の ままが を 持つ パレスタイン 

パレスタインは « ♦上、 非 巧に ■大を 地位を 占めて 居る といん じと が 出 巧る 0 
といん のは、 バレス クインは ちい K ちを おつ 世 ホの S 大度が モョ 1 B サ パ、 アジア、 ア 
フ リカの 會を K ボ からで ある。 

化 巧は 太 妾ら 最大を る 苗 おを 道の 巧 又 おで あつち » つて そこは t 巧を"^ た 文化が 
互 ひに 相夕 かし、 巧 合した 巧 巧の 一つを のガ〇 

ジ—ル グン 巧と インド 巧との 阳に橫 はる 非常に 大 をた 巧 巧 巧 巧の おに 在る 比 按的化 巧を 
to と 地は、 が* 度 0 の 巧乏を 巧た した 巧 化せる 破 巧ち 度に 侵入され、 且つよ 巧され たも 
ので わつた 〇 * グャ 及び アラ プ用 巧が はこん & み 合で パレスタインに 巧た もので わつた 0 



一一 o 太 

义 パレスタインは 世 ホの I 二 大宗 敎 たる ユ グ卞敎 、クリスト g 及び モハメッド g のを 巧で 
わる 0 

.現在に かては ス H ズ運 河が 東西を 結ぶ 公道と して 案て なち ごス クインは 巧に その 
S 略 的 重 巧を を增 大した 日 

この 公 進の ホ 巧 か 巧は 大巧 巧 田の 凡ゆる も 0 に 直を る》 g を 與ムる ものである。 
それが 大巧 巧 面の 生命な として おかれる 巧な の ものは r 巧 巧 苗の 巧 主、 人口、 宙 巧の 
大巧み は インドと これに 巧 巧 おず る 巧に 存 する からを ので わる。 

それな、 ま 田 おかを 巧の 基 K はちい 聞 この 道の ま 西を お g する 己と、 まは 少く とも そ I 
を 脅ぶ する 化の 大 をを 力の 巧し をい おに 確保す る ことで をつ た 0 
巧 BQ クリミ ヤ度爭 にがけ るを かが、 ユ デプト のよ 巧、 义ア ピシ, ，卞に かける イ タリ！ 
の ミミ？ 在 iHl * {た ふ ミは、 てへ て大い K 化 Q 理由 K ょ ミで わつ た M とた 巧に 
する もので わる 0 



(二} ユダヤ人、 アラ* 义ヤ 人な び トグコ 人 

キリストな 時代の 始め 巧は、 パレスタィンは B1 マ 帝 苗の 一地 方で あつた 0 
巧に 此 頃は ジい 若が i かが 抬 ミて 居た が、 ♦，スト 時代を 一せ 代 後の ち。， マ 
の 支配を 悅 しや ミして 括した な 巧ち ィ王 ルナ ごを 巧が に 巧を、 ユグヤ を 民の 難が に 
1 R の 巧 車を かけた お果 にを つた。 

マホ メ， 卜敎接 巧の ち 巧の 時代で わク たま セが 紀に アラ ビヤ 人は 化の ■たよ 巧して、 比 
技 的* い 文明を かてた。 

巧に 十ー サ杞に 至つて、 此 巧は トルコ 人に 征服され、 款 が 大 R 4 で 巧が トルコ 帝 H の 一 
巧と して 巧され たもので わる 0 

巧し 乍ら、 そこは トルコ 人に よる か 巧 的 占 巧では をかつた® 

パレスタィン はが 方 白 治の】 ちの が おを かせられ 乍ら も、 トルコ 官ま によつ て 巧 治され 
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ホ、 アブ ピャ 入 Q I 地方と して、 巧され てち たもので わる 〇 々静 トル n の 巧 治なる もの も 
冉多 みに 巧れ ず** 專 横にして、 壓が 的な ものであつた 0 

パレス クインの 化な といん ものは、 トルコ 巧！！ 巧を の 巧 巧 方が を さう であつた 巧に、 少 
からぬ ♦巧 t 巧した 極めて おお 的 & もので あつた。 

《ひも 》< 、トルコの 巧 治は 文化の 巧 まに か 童を つた ものとは あへ をい。 

なし 乍ら、 化 方 パレスタインは 西方 SJa ， パの 大が 分と 比な すれば、 謗らし < はを 
いタホ 代から 巧 巧から 巧 そち 族に 「牛筑 と W をの なれた 主が」 とげ ばれを なに、 ジョル 
グン 巧の 束 方© 國* と 比較す ると R 巧 &地モ である 0 
多く Q ** は 山地 力 至は やみ 巧 地で あつで、 これが 灌巧 作業には 資本と 勞 働の 美大を 巧 
♦ t 巧ず るで わらう 。そうした 所で、 一を の 生活 巧牟で どし < 巧 えて ホる 人口の 生活を 
ホへ や ゥと卞 るには 集ね 的 S 業の 巧が 的 & 巧 巧 的 方を に 頼ら わ ばなら ぬので わる 0 

巧る に アブ ピャ 人の# か 方 巧は 現 ホ も 昔 同を 巧め て 原始的 & ものであるが、 この お 化 的 



巧曲を巧と单誠&農業とで住巧をま へ で居る の でをる〇 义||^巧のみ乏は^^の資達を 
« 化しで 居る 0 

アブ ピャ 人の 巧 侯 や 曾ち 途 はを 巧で 强力 であるが、 之と 反 巧に 巧 巧 まや 歡 g ホが は 大巧 
分 困 巧して 生 巧して 居る じとは で わる 0 
台ち と 農ち 阳の历 巧は お津 的を 巧を 巧び を ものである • 

ご 二) パレスタイン じ 於け る 英國の 目的 

二十世紀に がける 巧 本 西と 現在の 自治 巧 主との 巧の な 巧が 巧 かれて、 ま 巧を 巧 巧に 巧な 
する 帝 ■の I 巧み (特に インド】 の經濟 的ぶ 巧を を增 大したので わる 0 
それで、 巧 面の 巧 か 一策の 目な たる、 束 方への 公道 支拓閒 巧が 益々 み义 的の ものと な 
つた。 

惡にパ グダ， ぶ録 道 やそ SS 洗 大技 前 近東 長け る ドイツ 香展 Q 諸 計を に 巧し、 



ぞ ■一はを 巧义反 巧を 巧へ たもので ゎる ♦ 

それせ かを ■巧に 巧 ■は 世が 巧爭 にがて その 巧 巧 政策の 目 巧を、 ドィッ 勢力の gw と少 
からず ベルリンのを 策に あがして 居た トル n 勢力の 冗 解と に « いたので わった 〇モ 等の 目 
巧を をんで •をく 南 立 曲 巧 なれった 巧みの が 者 工事が ぶに 入り »れ てぶ はれた ので ゎ 0 

ち 

その 當時 、パレスタィン 0 住民 0 ホ 十ー ニ パ ー セントは アラ ビヤ 入で わった。 そしてち 國 
及 巧は 巧 B の 致 トル コ» には、 雾が巧 因を 巧 巧して トルコに 反擊 をが へる とい ふこと を 
條件 として、 アラ ピヤ 人に 自治を 巧す とい ふで もらしい お 束を したので わる 0 

A 時 エジプトに 於け る 巧 西の 最南を 員た るサ I •ヘン リ I マ， クマ ホ ー ン (sir 田 enrj 
MaoMaho 口) は】 丸】 五 年 十ち 一十 四日に、 メッヵの シ すリフ になて た 書かを 曲して、 
時に 巧 ■ 玫 巧は アラ ピヤ 巧 S 0 揭 ぶを 巧 わして 居る 0 

たと ひ 化 誓ね を*! 巧した としても、 巧 ■な 巧は 巧 巧に 於け る 3 1 »， パ お 巧の 勢力を 巧 


巧し 巧た 舍で わる • : 

I 乂ニハ 年の 呑に、 巧、 巧 5 百は r み自の 勢力 巧 巧と 巧 ± 巧を に！ 一して 爱を & 
した。 

がるに この によつ て、 フランスは シリ ヤと 他の 巧 主を 巧、 夕函は バグ ダ， K と 一巧 
に メソポ タ ミヤの 巧が 及ぴ シリ ヤ では ハイ フ 7 と アブ カり 閒巧 巧を 巧 得する ことにな つた 
の 他の 巧 切なが をはみ の « な ものである —— 

« 、巧 曲の $!：£ によつて、 併 巧 巧 主 曲の 巧 巧は アラ ピャ 人 巧函力 至は 一の a 立せ る アブ 
ビャ 人 田の 巧 合を 形 巧す る。 巧 力 巧 国 も 同時に 皮を される。 

$|*»巧勢力のまお的權がを巧る目的で、 パ レ スクィンはを巧と共に、 R、 か、 巧||^ 
によつ て 巧を されべき お 則が 度に ま おを まけ、 卜み n 巧 ± からみ！！ さる ぺ きこと 1 とい 
つたなを もので わる • 



ミニ 

(四) ユダャ 酉ち 主を をの 熱望 

さぅ かぅ t てる M に、 更に おしい か »ポ« を L た〇 それは パレス ク インポを ホみ* クャ 
人ち QfMK 巧ん に宙 謂され つ、 わつた 巧 族 素 » の 巧 象と & クで 巧た たと でぁ 0 た 0 

十 丸义ぴ 二十 ホ 巧に 於け るナシ •ナ リズムの 巧 興は、 ユダャ人 にも お 春を 巧へ ずには 居 
ら & か々 ホ 0 おし 乍ら ナシ ，ナ リズ A をる ものは 田 生 t 度 か 巧して は、 その 責巧 化が* X 
QNI たも 0 でもる 0 

A グャ 入は 巧る 巧 素た るぺ を 巧 ± 的 本 面を 巧た 度れ ウちモ こで {ー グャ面 巧 ま！！ 者 (ザ 
イオ* スト】 が 1¢# 同店の 祖モの 地た る 「パ V ス クインに# inr せょ」 と g 巧す るた まつた 
め も 無理から At とで わる。 

の 企 表 サるプ 》グ ラ A の 中に 夫 0 か 》 1 巧 ダ わる T ユグャ 1 ま $ の Bil は 公な 
巧 雜上ミ された パレス クインに ユダ卞 人の 本國を W ひ ホ 》 る 」 ょ 



♦IT サ ホみ 画に 巧 在す る ユグャ 人の 大 がみは、 霉 自身の 田た « でる H 望に がして、 
時 則の 巧 由を 與 へらる もので わると 巧 はれる は ど、 政治が 且つを 敎的迫 含 又は 肚會 的を 化 
を 巧 ひられて 來 たので わる。 

を d ダャ 人に】 の 本 田 も 巧へ をい とい ふのは、 ユダヤ人の 因ち をに 對 する 反 おからで も 
わつ ホが、 そぅした ことから ル «0 * ダヤ 人は 多々 をを される 域 化に ぶたされ たものと 
BH 。 

ル规巧ではわるが、 ユ ダ卞人は<51|^のホ塞わつ でな巧、 巧にパ レ ス クイ ン に»巧し つ 、 
わつた 〇又ザ イオ-スト のが ミに、 を 巧が 巧 度され たが、 ホポ巧 A たる ものであつた 0 

パレスタインに 奪いを A ダャ 人は 近 巧 0 アラ ピャ 人と 巧善两 なた 巧んだ が、 IHliE 巧が 
萬 ホ トルコの ま 苗 下に わつて は 盛んなる を 巧は 巧迎 されな かつた。 とはを ふ ものの トルコ 
&巧はザイオ ュ ズ A (因〇口賢) (ホホに巧巧する ユ グャ人にや也を巧へ、 レ ス タ 
インに な！！ せしめん とする まなを 持 0 ユグ卞 苗ち 主義】 には 间巧的 興 ホを みしを。 



吉 K . 

巧 ■なおは 代りと して ゥガンダ 径 、アフリカ 巧 一の 巧 地 東 巧アフ 9 々の ホな 直下 0 巧 
||*巧地、 々ボ ンダ人は止人中最も1し、 巧、 n 1 ヒ1、 皮ホ、 巧|5、，囊庭、 n コ ア、 
i を‘ な、 を 等を ま產 とする 〇 政治 上 五 巧 方に みれ、 巧 H な 在官は H ンテッ べに 在り、 
メンゴ •力 A パラが 首 巧で わる 〇ケ ニヤと « ゎ 共に 窗 がを 植民が でぁる) を ユグ卞 人に 巧 
がする といん 巧 ホない が 童を 巧した。 がしとの 事は 失が でぁつた。 

I 九 1 四年まで、 パ レ ス タィ ン Q ユ ダ卞人は僅か住巧の五パ J 七 ン トた增かしホに泣ダ 
をかつた。 而 して t QH にがけ る H ダヤ國 おを 投は ホが* 現 不可 おの 夕と思 はれた 0 
とも われ、 蛛 巧の 中に をる 巧 東 0 凡ゆるを 治 的 病 巧と 共に、 新しを 事 巧が ホ 裸に, |^露 さ 
れ たり 

(五.) バグ フォア 宣言 (The Balfour Declara な 〇ろ 
i 九) セ 年の 初 巧は か 合军に とつては* 大度 中での々 おお 時代の 一つで わつた。 といぶ 


のは、 フランス 車では 巧 i 大 & 上官 巧が 暴動が る 担す るし、 イタ， 1 軍は 化を 〇慧で 
もつ たし、 a シャは 書© ま氣に ま」 ち 7 メ 9 々の 巧 力は 巧く 始められ たばか 乏 時で 
わつ たから 0 

〔な〕 大正 五 ザには シン ザ ザ— *^ で 巧 度み の «« がみ 執 g サ W 法官 ♦お 害され、 望 大を濟 に 巧 t 
をし 呈 8 みの S で 含は g はれち S 儀 まな 5 まに & つたの だが 巧 5 g して 其 
K 相を 薄へ ない ことは 巧し からん こと だ 0 

巧る 巧 勢 下に、 時の 巧 面な 巧 大臣 P イド •ジ ■ 1 ジ 氏が 下 巧に 於て おぺ たなに、 巧 H 皮 
巧は サ畫 Q fi ダて 塞 S 助を 受< る 必要 £ を 了 居た とい ム藝 S ましたので 

あつた 〇巧 くして バル フォア 宜 育が 生まれた もので わる 0 

(ミ； 一七 年 4-1 —一 百、々 巧き 二 ■政府を おろち ♦、さ 15 シオン ■巧 表# はめ 九 

>3こ1る含酿の上、 ア|サ》,ジエ— * ス，パ>フオアをして ユダヤ人口—トシ^ド卿 (巧画) 及 
び シオ ッ ■本 每に 手交 サる宜 百 丈で ホつた ■ 

(.これは 一九 ー ニス 年 巧 月 十一 日に" イド •ジ ■ 1 ジ 氏が 英 H 下 おでな した パル フォア 室 



•ご； 

すのを 原 K? る s で ゎつ た。 けれどを そ § 否は 溝と された】。 をボ襄 ご スタ 
インに ユグ 卞乂塞 ミて ると もちち 苗 お 巧に 巧つ て 保 苗され たなに & つたので、 旣に 
アラ ビヤ 人と をされ た わ まとは 巧 かに 矛盾§ した ことで あつを。 

がし 乍ら その 文 巧は 不み 巧を もので わつて、 非 ユダ卞 人 田 ほの 公平を る 判断の ぜ おは tt 
に アラ ピヤ 人に をされ ため 巧を 巧 獲ず るな ま おする こと も化來 るで あらぅ。 

をを の お まは ホ 0 かきもので わつた —— 

「度 下の なおを 代表し 》 みは ユダヤ. シオン 巧が ft きに 巧 巧 せる 巧 まは 巧閣 心ぶ て巧袁 
すると ころと なりたる ことを、 责 下に 傳 をず るの ホ 巧を 有ず 〇巧 »ま^|^ 下の な 巧は ユグ 
卞乂 ちの ため パレスタインに 國 おを 違 おず る C とを か 意 と共にち なする。 而 して 化 目的 0 
她戍 をを みを らし めんが 爲ホ 善の 巧 力を 巧んで わらぅ 〇 そは パレスタインに 現 住する が A 
ダ卞 人！ W •一の 巿巧植 並びにを 致 的 « 巧 巧は 巧 ル 因に 居住す る ユダヤ人 Q 享受ず る 植巧ホ 
びに 政治的 巧 化を 少しも 巧 巧 度る 巧 s に 化で ざると とを 明らかにする もので わる、 みはを 


下が 巧 室を を シオン 陋に函 みあらん ことを 切望ず る ものな り」 

CB ごフ ォア だ嘗が 公な されて 五 話 目ち 巧ち 一 化 ー セ 年 十二 是忌ュ グ卞修 度の ち 壬 

リスの アレン ピ— » 軍の 串 ゆる 軍 » が エルサレムを 巧 巧 甘し めた •い、 この T V ンピ 1» 軍 庵 下に ュ 
ダ卞人 春» が ♦ザして 巧たり 

ユダヤ 田 雲 奪 三？ ヤ 人民 Q 因 案と」 て Q ごス クイ ys 替 なる 萬を 必巧 
として 居た ことを 法 息せ ねばなる まい 〇 がし 英 田な 巧は、 巧に 「現 おの 非 ュダヤ 住民」 と 
して 巧を された 此 化の 巧 民の 十み ノ 九な 上を 稱成 する アラ ピヤ 人に おし、 すぺ てを 巧 巧し 
つ、 をる のに、 ユダヤ人 にはす ぺ てを おへる 樣に 見える 上記の 語句に 巧し、 巧れ にも ネ巧 
なく 固く わ 束を 巧ら ぅと いんの ガ 〇 ( 狂、 凡を 不可能な じと をが てし、 自己が ちの 巧 W を 
巧へ て その チ 盾を おれん とする、 巧 謂な 善 拥±团 たるの 度 左 之ょり 大な るは をい)。 

(巧 t か 一一 〇 年 田 H パル フォアを なが 巧 a 表の 日、 サ y レモせ 巧 ミに 出ぶ せる ユダヤ人 ヮイッ マ 
》>击 は w 巧 ブイ y シュタイン 、レ ゥイン、 そ シン ゾ I ンゴ巧 丈及ぴ シオン 画 H 画を なる 0 シヤの 
々シ シキ ッ W 主と 共に •巧 首 巧 ロイ F •ジ 31 デと 會談の 怖、 首 巧が* は 今度 巧に スタ I 卜ゎ 
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’ 一二 八 

8 とす、？ こと S 巧— の》 さみ ミ 伍 > に C スタ イミ R に 失 化して A それは f 
•の责 任 マは ない ilK つたに で、 ヮイッ こ 博 ま S に* ユダて に £ なし I と# へ じと 
いふ！！！ は 有名で ♦る • 

巧く してを が おゎを 富た 時、 香は 一二つ Q ホ 盾せ るな 巧に 巧 まされて 居た。 卽ちア 
ブピて 西 おとして ご スタインに 臺權 をが 巧 するとい ふ お 束、 同じ 此 地に ユダて 因 
《を 望す るめ 束、 而 して 巧巧皇 《をは、 東方へ S 通 化 露、 スュズ な 巧を 巧 じて 束 
方への 巧 軍 蒙 夏 上 S お 及ぴメ ソボタ ミ 7 にがけ る 巧 田？ 理 たる お油并 C 齿 化# に 
H ずる その 度が 上の 巧 化かに、 tQ 田の ま 田を 固守す る必 巧を なわて 居る t と 等で わる。 

現に.！ グ 卞るぴ アラ ピャ 人の 舅は、 巧 田 政 巧が 專ら 雲の 巧 巧に 交 ホを 有して 居る と 
レム t と fcM 知し つ > •わる 0 

貪な、 大 ，後の な曼 は、 3 i ， パの 疏を軍 例の H ± 併 A 惡 をの 計 i は ゥィルソン 
大巧な のな おに 因て 讓 ホされ たもので わつた。 


その 結果、 パレスタィン. はを をが 治 巧と & ゎ、 そのを 巧が 治權は i にを 巧され た〇と 
はまへ、 全 巧 巧 治に よゎ、 7 ラピ てが 皮 治 的に 巧 度® お ザを ちして 居た じと が巧展 され 
化國は巧巧巧を香 「乂」 ク*^スに篇するも0とされち 卽ち 呂轰な是惡因巧は、 

ホ 等が 薑葵 るを Q 時* で、 雪に 巧 さ £ 走 巧 茎 K 舊 をを くる ことを 
條中 とし VB を SK 承 度され 受程 「進 步 Q 段 巧に ま」 さとい ふ® で* る。 「是 まま 
の！！？ そは お 巧 巧 あ 上の 重 巧を 考 g で わらわ ば をら をい」 (田 焉® 累 を 壬 一條 巧 
B； 巧) 

C 店〕 で 國房聯 H は ユダヤ*^® 論な に まし、 をの# 巧み 子た るを 画 《表 者は 义 ユダヤ人で ホ*^ こ 
と lis 。 . 

ホと ひなち OH ま ボを巧 統治 上の a 择 たちは されを かつた としても、 パレス クィ 
/ Q 巧 HR 巧 ホ 巧は 專ら 巧た 的赛〇 もので わ クち卽 ち H 巧 自治®® の 巧 ませぬ ことが 
g まれて 唐る 巧 ■の 統治 方法なる ものは、 巧 巧では 巧 捕が をき 捕 巧、 巧 巧 小包 •巧が •出 化 
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みの 茜、 囊> 町 林に 巧ず る蔓的 巧を、 ミ惡 、霉養 者に お 卞る窠 、道 巧 ♦ 
をの ♦樂 巧理 、を 見# 表資 Q 活 可が 巧な 巧 巧を ホんで 居 ミミ 巧； ミ畫賓 て 
日、 •《ン *1 ド 巧 Hansard 蒙) 

で ハ) 分が か 征服 か 

烫ぶ蔓 ホ ミ 政策 Q お累ら か、 英田 養は パ； クインに がける ユダャ 入と アブ 
ピャ 人 曲の •巧 ま 巧の 衝 巧を 巧みに 利用す る こもが は 巧た ので わつた 》 

パレス クインの 巧は 前記 0 かを 巧！！ 政な のめ まとして、 & がを？ の わ 巧に ょつ で 白ら 
の tIHW をる 支 R 植をま 巧して ひしめ つ ホので わるが、 その 自巧權 承 鼓は 巧な ホら れ、 
この IP 方は！ ■累巧 巧れ にょつ て® 乎に 資み づけら をク ブスを 惡あ植 下に® をた の 
であつ ち 

事 >、 そ ミは パレ K タインに 巧け る 巧 が ユダャ人と アラ ピャ 全 SS かや 


巧 同 s 作を 巧を せる 巧な たる 扭左 がが 在す る。 

左に そわ K まなる 己つ の 巧を 則宙 しやぅ — 

(1】、 】九11二年に4ダャ人とアラピ卞乂の鐵道^|^貝のトレード. ユ ユオン ("*^0 
uuioa ) が お 巧され ホが、 巧 巧は その ホ 巧を お ft した。 

ごご、 一九ニ セ 年に アラ ビヤ 人の 巧邑ナ プルス sablus は 化 震に ょり 巧杳 甚大で あつた。 
ユダ卞 人の 勞 が* 巧 曲 巧は 化の 荒な せる アブ ピャ 町を 再建す る ことを 么眉ゃ 入れ わが、 な 
巧は 之を 巧んで が 巧し なかつた。 

ご云、 】 を克 年に ユダヤ人 巧衡 組合は 首？ く アラ ビヤ 人 巧 化を にを 巧した ので、 共同 
化合を 化 巧して、 ユダヤ人と アラ ビヤ 人 巧の ぶ 巧と な 力の 巧を をを 巧した。 

电由 巧は ア クウ イ ー ルス •ポ ー リム (Achwaltll Poali 呂) と 巧せられ ovorK ミピ gs 口 
のな 巧)、 クラブ、 巧 巧 ま 等を 巧け、 アラ ピャ 語、 へ ブラィ 語 や 帝 巧 巧の 巧 巧に M する お史 
Q 看 會ゃ巧 奏貪夕 を お 《たが、 タレな 巧は 阳も をく 之に 卞 巧し、 「巧る 雲是 はが 巧 巧 
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巧を お ミる 有 巧お签 をが をな とと Q 理由 ミと におせ Q 解 巧を々 じち 
(セ) •ユダャ- <の を 住を 

歌が 大 B 案、 ご K タィンに 於け る， I ダて を 住は ♦か Q 寫に ホつ ち 

卽ち I 九 ニニ 年中 Q ユグ てが 住ま！！ おは 六 壬 喜 四十 ~ 人 でぁつ たが、】 を 妾 年に 

は それが I 二 さ罕乏 g 率を 季 K まつた。 

ドィッ K 於け る ■寒な 貪 ま！！ 政 植巧立 巧は 巧ぴ I 巧 Q 增 かを 巧し、 一九 I 二 五 年には ス萬 
二 千 人を 其ん るに 至つた。 

I 九 一二 牵 、巧 ■政な は 「ミ 田 Q 經濟 を寞に 屡して、 移住— を 器す •へきで 

わる」 との 方 かを 示した 0 

これに おし、 アブ ピャ 人は 5 濟お 境の 巧 巧る をは 蒙し い堯 S でぁる」 とを 明 
した 0 



一九二 華 Q 蓄下技 長け る畜寶 乏奪は 葵 $§巧」 て 居る • 

】 方その巧吿のお據は、 ユグ卞人は灌巧^*^の巧なに幾ずるも义不可蒋地としてホ巧さ 
れた主 巧を 巧 巧して 巧を に ii 巧た 共同た 貪を 現 田す る ことが 巧 巧る ♦< からしで、々 & り 
度し い砖巧 的の ものであつた？ 

度に し 5 ダて 養 者は堯 方 S て 「が 奪 花を おか 王 お Ks ? たもので 
わる。 

A ダヤ人 S を •かを §7 ラビて Q 蓋と 比 技」 て もこ 0 因 〇巧离 雲を 阻害が 少 
して 居 わかつ たことは、 そ ミは 7 ヲビ X も 亦 熱む にがれ 込んで 居る 畫に ょつ て證巧 
されて 居る。 が も 雲に ょ ミを 込む 7 ラ ピヤ 人 巧 住民 おは 同じ ユダヤ人 移住 巧の 數を 
& に 《駕 して 居る が、 後を の 巧は 巧に 非 巧に 大 なる ものが あると いふ ことを さへ R をした 
又 A ダて は 化# が パレスタィンに 住む には 霄 でも ブラピて をみ をち はわ ぱ ならな 
いのに、 そじでは アブ ピヤ 人に 資る何 巧の 權 がを 巧たない といん ことを 指示し 巧る 



ニニ 巧 

けれども 夕<0 7 ラ ビて Q 《巧を# ム忆 は、 巧 等が 現を を 得る S が 等 Q まを 離れ 比 
度 的ち で& い巧會 Q 生巧義 す AJ と％ 一霎 るな ミで わるを £ はれる C とは 事 寅で 

わる？ 

ところち 平 巧に がける 记 巧な 主 芝 大巧は 急 法に アブ ピ てから ユグ ての 手に 讓 が 
されつ- •あり、 かくて 住ち のをみ 巧は* 化しつつ わる® 

R が 大度が パレスタィンに がける 住 巧の お パ* セントを 占む るに 巧 ダを かつた A ダ卞乂 
は 今日 S 十 パ ー セントと & り、 化 お 字は 急 进を增 かで をる 。このを 巧が 巧は アラ ピヤ 住ち 
の 巧 望に 巧して その 地位を 代へ つ 1 わるもので をる 0 
さゎ 乍ち 彼等の 不平は 多 《ユダヤ人の 致堯 では 臺 でもないで あらぅ。 かと ミで 
大巧 前の 日には ブラ ビ卞 人と ユダ卞 人は 巧 あんで 平 巧を 白を 仲を く おつで 巧た _ 卽 ちな 
等は 自身 0 田の な 巧を 忌 おしてち たじち ミ ダての 移 巧が、 增巧 おを 巧 ミ化圓 
を 巧 K 令 下 § 《ん とする a 曲と をつ てる SJ 7 ラ姜人 Q 抗 H ミ さを 巧 度に を 


でも 0 

ジ ■ン •ヘキ ネス •ホル A ズ (Jolln 田 ayn を 田 olm き) は その 巧 「パレスタィンの 今日 
と 明日、 一を 完 年」 で ホの か < 巧いで 居る —— 

「ユダヤ人に 對 しての み をらず 尙义巧 西 人に 勒 する アラ ビヤ 人のは 巧の 輝 巧を 巧ます る 
巧な の ものは アラ ビ卞 人の パレス クィンに がける 自を 巧の 不ホ 巧に 他なら ない ので ある 0 
t のな 怒は (程は そそ 巧述 する 他に 適を を 冒 葉をから ない】 なにと つては をくな かのこと 
でを つを。 

おは 今 ユダヤ人に 對 する 强烈 をる 巧 巧の みを 見は さんと する 巧 待を おつて 居た ブラ ビヤ 
人の指巧を$§!!5^で、 夕みの反ユダ卞ぶ巧の巧在することをかクたが、 而もこの感巧が巧 
英な 巧の 巧 ばつち りに 他なら ない ことを かつて 驚いた ことを な ひ 巧す。 

反英 お 巧の なお 巧を の 事 巧は が 配の 巧 事 巧に 於ても がょ ちせられ ると ころで わるが、 そ 
こには ま ダ 苛酷な 事* ポ巧 在す るので をる。 

ニニ お 
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化 化 方は 巧 おを 义み 巧き 二が にを らして 居た 四百 人からの おわ 巧 ■ を 巧に 巧な るれ て お 
る おで わ 0 た。 化は 巧して 知るべし ガ。 

巧 困に 巧ぐ じの 巧 方 巧に «» された 巧を は 年 乎ち の ポンドな 上 化 入の 無い 者で も その 十 
々ノ ー巧 巧を み现巧 ひされて 居た。 主 地を の やぅを も 0 も 巧つて おを がかく、 巧に W な ホ 
巧を】 化 入の 巧が にょつ で 左 あされ、 化 法々 ホ 吿を乂 ちに 巧な する お 倒 巧は 巧 も受ら ずち 
闺 人で わるを 判ち のま 记 下に をつた 〇 

巧す すれば、 ■1 理 ての パレスタィンは 巧 帝 围ま義 の お 巧な 常を 手段に 怕 t されつ、 
わ 0 ちちの 事 巧は 雨後な とお 化する ばか ゎで、 爲に そこには 義 のを 命を 失 ひ 莫大を が 
K を おくする なな 獲 (巧 B 宗 K 的を 巧を 巧び た) 及び 大巧な QK トラ ィキが を i 巧な さ 
れ た。 

又、 一ち そ C には ユダ卞 人 移 巧 〇數 がか 迸 巧 的に 巧るべき 增か 率を 示し、 化 iBtt 
軍 0 第一 巧 困は 化 地方を 遠 直を くぷ 巧した 0 



ユダャ 人 移を ホ 達は この タ ホ— ま 義 の 常を 手段を 左 おが 難して 居を ぃ資 でみ るぱ かけで . 
を < 、どちら かと 云へ ぱ化 等の 大多 巧のを はれな 6' 同 巧的谋 をを 一 亦して 居る かに 見を けら 
れる〇 この 旗を が ユダ卞 人は ま H の. ま 持を とを つてず ベて をが 課して 居る と アヲ ピヤ 人に 
巧 はれ、 巧 度 巧を 持たれる 谋 になつて 居る。 

おし も ユダヤ人の 致を が 今日 Q ホを なで、 巧に 餐 年間# 巧す るなら ば、 ユダての 巧 力 
は 日に < 增大 し、 パレスタインに がける 自治に 曲す るみ 年の 巧 力を でぁつた アラ ピャ 人 
の 熱望を ちり、 宮治權 譲を 人の 巧を 巧つて、 この 地方の 夕年 巧つ たま おを 持ち去る で わら 
ゥ —— との 考 なは 巧ち アラ ピヤ 人の お 巧と して 葬り まることは 巧 巧ない 理由で ぁる 0 
こんな 譯 で、 パレスタインに がける アラ ピャ 人 自由 H をみ‘ 望す る アラ ビヤ 人は ユダヤ人 
のけま！83(パレスクインに於けるユダ卞入の公ま代表】の*巧'^^會ま員ちでぁるべン- 
ザ リオンズ wen Gurions 巧が 一九 S セ 年 一巧 セ 日、 プリ ブイ， シ * •ロ ー ヤル •コ A ミッ 
シ "•ン Britinb Royal Co 目 目 issi さに した 巧 巧 害 化では か 巧に もなら なかつた 巧に、 巧 

ミ ー セ 
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東及ぴ 中々 アジアの 化の 巧 アラ ピャ 人 西と 疏合 して、 j | {巧を 巧して おおしで た 0 た 0 
ユダヤ人 田 お state) に 資して が 故 因ち 的 本 苗 (Natio 白 al Hi ろなる を w 
を 特に 舅た を 含阳忆 致し、 ギ 主 NK 巧は I ニダて で わる 璧 がち 巧 田の 巧 困 

內に巧 まりたい なに、 一つの 切り 難され たるな が 的 巧 化を まは すスチ ー ト (因 巧】 なる 巧 
を 用ゐる ことを ユダ寸 人は かを をい からでを ると をへ たとい ふ 巧は かなり 人を 义 つたを 辯 
で わる」 ま* と e 

《八) アラ ビヤ 人の 資建 制度 

用 苗の 化 巧の 一面 も i しては 度らない。 

パレス クィンに 巧し いかを 巧を ホ わつ \ ぁる ョ ー n ブ パからの ユダヤ人の 大巧々 は、 巧 
ち 的 力 至は 宗敎的 じがまで ぁると 共に 义 政治的た 命を で わる 0 
そして 巧 等は 左傾 的を 治 力まは 巧 濟巧〇 巧 雲で ホつ ちそれ ち 巧 ミが の アラ ピ. 


ャ農巧 (Fdlah ま 口】 阳 にを 傅 普及され る ことは、 大 アラ ビャ 0 曾 長 (s 臣 eka】 や 巧 ま 連 
の 社 貪 的 力 至は 巧 濟的巧 化を ♦ず もので わる。 巧る 巧をから アラ ピャの 曾を や 巧 まを は 「ユ 
ダャ人 ♦化， Jewish Menas」 を 大いに 非 蒙し、 田 お ま義的 AJE をを ょ 巧のに わんり つ、 

ある ものの かくで ある。 

一方、 アラ ピャ* 巧と、 ユダャ人 移を をは、 その 培 力に よつて 巧べ をを 巧の ものを 巧つ 
で 居る 。そこには 巧 頃の な 同 苗 時代の i を さへ 無事に 巧した 巧 K な i 閒 巧の ホく 
の 例が なをして 居る。 がし 乍ら、 巧に 示された 巧な 巧る 友 倩は、 アラ ピャ、* ダ卞巧 人種 
のな ホに 巧が たる 巧な 的 巧 おを なて 巧んで 居る といん を 評の ある 巧 田を おによ 0 てが 巧 こ 
そまれる が、 巧历 される わけはな いので ある。 それ か あら A か、 ユダャ人 巧を では 此 地方 
面としてのアブピヤ巧よりは寧ろ、 パ レスクィンにがける||1#の田巧へプラィ巧 (が等の 
多くは をれ で 居る) に 力を入れて 居る 巧 度を 見ても 了 巧し 巧る ことで あるが、 巧に 角此二 
クの 人ち 曲の 巧は りに 巧 巧の 巧來 つ、 ある ことは 巧 等 巧ん な 巧の ない ものと なつて おる。 

一三 か 
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(化) ボ滿 足な 英留柔 巧 統治 

すぺて 〇平朽 g 好 1 WII は、！ W が 白み 自 もに 平 巧に 生活のは 巧を •义 あまに 於て i が 
わの 巧り 人 巧の 文化的 枯 巧に！ MR しを 扭 « を 見 巧さん とする を 害され ホる ユダヤ人の 熱望 
usis を 寄 ♦るで わらぅ 0 

がし 乍ら、 永久 的 & 祖 田を 見出す とを らば > 小< 、山の 多い、 一巧に か 巧 地方の わる パ 
レス タィンを おに « だず とも、 斯る細 RO ない ホ 面に A ダヤ巧 巧の 化を 地が 巧 おされべ を 
でみ。 を。 

巧と をれば、 主 巧 巧の 煮を にだして、 巧 因の がかの 巧 度の もとに パレスタィンに 入 0 て 
來る ユダヤ人は 巧に！ sauNni み 巧し い 田 着を# wa する© みならず、 巧 »の« 子を# をつ、 わ 
るからで わる 0 

B 巧 的え 地から > 巧《 のを 巧が 治に 對卞 るみ！！ は 一一つ わる。 がち 1 



《こ 巧國政 巧が アラ ピャ 人 及 A ダャ 人と なした ホ 盾した 巧 巧は、 用人 巧に もな 巧 的の 
ものと 考 へられて 居る 程 (巧れ が 正 か 否か) その パレス クィンに がける 政策 巧 巧を を おし 
で 吾る こと 0 

(一 1】 巧 任が おは その 統治な 官 巧の 存亡に H ずる 巧な W 犬なる 巧# 拥 巧の ぁる 權 巧を 巧 
へられ ぺ をではなかつた t と 0 

で わる。 ち 田 巧 巧は パレスタィンの 自治を 巧る する 島に、 アラ ピャ 人と ユダヤ人の 巧 立が 
爭を かちせ しむる や も 知れぬ 〇而 してち しも 結 巧 止むを得ず 自治を 認可した としても、 白 
らの勢力を巧持せんが爲に、 ^<^のものに巧しル數のものをホ转おおし、 拾もィンドに於 
て ヒンブ 巧 規壓の 爲にモ ハメット お 徒を 利用し、 み 夫の 利を 占めて 巧を やぅな 手段を 
弄する でぁらぅ。 

立を る ホ、 夕 K 政 巧が 巧には ユダヤ人 同 巧 巧なる をが 巧を おちる ことは ホ 巧で わる。 巧 
し乂 にょつ ては、 その 同情が 巧 ホに アラ ピャ 人を 樓 おにして まで 表示せ ねばなら めか、 と 

ill 



脚 はれ るれ もみれ &い《 そこが 阳巧 をので ある® - 

ボ が、 巧 田 政 巧に とつて 置 巧な ことは 石油 及び ィンドへの 公 おに 两 する パレス クィン 
ま 巧 巧 巧の なをで ある 0 

それ故に、 巧 巧 「宗が 的 化樣」 が おを するとしても 、それは ィンドに 於け ると 巧« に單 
に 巧 B の 巧を 巧 巧を 行の カラク リの 巧鞋で わる t とを をれ ては ならない 0 
先年 パレス クィンに ち田应 巧が 巧】 師 巧を 波 ホした t とが あ 0 たが、 それは パレス タィ 
ンの洽 をが 持の 爲 には 非ず して、 巧 中 巧に 巧を 巧 へんと して 巧. < 寅 力を 行が しつ、 わる A 
* ソ51 -I の お 巧 政 巧を ぞ 制せん が 島の 示 巧 巧 助の 1 つで あつたと 見る 巧 もみして 少 くを 
いこと にを 童サ ねばなる 4 い。 

{丈が か 策 

呈 つの 巧 «« する 利# H 巧と いふのは ホの かきもの である 一 I 


の 



( 一 ) アラ ピャ 人が R が 大度 中が お】 貫が 合 田 側に 奉仕した 巧 s として、 約束され た獨 
立と 自治に おするな 巧 巧 ホ、 ホび にん クラスを 巧が 治 巧と しての 等 巧を おめ られた パレス 
クインに がて 巧が 典 へらる ぺをお 巧なる 權 巧の 主 巧。 

ご 一) 11 ダャ 人が 幫に 於て 描み ま」 わられて 居る 讓的力 至は 巧畜 おを ょりが せ さ 
れ て、 自由と 幸 巧の 生活を 夕を しおる 巧が として； < レ スタインを 巧し ホ わたと いふ 要 ホ • 
巧に パル フォ ー アを 言に ょり パレスタインに 一日 も 早く 巧るな 會 の巧來 せんこと を 巧 待し 
つつ ある 巧 度。 

ご 云ち 巧 苗 » が 上の 巧 巧と して パン スタイン をを 巧 せんとす る 巧 政 お 自巧〇 な 望。 

それち 是每 S つの 作爲 のぅろ (き 云のを をが « き 巧け る閒 は、 桑 ご 及び 桑 二) の 巧 
案の 解かが 不可 おで わる ことは 明白で わる。 

巧 因の 帝 苗 まなは パン スタインに 閒 して、 巧く もが 他 まを 的な 巧を 巧 用す るを 巧 も おい 
S ど 問 酉に をつ て屋る もので わる 0 


ミニ 田 

おし 巧 ■の 管 巧が この 地方のを なが 治に おして、 な 件を ホめ ク 、ある 住 巧の 巧者 H なを 
巧 R 化 ホない としたならば、 よしおが 的な 巧を 巧 時麵巧 するとしても > 巧宙 M 巧 & を 者に 
そのを 巧 巧 治 植わ 譲な される〜 のには ホる かの 不 巧を 巧ん る ものである。 

そは 巧 巧を 人の 巧* 巧に する H 巧を 巧 統治 植 の！ と 共ち おか 上の 巧 度で わると まひ 
1¢ る であらう。 

巧る 巧 相 的 か 在は やがて 巧 ザ さるべき もので あり、 巧 巧に 巧を 的の もので あらね ぱ なら 
をい ゥ 

されば、 巧 一ニ ホで わるち 苗の 巧 巧に よつて 两巧 巧の 巧 解 工作が 巧な さるべき であるに も 
巧 はらず、 このが 方に がで、 巧つて 巧る 巧む や 巧 お 的 巧 目た おおせし わた ことは、 巧 面む 
巧の 一九 110 年な ホ 化り 巧つた 誤れるな 策© 反映であつて、 巧 化なる 事 巧と ちは ねぱ をら 
をい 0 

ホづ 巧を 巧いても、 をを 白 治の お 巧を 一日 も キ< 巧みす べきで わり、 且つ 巧 わて ~ 方 的 



で わつた なお 巧な 曲を I 巧 的に 迄 進展す ぺ きで わる。 

かを、 パレス クィンは、 望みと をら ば、 か 巧 中の アラ ビヤ 人 巧 國®^ にみ かし、 叉 B 巧 
聯 おに か 入し おる 自由を 巧 おす V きで わる。 

ホに、 ユダャ人と アラ ビャ 人 C 各 巧 奪 雄に ょつ て臺 會が番 さるべ をで をる。 この 
を二ぞでわる香は巧巧お枯の巧五巧巧のお巧を作るのに大いをるお巧 
^^へ巧るものでわる〇 

を も 困 巧なる JUK は夕み A ダ卞 人を ち ホに！！ する 間 巧に ある だら ぅ®. 

ユダャ人が 日增 になぇ 且ク】 お 目な クて 巧た t とに おし、 巧く 巧 ざした アラ ビャ 人の 不 
安と いん ものは、 今日を みに 巧た 样ぺ くもない 巧淸た 度 巧した ので あるから、 A ダャ 人は 
讓 ホして 巧 在の 巧ち 率 fc グクト 巧 下 する ことに 同 巧ず るの が 巧が わるで わらぅ。 

巧して この 用 巧 族 柏に K に宽 をと を 力の 巧 神がず 生ぇた 時、 アラ ピャ 人は ユダ卞 人の 資 
本と 勞働ポ か 巧に ホ 等の 共 巧が 益に 蒂 典し 且つ かがに をの 增大に 蒂巧卞 るかを かり、 その 

ミニ 五 



i 大 

入 田 制 おはこ 為 方 s 巧實つ 吸收性 Q 巧を 力忆 よつ て 次蹇ら るべ を も Q をる を 巧 ひ 
もを <巧 巧す るで ぁらぅ 0 

アラ ビヤ 文を 巧に 入らん とする ユダて Q 大巧々 〇おつ 3 I P ， パ 文化との 巧 入は を 
巧 方の 西 貪 的ぶ び 文化的 生活を ■窗 をら しむる で ゎらぅ。 

肤 が 大巧が には 7 ラビて と ユダヤ人とは パレスタィンで 仲よ く 化を 且つ 生 巧して ち 
た。 アブ ピて の不 巧と 凑 、むが 巧 田との 巧せ 觸 する わ 巧に よつ て 巧 雪れ たもので f 

义 巧る 奪 同 浸な ミ 累が囊 され、 且 S 養 帝璧馨 Q か 在が か 去され た 時、 

巧な 巧び 巧る や 和》 を 現は」 で，^ け ミミ ム理 度ない 任で ぁる。 

それにつ けて ち アブ ピヤ 人 S まに 巧し でを でち ユダヤを 巧を が 巧に 盞强 ひずる 
灌 巧は 巧 ミ おいとい ふ AJ と t 特奚 空？ t 得 ミ。 

(十一) 世界の ユダヤ人 問 厘 


なし 乍ら、 パレスタイン 問 巧の 巧る 解 巧 巧が 世み の ユダヤ人 閒 唐に 巧みを 與 ふるもので 
はを い 〇 . 

反 七 A 巧 嵌まな 的ぶ 巧 を口をを 目 itic ず eli 口 g ) のをち に 因て、 巧え 切れぬ 生活の が 巧 
が 件を 發見 しつ、 わる 3 I a ， パ 巧 B や 其 他に 巧 在ず る ユダヤ人 良に、 パレスタインを 本 
田と して 無が 件に 巧 ふる « な ことは 巧 巧ない £ とでを る。 がが し 此の 問 酉に おして 巧餐に 
« 巧す るのは 特に 巧 巧 キリスト 巧 信奉 巧函 巧の！！ 巧で あると 信ずる。 

巧に ッヴ ィエ， 卜巧西 西は ユダヤ人の ため 1 を 住の 巧を 扣り 巧て て 居る (ピ n ビデ 卞 

ン. ユダ卞 自由 巧)。 他の 巧 田 も 同 巧に 巧 巧なかつた もので あらぅ か？ 

巧帝茵 には、 又 南米 や 其 他の 巧には 移な 巧に より 巧 巧され ぺき必 巧に おられて 居る ± が 
がるる ではない か。 

それでバと ユダ卞人^64^巧の主巧«當 ( b ) 巧る未拼地の聞巧の爲公ホ其他のホ法に 
よる 資本の 巧な (〇) 貧 i ら ずん ばる 省を 蒙りつ、 ある ユダ 卞人教 巧、 等を 包を する を 

三 一ニ セ 



. 一三 ニル 

閒坦た test ずる 田！！！ #11 を篇 化すべ をで わらう 0 
巧 <を^ は！ 一巧 tt 力 Qi 代を か あし* 且〇 正な に 基 <« のせみ 大平 巧への ホ 巧を 巧 
立す る やう 巧 力ず ぺき であらう 0 

乎 二) 平和主義者の お恒 

パレス クインち びに H グ卞人 g * に M する 平 巧 主義者の »篇 は 左 0 巧 C であると あん。 
巧ち 

(》】 パレスタインに IW ずる アブ ピヤ、 > ダ卞 一一ち 度む 境 巧に がず る t 大 & る 巧 解 0 
( b ) パレスタインに がける 巧 ■致 策の 巧變力 至は 巧者 的に 画な (力まが® の 巧 力に 
を 巧が お植〇 Kir 

(〇】 ユダ卞 人 及び アラ ピャ 人 巧に 於け るな 巧の 巧 解 工作。 

( d ) だ セム 巧 族 まな 者へ 〇ホ吿 



( o ) ♦ち 懊 惟の ユダ卞 巧の な 巧。 

をの か < 、パレスタインを 巧つて イギリス、 ユダ卞 人 お アラ ピャ 人の 巧 反目は 將 に巧义 
K にある 〇 而も 現在 パレスタインは 芙 因のを 巧が 治 おとは まふ ものの 餐 おは ユグャ 人が ま 
巧を と 云ん も 巧 ザで ない 〇と まふのは パレスタインな 誓 < 1 バ ー ト •サム エル W 及ぴ エル 
サ レム 巧ち 一ー ナル ド. スト— ルスは 共に ユダ卞 入で をる ではを いか 〇 アラ ピャ 人の 议化故 
をい とは まへ まい。 

こ〇閒 巧に！ S してたず ベを ことを 多* 持つて 居る が、 此 巧では 單に巧 画の 恶 巧を 示し、 
巧 田が 世み や 巧の 巧 &ま である 巧« を かつて 黃ム ことに 重を を 泣いた。 



二 田 0 

第 四 章 ユダャ人 短評 

今日 ユダヤ人を 巧 巧した も 0 にも、 を 巧み 株の 觀批 からな され セ ものが ある。 その 巧 お 
の 巧 巧から して、 結を も f 巧みで ある 0 

巧 ものは かお 的で あク 、或は 巧 お 非 巧 的で ある。 特に 興味を 总 くのは ユグャ 人 自身む 巧 
すでを る® , 

夕少 でも 知られた 人々 の ユダ卞 人 巧 巧は、 典 ホ ある 閒 g であり、 ユダ卞 人に 巧す る 公 や 
なる 認 なを 巧ん るに も、 巧 立つ t とでは あるを いか 0 
之を おして、 斯 か讀ネ の タザに かする。 


二】 葬 ユダヤ人の ユダヤ人 評 

** レ , > CBonaparte Napol か on I, 1769— 一を一) は 巧な 的には* ダ卞 人の 巧 巧を で 
わつた。 をな 的に もせょ、 彼が トルコな H デ プト遠 巧の 巧、 アジア 及び アフリヵ 巧 巧のを 
ユダヤ人 にを をを 茜して、 をし フヲ ンス がな 利を 得た をら、 巧 巧 パレスタインを ホ 等に 典 
へ、 自ら ま 一一の 十字架と をつ て、 パレスタインを 巧 建す る、 といん 約 まを し、 夕數 ユダ卞 
人の ま 持を み (1 セ 九九 年)、 叉 一八 0 六 年には、 サン •イド ラン Q A グ卞人 代表 ホ 巧を 召 
集して、 ユダ卞 人の ため、 が來に 見を い 巧を を W つて 居る が、 が もみの やぅな 批 巧を ユダ 
卞 人に 下して 居る —— 

ユダ卞 人の ま おする 官署、 f がを 巧 力 至は をな の 鏡を ちつて 居る を 庭、 巧る 一巧を ユ 
ダ卞人に巧麵した巧政蠢、 ホは夕ち ホは巧をの篇資をとして、 ^^を化をする大學巧た 
どは、 ホ 非 ともお！ Kt 巧ず る 巧 巧で わる •地上 0 神の 巧ち たる A ダ卞 人は 天刑病ょりも 巧 

一 百 一 



ご ■二 

ろし < 、他 巧 族の 優 中 U 密着ず る 寄を ft そ ©ものである 1 1 占* と。 

CWOK 1 《を 〇 ずろ はがに もな ベた やうに、 ィンテリ ニグ 卞 人と© タホがわ 
つ ホが、 が も 公平を る 見地より 、ホの やうに 巧 肝して 居る —— 

d グ卞 主義は、 を 人 巧に 巧す る； lai 也を ぶ 巧と して、 建てられ たもので あるから、 巧る 
•へを 巧 在で わる 0 

ビス マ*， (Ff t otto VO 口 Biilk, 1815— ま】 は、 な〇 た 《撤頭 巧 尾よ を！！ 巧者 
であつた、 せ ホ 的 巧 S お ま ユダ卞 人、 マックス ミリアン •ハルデンの やうな か 己が わつた 
にもみ はらず、 ホの やうに 巧 巧して ちる —— 

を K 上の 信仰を 無 度し、 H をのを 巧を 巧 巧し、 不をネ 巧に よつて、 所巧植 し、 破 
產 tw て資 A た 平ち し、 農 巧の 佳を を 侵 者して は、 巧 論を 巧 A し、 が も 己れ の 巧參 OKU 
的 巧 « によつて、 画 巧 Qswfc 巧 長し で 巧た 攀 は、 一巧 生活の ずべ ての K で、. 敝し 難い 
A 巧と なつた。 


义ピ ス マ ル クが 1 八セ〇年ょり同セ I 年の度爭にめける ユ グャ人〇^を化巧したザ葉 
に、 —— ユダャ人は軍ホ1?^なかに、 巧のが巧わつて巧在するか不巧解でわろ 15とい 
ムのも わる 0 

ドィツのを# > ♦トケ (oicaf 田 • Kwfl Bernhard ィ〇 扫 Moltke, ISOtV— き) 伯 曰く 

A ダ卞 人は 離な したに も 巧 はらず、 巧 且つ 相互 巧 巧を 助 巧を 持 巧し、 •おに 見 先を ぃ不 あを 
を指夕 にょつ て、 巧に 彼等 共通の 目的に 巧 かれつ、 わる。 i を 同化し やぅと 巧 力し でも， 
化 等は 巧 巧に 之を 巧 ft する。 せが 到る 巧の 田 ま內に 巧に 画 おを お 巧して 居る。 ホに ポ ー ブ 
ン ドで § は 今日に 至る i で、 巧 治す る ことの 巧來 をい 曾 毒と なつて 居る、 1K 々と。 

ドィツの 巧 ホ UHlqi でか 含み 者で わる、 ゥ 王 •ゾ A バルト (Werner So 巨 bart, 
1863 — ) の ユグ卞 人 t 巧 巧す ると t ろは 

ユグ卞 人の 商才 & る ものは、 ユダ 卞敎巧 神の 巧まで わる、 と。 

ピ a— ►♦太 > (巧〇 す 尸 一 塞 12-17 技) は ユグ卞 人の 怕恶 をであつた が、 その 批巧も 

二 5 二 



わ ポロ シアでは、 A グ卞 人よりも 寧ろみ 致 巧 巧は マホ メ ，卜 g を 巧め る o A ダヤ 人は 巧 
教 巧で 說計 おで ある 〇 それ 巧、 化 等が か 何に 巧 力し、 か 巧に 我等の 巧 人に お 巧した として 
ち 巧 a 內 にはが 等の ため まを 建て、 ホ 業を なまし むる 巧转 にはを b 巧ない。 

ユ—ゴ I (Victor Marie 田 口 g 夕一 802-85 , フランス 文豪) は —— 現代に がても、 白 己 
のぶ 巧を 跨りと して 居る ユダヤ人は 地 巧の 巧 接のを かで ある。 その 年け 妃は 度なず ベを 巧 
爲に滿 されて 居る。 ユダ卞 巧 立 田で あつた 閒 は 巧 餐 巧 爲に專 むし、 その 征 巧 さる、 や、 フ 
ア 9 * イ まの 神 巧に 巧な して 居る —— とお 巧した。 

ドイツの ま 敎改ぞ をな てかられ た 神學巧 壬 マ ♦♦イシ (Mar 巧 口！* を ミ-一 蓋 
1164 6) は ホの やぅな 巧た して 居る 

彼等の 文書を なて ユダヤ人を 判断ず るに、— は 非 ユダヤ人 をが* しで、 ゴ ー イ (Go 产 
な) をる ヘプ ライ 巧で 巧び、 之を 巧んで 居る。 が も 巧 巧は、 巧な、 敎 を、 寒 庭な どで、 巧 


等が ユグャ 人に 凡ゆる 不幸の 巧らん ことを、 神に が B した。 叉、 化 巧は 巧 等の 巧 巧す るか 
をな 奪し、 巧 等の ま# ム巧モ にょつ てを 等た 巧 產に導 ミちに 巧 等を を 酷を 刑 巧に 巧す こ 
とを をと した。 か、 る巧爲 はち 代の 偶 ♦崇拜 まと 雌 も おみな かつた ことで、 現今！^ なか 
に 巧るな 巧巧爲 をず る ものが おい。 之れ はな 魔が ユグ卞 人を 作ク たからの 故で わる。 元來 
A グャ 人は み 巧が 巧の おで、 そから 嫌なず ベを 途 なにな り、； を 巧し が窗 をみ た。 然も 
化 巧の 巧谣 をち をして 巧た ホ ユダ卞 人を 巧み、 すべ. ての 巧 巧 中 最もが 廉 化を 民族で ぁる。 
之を 巧 巧を アメリヵの ヒユ ー トン 人宙 や巧蠻 ホ 巧の ィ B コ ン人宙 に 比較して 見ても、 寧ろ 
じれ 等の 人宙は 人道の が 師》 巧 遠を 巧 巧を で わらぅ 〇ユ ダ卞 人は、 不 まに 遭遇 するとな 巧 
巧 巧し、 幸福を 獲れ ぱ巧氣 百倍す。 

ゴ—ィ * (Go 目 さ) 曰く 

A グ卞 入は 陰な なるな W ま、 不良な 會れ官 で、 これ ポ ため ネ くの 人は 苦しん ボ。 

3 K トマ — 〇フ ( 》 お olai Ivanoyitoh K 含 to 目 ar ミ，！ 817— 86. a シ TQ 歷史き 曰 
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く— ■ - 

A グ卞 人は フク ン K を ♦ひ 盡すモ S や 姐 a で わる、 と • 

卜 *•< トイ (Lev Nikolaieritoh , Tolstoi 1828— 1910) の やぅを 宗敎的 神 巧 6 た 巧げ 
て、 社會改 達に 乗り 巧し で 居た « 巧を！ II 術 おでさへ も •「ユダャ人 はな 棒で 巧ち の 胥 中を 
打つ X らぅ、 それで〜 篇 巧は！ sMlf に 叩 巧す 巧せ ず ばなる i い」 とま クて 居る 0 

义 、その かぶ 中に A ダ卞 人を 巧 4 {巧な つて 居る KK ►イエ フス ♦1 cFeodorMkhai で 
orUob Doatoieyddi , 1821— 8 ごも ごダ卞 人及ぴ その ホを 會 は,, シァに »卞 る > 巧 g で 
わる」 と S つで、 § のをを & 策動を 怖れた 0 
♦>卜 <Imm 目 S 1 Kout 1724— 1804) は 々 IWK •メンデルス ゾ I ン の やろ & 大 ump 

乎 そ Q 化 Q d ダャ人 イン チリと み 己の 用 巧では ゎク ホが > その 巧 巧は « しい 

•1 グ卞乂 は、！ にな 童を 寄せち る！！ 巧の 巿 ちに & る t とを ち 春と したいで、 巧つ で そ 
©圓 巧を 欺 < じと t 念と する 商人 ザけ で、 ユグ卞 をち 族を 化 推して 屋る ものと すた ば、 « 


K 奇 ft 干* とで わる • 

又 T サ ホを H 巧の 中に 一つの 巧 族が 雑居して 巧る。 § は 呂れの 面 守す る 法 ♦にょ ク て、 
他ち 族た 敝 度し、 H 王の 命令に « はず、 巧 等の！ ■をを 無历 し、 巧 夕の度 置に 反が し、 巧 等 
が不单 にち る やうに 最大のを 巧を めぐらして 居る」 ま*、 とま クて 居る。 

7*DIII (Apouoni) 日く 

■お ■巧の がをは* ダャ 人に M する 範团に 於て ザけ 存を しでち る。 A グャ 人が その 巧手 
が WK サ巧 事へ 誘 お 巧 巧 さう もを いやうな 人と々 をず ると をは、 巧來る ザけ！ 11； 面目に 交 巧 
ずる。 そして 善事を 巧 A る ♦も わる 〇 併し、 そ 0 時で も、 その 善事から 仍か 落ち t 任れ を 
巧 やうと 化つ てち る •反 おに、 巧漢 との々 おには、 そ 0 人 阳の巧 的 巧 巧を な々 巧を 獎 巧す 
る 牛う に ザる 〇 南が るび^ 巧縣に 住む ユグ卞 人は 地ち 巧に か 巧 巧 巧の# & をが かし、 ゥ 
♦ * 力た 典へ、 巧が のがを が 居 宿 居に を ダ 込 i れる やうに 仕向ける ことを かり 拔 いて 居る。 
义 地方 巧た as しで、 巧を を 働かせて そ© 雇 おを 頁 ひかり、 巧 慕の 乎 傅へ たして、 婦ホ子 
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た 誘 巧して’ > 苗な させ、 人の 巧が につけ 込んで は、 ぅ i い ホを R ひ盡 し、 遂に 破滅に 巧い 
て 少しも！ しない 0 

ゥ 玉ス パシヤ > Cv 8 p * ahan ) の 巧 巧は ぶの かを〜 ので わる 

黄 0 命 こそは to 忌渾サ ねば &ら& い 巧 巧の 大巧な 目錄 でぁる、 一巧 .<• 

ス巧 サド ィブ 巧學の 龍ち とま はれて ちる a 《A •ゴツ トリ— ブ •フ (Johann 

Go さ lieb Fichte 、 1762— だ14】 の 巧 巧に 巧ぇ た A ダ卞 人は ホの やぅで わる 

ユダヤ人は 神の 巧ち で わるから、 非 d ダ卞巧 巧に 比べて、 必 ♦共に 一巧 地を 巧いて 巧 巧 
でぁる、 み夕 へて ちる おち 化ち おは やがて 地上から 一巧され る もので わると 考 へて 巧 座 
る' 一方* と 〇 

ピ d 1 »1巧»とお婚して居た»3ジ1マとユダヤ人樂8||リヒア1,卜. ヮグナ1との巧 
婚をがした、 ドィツ の大音|8^|^79>ヴ • リスト (Franz ィ〇白 Liszt, 1811 — 86) も 、 A 
ダ 卞巧族 のれ t にはが 倩を it さなかつ た 1 


ユグ卞人にとつて、 か*し<をい入を巧したり巧したりすることは、卽ち^^の巧巧獨 
な 自由」 たる もので わる、 1K* と 《 

フ ブンス QR 史お 7*rA>A (Maris Fontain ) がその 著 「世 巧ち」 で ホの やぅに ユ 
グ卞 人た 解な して 居る —— 

ユグ卞 人が ホと なれげ おらず 1 である 〇執 政を とを れぱ ホを であり、 僧侶と をれば み 
なをと をる - A グ卞 入の かおは 巧に 晚 なの 聲が ホち て 居て、 軍人と しては 巧め て* Hi ! であ 
る夕 がも巧巧巧お非道でわる。 ^^にも巧學はわるが巧巧で、 巧巧を«んでもが欺をす 
る 〇 li グ卞 人の お 庭は 食 fQ 集 困で わり、 § の 愛は 又 に 巧 ダない 〇巧 面では 巧爱 
を 巧へ、 その 裏面は 專が 的で、 おおの 自由を 制 巧し、 化 人の _ 巧 立 自由を 巧わない 0 

n シア* 困のを レヴ 年— (Bor を Ik 広】 のぞ 「巧 はれし 圓巧」 にはみ 0 やぅな 巧 刻 
& 巧 巧が わる。 —— 

ユグ卞乂はその數のみいホめか、 その2*11;*^||めて卑怯でわる。 |^は公がと巧爭が巧巧 



ミ 0 

をい ので、 常に 巧れ ♦巧 A のか s を 誘 巧し、 ゴ ー ィ (化 巧 族を 巧す ヘプ ブィ 巧で、 反を ホ 
味す ろの 白滅ホ 法た 講じて ちる。 キ 9 スト お 的 文明の 巧 城 工作 も ホ— の 策す ると ころ 
である 0 

* グ卞ま 義直傳 をの 棲 巧は、 巧 ルな しに、 自由、 平み. 友受 、巧 同、 專 供を 滅 、共 巧 巧 
進' ホ ホヤ 巧な 立、 を か 自由、 巧 刑を 廢 、を 刖 待巧樣 f である ボ、 これは 己れ の 目指す 
敷た* W し、 己れ をち がに 巧く ilK 巧に！ if ない 〇 g はか やう & 運 かを， ± ♦民には， 
«密^! 巧に よる もので わる ことを 氣 がかを いやう にさ ♦、巧つ て 文：^ 巧で わると 宿 じ ま 
サ 、人 あゴ ー ィを 裏面で 素の ± 、に して 居る® 

ホに 化 巧 み の やうな も 0 は、 その 代表的の もので、 § は ホ づ異つ ホに 政洽 をを ち 化し 
た。— の规*|| の 巧々 に まつて は、* に！！ <K 堪え & いものが わり、 非 ユグ卞 人が 氣〇 
がいた と > は、 » に 通 < 、な 等の# 中に をを に なめられて 居た。 

d グャ 人は か 學巧兒 直から、 大政を 夕に まるまで 巧 g する ことに タカし、 非は 擧げで ま 


IMf に 1111 ませる ことた « へ、 卞ぺで 巧 衆に々 つ寸 巧を 取ら サで 巧る。 

一ー グャ W と 巧 時代に 在ク た！！* はを 滅びて 終つ たのに、 § のみ 巧り、 化活の 生な 巧れ、 
ミ 四み Q 1 二は ボ ー ブンドを 含む P シアに ちる。 而も B シアの 政治 化 人力 まは 巧 神 か ft し 
た ィン チリ ダン チア K、 a シア 及び ロシア 画 巧に を 找さサ たのは 勿！ であつ わ 0 

K —9 >y ( Dorlinge ) の巧开 は 

巧る する 占 ころ、 そ § 巧 Q かれで わるを 閒 はず、 ユダ卞 人間！* を 葱 起し ク 、わ 
るので わる、 を* と® 

K 9 ゥ |||> ( Dreumo 口 d ) 曰 < A ダ卞 人は 值 <4 で タル A 1 ドを 信仰して 层る •で 

その 巧 仰 上、 非！！ ダヤ 人に おし、 § かを ホく！！ なが わると し、 道義 巧 さと 巧が g 巧と に 
ょつて、 み a の 善を 试 任ず！ わる〜 のと# 巧 L で 居る。 ぞが これ 等 CHi がは f 18 ^ の 
か巧^に巧だ&い〇 义巧人が共産重の音巧おりでわつたか、 か巧してユダ卞人のがまポ 
けが、 巧所でも巧奪されずに濟んザか《 その 】 例に、 パリーの B スチ卞ィルドタ巧ホタ屋 

二 MM 



二 五一 一 

ち 五十 巧が 一つと して、 共產黨 の！ *擊 を まけた ものが おかつた ではない か。 それ も 只. ー ダ 
卞 人で わつ ホ ばかりの ためで わつた 0 

グレ ゴア— ♦(田 6 nri Gregoixe , 1760 — 】831- プ a アの司 巧に して、 フランス のす 命 
ま) はグ •ラブ ー ル ( Latofir ) とは 共に スま敎 の 僧正で をつ たが、 キリスト 敎 巧の ユグャ 
人におする巧«がおりに非人お的でわるのを大いに3^^して、 却つてホのやゥを8|1||^判 
t して 居る 0 

•ー ダ 卞人も 亦 キリストな 巧 同な に 人 巧で をる からには 、フランスの 巿 巧と してのを 巧 & 
資格を 持ち 合は せて ちる。 然も 巧々 の ぁる やぅに したのは 、おの 罪で もを く、 g にキ 5 K 
卜 K 徒の 舞いた 不 正義の お菜に かなら をい、 ま A と。 

法 ♦博 丈两 & 參太郎 曰く —— 

ドィッが 败洲大 « でかけた 近因は、 » 争み « に 伴つた— 巧な 巧の 聲を 巧へ るた め、 み植 
のみ 子を 政府 内に 入れた ためで わる。 その お果 、商資 人が 政治 上に 立ち入る やぅに なり、 


遂に それ 等© ユグ卞 人が 巧 路の大 をと お 巧して、 軍需な を責 りつけ るを め、 巧資 にが 用 さ 
れ たので、 をな 本が のか 令が 少しも 巧 はれ わくな つたに お 因す る。 (中略) 函 巧は 今】 巧 ド 
ィブの 巧 典を ホして 居る。 I 

々ィザ ルの 巧 安が をは 巧責 の おみ、 ユダ卞 人の 手に入つ ホが、 巧 巧が® 爭 中、 食 g おの 
かおを ホ 國 に 仰ぐ ♦をに ホて るた め、 巧が 的に 錶 结を與 へて 取上げた 時れ の 金 巧 や、 睁な 
を# つてぶ めた 魚 人の金の 首が 夕は 後に 巧まして 見る と、 を ユダ卞 人が な 巧を 巧 じて* ひ 
ちめ たもので わつ た。】 面から いんと < 歐が大 g は ユダヤ人 にを なけを させた に逊 ダを い。 
何れ 西洋は、 その 昔を 治と 美術と を 巧 止した々 1 ゼス の 子孫た る ユダヤ人に ま R され、 巧 
巧は おじ 巧な た備 へた ま 巧 人が 巾を 利かして 居る と あはれ る。 

ごご ユダヤ人 自身の 託言 

最も 興味 わる 閒篇は A ダヤ人 Q A グ卞人 巧で をる。 まは 巧 美し 或は 呪 阻して るのを 巧げ 
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て 見やぅ • 

ドィッの 大音樂 おとして サホ 的に なをぶ リヒ 7 グ ♦1 (Wilhelm Richard 
T7*gn さ、 Isf 送) は 同族を 非！！ 攻擊 して 曰 < 1 

•1 ダ卞 人は を活£ し、 利己的 童 ホた 代》 し、 巧 ミ 打算に ミ 巧 ホを 動 怒 塞で、 
人を の 巧德 に！！ ち 巧った 巧 魔の 化 ♦で わる、 ま* と 巧 Ht してを る 0 

西が B ンド Q A ダ ヤ敎會 たな 巧 nllgK • だ a> フ ( ぎ urioe Jiplo 曰く 

ィス ブ エル 入は 確に 一大 H ちで わる (中 ♦】 巧 入 も A ダヤ 人を 一画 民と 111^ し、 をを を 
K 上 QK 刖 でぁると R 夏す る ものは ない。 それ ホ、 ユグ卞 人の 國巧巧 t 否を する 事は、 資 
に ユダヤ人の 巧 在た をを する もので をる。 

レ ♦> •も >> (Leon simoB , ユグ卞 HHir 著作 おにして、 宗敎と 因 民 巧の 巧 巧を) 

曰く ユグヤ 人の 宗 おは 卽 ちその ■ち 巧で わり、 义 その 田 巧を は§ のを K のま 巧 巧み 

でわる(や路ごグ卞なのやにな||を45340し&いといふじとを11|*ネに卞るが、 じれは*ら 


& い。® ち、* グ卞乂 に ホ 0 て、 救世 ま 時代は 只 単に 地上に 卞巧 AdH して、 人 かを 善 A た 
らしめ る C とを する ばかりで をく、 世 ホ 中に ユグ卞 人と そ© 神と を i に 巧め させる 
ことを iNIH -' る もので わつた 〇疾ぞ すれば、 じれは d グ卞巧 族の. 氷 巧 性を か 巧る もので わ 
る。 巧 も その 敎た はか 人 もを 納化來 る やぅを 巧な をな 貪 的の ものでは &< 、資に 一面 巧の 
迅去 及ぴ膊 巧に 巧す る 一つの 巧 ホに ルを らたい。 かかと なれば、 d ダ 卞敎は キリ スト KQ 
やぅに、 巧 人の む靈 を# ム巧 命を 巧つて 居 & い〇 そのを 観 ホは 資にユ グヤ面 巧の 生 巧と 結 
をした もので わる 0 

ア— ♦—•♦—4 又 (Arthur 口 arid Lewis , 西 巧 B ン ドン 0 A ダ 卞巧族 主義 リ I ダ 

1) 曰く 6 ホ、 ユダヤ人で わつて キリストが の 巧 巧を 巧け、 をく ♦リストな 巧 化した 

からと いんて、 その 化 巧、 その 氣 g 及び 巧 神的特 巧は みして 變じ ては 居 ない —— と 0 

グレ ツヴ (Heinrich Grae を- 1817 9 1- ドィツの おを 巧、 プレス ブ 々大巧 敎 巧) 曰 

く — ユグ卞 人 の歷 たは、！^ がその 因 々つたを と雜ち 從來の 田 巧 的を R を 巧 有し 
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て 巧て、 巧して 單 たん 值 まは 敎會の 度を の やうな ものでは &い〇 我等の 度た は 単に 文 
み 的 事件の 年代 おの やうを も 0 とは、 凡そ そのを ぎを 異にする ものである —— と。 

ユダヤち およ 義のサ ホ 的 巧 とま はれる ホ 因 K 等 法 席 判み 又 •プリ > ぞ—ス P 
David Blindiea) 曰く-"— 

d グ卞 像侶會 なで、 A グ卞正 敎に歸 巧す る 者に K り、 H グ卞 人で わると いんこと を 巧む 
ぺを ダと いム巧 案が 時 4C 巧され るが、 ユダヤ人 をる ぞ義に 對卞る 巧義を 巧め る ことは、 一 
巧 ユグて Q み QM で 出 巧る も Q では ミ。 巧し ユダヤ人 閒 fj やうを 場合 Q ユダヤ 
人と いふ iSHf は、 巧 < も A グ卞 人の 化を ホけ たを はを 巧 之を ホむ ベを であつ て、 を g を變 
更 したから とい ム て、 之 fc 巧れ る ことは ぶ 巧 & い 0 似々 どん & ホ理 とな 條 ともなて して〜， 
ユグ卞 人の 丰 巧と 巧 爲 とを 巧す る 者に おしてち 化の 者と 巧 則す るた A に、 ユダ卞 といん 
» を 使用 するとと を 巧み » 元い g である I と 0 

又、 歷 史上 ホ 名 & 人 A で、 ホ 代ょり 0 ユダヤ人れ 畫 の 具*! 化に 寅献 しわ >|«ス •へツ 


f< CMoms Hew) 曰く 

A グ卞 Q ま敎は w ものょりも ホ づユグ 卞の爱 ■主義で わる* 事 資ユグ 卞敎は 一つの 画ち 
性と 同樣 に、 白な 的 基 巧た 持ち、 他のを 敎の やぅに •軍に その 信仰を 變 ずる ことにょ つて、 
この 基な てること が 出 巧を い 〇 A グ卞 人は ユグ卞 巧 巧に 屬 して 居る から、 巧つ て 又 A 
ダ 卞敎に 馬し で 居る 〇巧 もこの 事は、 な自 ♦义は 父祖の 改 をは々 しも M 巧の & い t とで わ 
る 〇 A ダヤ 人は そのれ するとみ サ ざるとの 則 & く、 ホく 同房 族と しての 固い 巧 合を 持つ て 
居る 0 

ド ィブの ホ ミと して なられた a—<7 • 319 — (Joseph Kohler, 184 rl 919) 曰 
く I A ダャ 種族は、 大 スネに 於て は參產 的では ない が、 大才 化の g では、 ♦巧 的 & 人 巧 
がま 巧した 最も 天 « わる 1 s 度で わる^ — と。 

A ダ卞 人に して 歷た荣 ホる、 ィ* ル ♦レ AQ ホけ 79 ヴ 4 ウ x.at フス CFlavig 
J § plnw , 3— 86} は會でィ* 1^* レ よをホ巧屋巧と稱し、 义巧人|*なのまでわると巧 

ー ミセ 



f ミ A 

: .rr 巧し！ 一-マ 人に しで V . こ®# 街 わ 故 ミが が、，, み ♦》.< は 夕 rAO ♦ろ K 、 维震 
で 滅びた で わら ク •董し ィエみ ♦レ A は そ ひ wg ブド A な 上の* のが わるからで わる」 と 
記して わる • 

ご 二) タグ A 1 ド肇. 

みだ ホ & がら、 ユダ卞 巧 神 Qiiai と 巧 まれて 居る ユグャ 巧 典 クル A I ドの な萃を なかす 
る。 、 

《こ 肺より を 走れ 巧た をは！ ユグャ 人の みで わ ミ A グ卞 人な 分© 巧 おは 〇モ 
である。 

ごで 人 扣が拍 物より# 等で わる ♦ ぅに 、 A グヤ 人は 人 曲より ホ 等で ホる 0 巧し とのせ 
K A グ ヤ乂ポ 届な かつた 度ら げ 、どん & 幸！！ も • |1< 太！ •の 光線 も 、 A 巧 4 をく •人類は 
巧宙 全# ずみ ことが 巧 巧たい もので わる。 


さ 一】 ホ乂に 生存す る 價值の 巧る ものろ！* り ユグ卞 人 X けで、 化の 民 おは 驢巧 にも 夕 
る も© である 0 

《四) ユグヤ 人は 人 柏と ホ かける 權 巧を 巧って 居る ボ 、不淨 の 神から を まれた 非 ユダ卞 
人は ゴ 1 ィ〇 H ) と 命名 ♦ねばならたい • 

《五) 》*パはホ》グ卞人を»4給ムはど、 ■馬や犬〇やぅ&ものを^^み給は&い* 
《さ 非 ヤ人ボ 善事を 行 ひ、 慈善を 巧した & らち 之を 巧と » 《霉を 典んで わら 
ゥ〇 § は 誇る ホめ K 巧 巧な 巧 ひを する からで わる。 

(セ】 我等は どん かも ホ* グ卞 人に 乞 A では &ら & い〇巧 等の 利益の ためには、 な 
等に 害た 興へ でもょ い。 ホ •ー グ卞 人は A 上に 在る 幸 巧た よめる 灌 巧が & いぷ なと たらち 
IMT は A 動 W がからで わる 《 動>を 放 達し A は 巧す ことが 化 来る やぅに、 巧 等は ホ ユグヤ 
人 ひ* し、 叉 § の WA た 巧 巧ず る ことが 巧 ホる •巧ち ホ •ー グヤ 人の 巧 巧す る 化は 巧 
♦©着 ♦^♦1©で^ «0 用 巧者は A グ卞 入で わる わら、* グ卞 入は ホづ巧 一に 之を 巧 有 

ニ ミ 



レた >> ではたら わい • 

(八) 若しが* グ卞 人が A グャ人 かち 少し 0 A でもなん W と g は、 之た 巧 刑に ずる 0 
が 常な 0 1 とで わる。 併し.！ ダ卞 人は なする 值にホ H グャ 人© 所有# を 奪ん こと も 自由で 
わる •ホの！！！ 人に！ •を 施ず みれ、 とわる が、 非 A グャ 人に 施ず &、 と 巧 K してなら A 
からで わる •若しが A グャ人 サスに * つる# がわつ ホと しても、 之を sg 上げる には 及ば 
& い。 その 《にな モ がわる & らば、 之た 取 » け、 又 巧し からに おで〜 わつ ホ & ちみ 0 て 
么 t 乂に 巧げ 入れろ。 

(九) 非 A グャ 人の が產を 管理ず る ことは- グ卞人 0 植巧サ わる。 KUK A グ卞 人は が 
ユグャ 人を 巧を する 權 巧 t おつて 居る。 巧す かれ、 もい ふ© は、 責は ヘプ ブィの 子で わる 
|1グ卞人を指卞も0で、 非ユグャ人のことでは&い。 么を巧ムには、 資巧上0>|3|6の»い 
と 》 が 一 ♦ょい •ホ A ダャ 人た 巧 香す るには、 § のぅち 最も 高等を ホ t 選ば &< ではを 


《十) 非 A グヤ 人の 生命は 巧 等の ♦中に わる。 特にミ の 黄を はみ み 巧# の 巧 巧みで わ 
る 0 

(十こ ホユグ卞人た巧すにわたり、 キ—スト5#^^中の堆化の«い夕を|*べ。 

(十二】 非 H グヤ 人の 化た ホず 者は、 エホバの 神に を « を lit る 夕 でぁる。 

(ま 一) 故 童に ユダヤ人を 巧餐 した 5 グ卞 人は、 下 巧を サ ホを 滅 げした やぅな 巧が 

わる® 













